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　常識という強固な壁の向こう側に棲すむ者達がいた。

　科学という安定した技術の発達により、歴史の表舞台から追われた特異技術――魔法。

　その魔法を守り、研鑽を積んできた者達、即ち魔法使い。

　彼等は基本的に隠れ棲む者だった。

　断絶はせずとも隔絶した者だった。

　そもそも魔法という技術は、個人的な能力差が如実に出る上に、魔法使いと呼べる程の資質を備えた者は圧倒的に少ない。それ故ゆえにその存在自体が差別と混乱を生むのは必至であり――魔女狩りの例をわざわざ引き合いに出すまでもなく、魔法とそれを使う者達が表舞台から姿を消したのは当然のことであったろう。

　だが……




「――本当にそうなのか？」




　そう最初に疑問を持った魔法使いが、誰なのかはわからない。

　だが現代に隠れ住む秘儀継承者達は、ある時……ふと考えたのだ。




「『十分に発達した科学は魔法と区別がつかない』――クラークの言葉はある意味で的を射ていると言えるだろう」

「既に個々人で把握できる領域を越えて科学は広がり、専門外の人間にはまるで意味不明の代物と化している。過度の専門化・先鋭化により、学ぶには個人的な適性が重要視されてくることも含めて考えれば、それはもう、実質的に我等の魔法と差はないのではないか？」




　かつてパーソナル・コンピュータの存在が『パソコンを使える人間と使えない人間を峻別し能力差別社会を作る』と叫ばれた時代がある。だが結果的にはそれは予想されたような事態には陥っていない。緩やかな変へん遷せんにより、人々の生活習慣や意識が変化し適応していったからだ。

　ならば……あるいは今こそ、数世紀に及ぶこの隔絶を解消し、一般人と魔法使い達が共存する世界を目指すことも可能なのではないか――そう考えた魔法使い達がいた。

　勿論、反対はあった。

　数世紀間に醸じよう成せいされた魔法使い達の価値観は、一般人との関わり合いを否定する上に成り立っている。故に多くの魔法使い達が一般人に交まじることに抵抗を覚えるのは当然のことであった。

　だが同時に――魔法使いとは、元より禁きん忌きというものに抵抗の薄い者達でもある。

　故に誰かが言い出したのだ。




「じゃあやってみようよ」……と。




　具体的には、魔法使い達と一般人とが無理なく共存できるかどうか――その実験テストをしてみようということになった。

　そう。実験だ。

　科学と魔法の区別なく、実験の積み重ねは技術の蓄積と発展には欠かせない。少数派故の色々な行き詰まりを抱えていた魔法使い達の中には、一般人を取り込むことで――あるいはそれを想定した実験を行うことで、また別の可能性を探りたいと考える者もいたのだ。

　その結果として、一つの実験都市が造られることとなった。

　アバロン学園都市――通称〈都市バロウ〉。

　実験の為に一般世界から隔離されたこの場で、魔法使い達は営々と実験を開始した。

　混こん沌とん委員会と呼ばれる十三名の『特異な存在』を意思決定機関として置き、実際に魔法的能力を持たない人間達を迎え入れて、どの程度の問題が生じるのか――あるいは生じないのかを調査し始めたのである。

　そして――






















　長い髪が淡い闇の中で震えた。

「…………んっ…………」

　密やかな空気に包まれながら、少女はその身を揺らす。

　前後に。上下に。小刻みに。

　繰り返し繰り返し……

　少女の動きに合わせてベッドのスプリングがぎしりぎしりと鳴いている。喘あえぐような――押し殺した短い呻うめき声と混じり合って、薄暗い部屋の中を漂っては消えていく。

「……んんっ……んあっ……」

　ゆさりゆさりと――少女の大きな乳房も、身体の動きに合わせて揺れていた。

　豊満な胸だった。繰り返される動きの中でも崩れることなく、まろやかな曲線を描いて柔らかさと張りを主張している。

　だがその一方で……少女の全身に無駄な緩みは一片も見当たらない。

　むしろ要所要所で引き絞られたその身体は、背丈の高さとも相まって、ある種の大型肉食獣の如く、強くしなやかな印象が濃かった。無意味に肉が付いている訳ではなく、肉体としての均整が取れているからだろう――ただそこにそうして在あるだけでも躍動感が醸かもし出されるのだ。

　長身であるが故ゆえの迫力と。

　痩そう軀くであるが故の端麗と。

　豊満であるが故の淫いん靡びと。

　三つの要素が矛盾なく同じ身体の上にある。

　画家や彫刻家が見れば、是非、裸婦像のモデルに――と懇こん願がんするかもしれない。

「……んんっ……んあっ……」

　綺麗な少女だった。

　身体は勿もち論ろん――その顔立ちもだ。

　切れ長の蒼あおい眼。桜色の薄い唇。滑らかで白い肌。

　目鼻立ちはすっきりと整っていて涼しげだ。欠点らしい欠点は見当たらず――むしろ部分部分を見ていけば、整いすぎていて、余人を寄せ付けないような、冷たく硬い印象になりがちな貌かおである。

　だが単に性格的なものなのか、それとも他に理由があるのか……一歩引いて見れば、何ど処こかぼんやりとした雰囲気がこの少女にはあって、それが隙というか愛あい嬌きようのようなものになっている。

　黙って立てば麗しい。

　笑えば途端に愛らしい。

　大人と子供の端境期にしか許されぬ一瞬の魅力……まさしく少女である。

　だが――

「……んんっ……」

　いざ年齢を問われれば……傍目にはよくわからない。

　大人のようでもあり。子供のようでもあり。

　例えば――胸の膨らみや腰のくびれは既に大人の女性のそれだ。身体の輪郭は既に完成していて、これ以上は足しても引いても崩れてしまうだろう。

　だがその白い肌は、赤ん坊のようにきめ細かく瑞みず々みずしい。まるで乾燥や紫外線を一切知らぬかのようなその肌は、奇跡的ですらある。どれだけ手を掛けてもこんな肌を維持するのは不可能に近いだろう。

　そして何よりもその――仕草。

　動きの端々に垣間見える素直さ、純真さは、およそ駆け引きというものを知らぬ子供や動物に特有のものだ。直接的で混じり気のない無む垢くな仕草は、少女の姿を何処か幼く見せていた。

　大人の肉体に子供の意識。

　その二つが今ひとつ嚙み合っていないような印象である。そのズレがまた傍目には愛嬌というか、倒錯的とも言うべき可愛らしさに映ったりはするのだが。

「……御主人様……」

　ふと――彼女は動きを止める。

　俯うつむき加減になっているので、その表情は垂れ下がる長い髪に隠れがちだが――隙間から垣間見えるその横顔には、幾つかの感情が色づいていた。

　不安と。羞しゆう恥ちと。そして思慕と。

　それらが入り交じって――結果として何かを堪こらえるかのような、悩ましげな表情が少女の綺麗な顔に浮かんでいる。

「……いかが……ですか……？」

　白い肌にほんのりと朱を帯びて少女は囁ささやくように問うた。

　自分の下にいる――少年に。

「…………」

　少女は少年の上に跨またがっていた。

　白い太股を開いてその間に少年の身体を挟み、伸ばした両手をそっと少年の肌に添え、僅わずかに傾けた自分の上半身を支えている。いわゆる馬乗り――騎き乗じよう位いの体勢だ。

「……あの……」

「…………」

　少女の問いに――しかし少年はただ無言を返すのみだ。

　聞こえていないのか。それとも答えるつもりがないのか。黙って彼は少女の下に横たわっている。もぞもぞと、わずかな身じろぎだけが少年からの反応だった。

「御主人様……」

　少女の表情が哀しげに曇る。

　やがて少女は再び身体を揺らし始めた。またぎしりぎしりとベッドのスプリングが鳴いて――その合間に、やはり喘ぐような、途切れ途切れの声が漏もれ始める。

「……ん……んんっ……」

　少年は動かない。

　小刻みに動く少女の下で、されるがままになっている。

　ただ――

「……クフィ…………ル……」

　ふと――呟つぶやくような声が唇の間から滑り出た。

　クフィール・アブソリュート。

　それは少女の名だった。

「御主人様……」

　少女の表情がほんの少し嬉しそうに緩む。

　今度は動きを止めずにクフィールは改めて問うた。

「……気持ちいい……ですか……？」

　不安の中に喜き悦えつが色づいている。

　名を呼ばれたことが――ただそれだけのことが嬉しいらしい。もじもじと恥じらうように、少年の身体を挟む太股を前後させながら、彼女は少年の肌に触れる指先に力を込めた。

「あ……ああ……」

　応じる声も何処か喘ぐように掠かすれていて――クフィールの動きに合わせて揺れている。

「……良かった……」

　呟くように言って微笑むクフィール。

　やはり恥ずかしいのか、その白い頰ほおも赤らんでいる。

「私……自信……なくて……」

　身体の動きに合わせて長い髪と豊かな胸が揺れる。

　強く弱く。強く弱く。

　繰り返し繰り返し――けれど、ひたむきとも言える丁寧な動きで。

「……こういうの……初めて……だか…………っ」

　不意に呼吸が乱れる。

　何かを堪えるようにしてクフィールの身体が緊張した。

「……がぅ……」

「クフィール……？」

　怪け訝げんの響きが少年の声に滲にじむ。

　だが――

「……だから……上手くできるか……心配で……」

　クフィールは健気に笑顔を取り繕うと、何事もなかったかのように言葉を続けた。

「クフィール。お前――」

　少年の口調にはクフィールを気遣う響きがあった。

　あるいは少年の鼻は気付いていたのかもしれない。

「やっぱり……辛い……のか？」

　この――薄闇の中に漂う微かな血の臭いに。

「いえ……」

　クフィールは首を振る。

　長く蒼い髪が幻想的にふわりと舞った。

「大丈夫……大丈夫……です……！」

「けど、やっぱり」

「…………大丈夫です……」

　少年の言葉を封じるかのようにクフィールは言い――動きを速めた。

「んっ……クフィー……ル……！」

　喘ぐような吐息によって途切れる少年の言葉。

　クフィールは少し上体を傾けて――少年に顔を近づけながら言った。

「……私……嬉しいんです……よ？　……」

　クフィールの顔には、はにかみ混じりの微笑が浮かんでいる。

「……御主人様に……喜んで……貰えて……嬉しい……です……だから……大丈夫……大丈夫なん……です……」

　そう少年に告げながらも――それは自分に言い聞かせているような台詞でもあった。

「…………」

　言葉に詰まったように、少年はただ沈黙する。

　しばらくは延々とベッドのスプリングが軋む音が続いていたが……

「……クフィール」

　白い太股の下で少年は言った。

　ふと思い出したかのような口調である。かすれた声で彼は溜ため息いきをつくように言った。

「……御主人様って……言うな」

「…………はい……」

　クフィールは一瞬、動きを止めて。

「……千せん里り……様……」

　そっと、密やかに、大切な何かを囁くように、彼の名を呼んだ。

　周す防おう千里。

　それが少年の名だ。

「千里様……千里様……」

　熱に浮かされた譫うわ言ごとのように、その名を繰り返すクフィール。

　やがて彼女は一際大きく身を――……




　ごがんッ!!




　蝶ちよう番つがいごとぶっとばされるような勢いで扉が開いた。

「がぅっ!?」

「なっ……!?」

　クフィールと千里が、突然のことに思わずベッドの上で身を強張らせる。

　でもって――

「――御主人様ッ!!」

　驚愕と動揺に彩られた彼等の視線が……集中する先。

　四角く切り取られた薄闇の向こうから、まるで籠城の現場に強行突入する特殊部隊のような勢いで、小柄な人影が猛然と飛び込んできた。

「そこまでですッ！」

　長い赤毛を振り乱した小柄な少女である。

　年齢は……クフィール同様によくわからない。だが小柄で、あまりメリハリの利いていない体軀からすれば、やや幼い印象が強かった。

　敢えて断じれば十代前半といったところか。

　角度によっては小学生のようにも見える。

　とても可愛らしい少女であった。

　だがそれ故に、首筋に巻いた襟飾りチヨーカーからこれ見よがしに垂れた鎖が、何処か猟奇的というか、犯罪的というか……迂う闊かつに外で一緒に歩くと即行で警察に通報されてしまいそーな、ヤバげな雰囲気を醸し出していたりもする。

　しかも――

「御主人様ッ！　酷いですッ!!」

　きいっ！　ってな感じで少女は服の袖を嚙みながら喚わめいた。

　ついでに悔しげに身をよじったりなんかもしている。

　ほとんど夫の浮気現場に乗り込んできた妻の態ていであった。外見的には夫がどうのというよーな年齢には到底見えない訳だが。

「酷いです惨いですあんまりです！」

　ばたばたと両手両足を振り回し、駄々っ子のように喚く赤毛の少女。

　さらに――

「無体です無情です無法です無道です無惨です！」

　彼女の着ている黒い衣服が――あろうことか、激しく蠢いていた。

　比喩でも何でもない。

　少女の四肢の動きとは別に、まるでそれ自体が意志を持った軟体動物の如く、うにうにうにうにうにと勝手に動きまくっている。

　端から見ると大変気色悪い感じなのだが、少女自身は気付いているのかいないのか、まるでお構いなしだ。なので、まるで喪服のような黒い衣装は、少女の身体に取り憑いた寄生生物のように、好き勝手に振る舞っていた。

　いや。それどころか――よく見れば変形までしているではないか。

　秒単位でその仕立てが変化しているのだ。

　ゴスロリ系のドレスであったかと思えば――いきなりゴスロリ系のメイド服になったり、ゴスロリ系のナース服になったり、ゴスロリ系のセーラー服になったり、ゴスロリ系の浴衣になったり、ゴスロリ系の詰め襟になったり、ゴスロリ系の野戦服になったりしていた。

　…………どうもゴスロリは基本らしい。

　まあそれはともかく。

「私に何の断りもなくッ!!」

　赤毛の少女はかなり混乱しているらしかった。

　服がうにうにしているのがその証拠である。

「……テジャス。あのな」

「cruelですcock-suckingですruthlessnessですpitilessですちなみにcock-suckingは辞書で引くと本来は別の意味でイイですけどそれはさておいてあんまりです！」

　機関銃のような勢いで喚きながら少女は地団駄を踏む。

　この赤い髪の少女の名は、テジャス・ファルチェスクという。

　このアバロン学園都市島という特殊な環境下――クフィールと共々、一般人たる周防少年の元に配置された適合補助者アジャスタントの一人である。『おはようからおやすみまで』契約者に寄り添い、彼等が円滑な生活を送れるようにと様々な支援を行うのがその使命だ。

　原則的に一人の契約者には一人のアジャスタントが配されるだけなのだが、紆う余よ曲きよく折せつあって千里だけは特例的に二人のアジャスタントが側に侍はべっている。

　ただし……このテジャスに関しては『一人』と数えるのが正しいのかどうなのかは常に疑問が残るところだが。

　テジャス・ファルチェスクは、この半ば錯さく乱らん気ぎ味みの少女そのもの――ではない。

　彼女が着ている、勝手に蠢いて、勝手に変形とかまでしちゃう、実に気色悪いゴスロリ服――これこそがテジャスの本体である。赤毛の少女に見えている『中身』は、あくまで服を支えて活動しやすくする為の『芯』――人形に過ぎないのだ。

「私だけのけ者にするなんてイケズすぎます！」

　テジャスは悲痛とも言うべき表情で叫んだ。

「クフィちゃんもです！」

　びしりと音がしそうな仕草でテジャスはクフィールを指差す。

「が……がぅ？」

　突然のことに思考が追いついていないのか――千里の上に跨る体勢のまま、呆ぼう然ぜんとしていたクフィールは、びくりと身を震わせ、眼を瞬かせた。

「わ……私は……」

「えっちなことをするなら、するなら、一緒にって誓ったじゃないですか！」

「がぅ？　いえ――あの……」

「嫌ッ！　言い訳なんか聞きたくありません！」

　両手で耳元を押さえ、ふるふると首を振るテジャス。

　長い黒のリボンがその動きの激しさに追いつけずに空を泳ぐ。彼女は改めてクフィールに詰め寄りながら叫ぶように言った。

「そういうことはきちんと私を通して許可を取ってください！」

「許可って何だよ許可って!?　被害者面して何いきなり仕切ってるんだ、お前は!?」

　と怒鳴るのは――クフィールではなくその下の千里である。

　クフィールが呆然としているせいで、身を起こせず彼は横たわったままなのだ。

　テジャスはベッドの脇にしゃがみ込んで千里と視線を合わせながら言った。

「こと、えっちに関する限り、私は御主人様の全権を委任されてます！」

「してねえ！　いつ、誰がしたんだそんな委任!?」

「さっき！　私が！」

「意味ねえ！」

　喚く千里。

　テジャスはばいんばいんとスプリングの利いたベッドを叩きながら続ける。

「鍋なべ奉ぶ行ぎようならぬエッチ奉行！　そう――これから私のことはエッチ奉行と呼んでください！　テジャス・ザ・エッチ奉行・ファルチェスク！　えっちあるところ、私の姿あり！　この私の眼の黒いうちは私に隠れてえっちなど許しません！」

　ばァーん。

　てな擬音でも入りそうな感じでポーズを付けて宣するテジャス。

「紅いじゃねえかよ、お前の眼！」

「白目でなければいいんです！　ウサギさんのおめめが紅いのは、血の涙を流しているからです！　ごぷぅって！」

「流してねえよ！　んなウサギ怖ぇよ！」

「誤魔化さないでください！　今はウサギなんて関係ないんです！」

「お前が一方的にボケてるだけだろが!?」

「御存じですか!?　ウサギって人間と同じで発情期がないっていうか、年中無休で発情してるらしいですよ!?　素敵！」

「知らんわ！　素敵じゃねえ！」

「だからバニーガールっていうのは元々『いつでもＯＫよ♪』って意味もあるらしいですよ！　御存じでしたか!?」

「知らんっつーに!!」

　と千里が喚くがテジャスはテジャスでまるで聞いちゃいない。

「それはともかく！」

　彼女は改めてぱっとベッドから跳び下がると、千里とクフィールを指差して言った。

「ニコ動に『乗馬マシン』タグ付けてアップされそうな動きで二人共何してるんですか！　健康的な動画ですなんて言い訳に騙だまされません！　エッチですか、エッチですね、それなら私も混ぜてくださいよ！」

「それが本音か」

　ジト眼でテジャスを睨みながら言う千里。

「混ざりたければ混ざりゃいいけどな。お前、何を、どう混ざるつもりだ？」

「――へ？」

　と眼をぱちくりさせるテジャス。

　彼女は改めてベッドの上の千里とクフィールを見た。

　千里の上に馬乗りに跨っているクフィールと。

　でもって俯いてクフィールをその背中に跨らせている千里と。

「…………」

　ちくたくちくたくと時計の秒針が一周してから、テジャスはぼそりと言った。

「……千里様」

「なんだよ」

「ひょっとして変な趣味が？」

「どういう趣味だよ！」

　腕立て伏せの要領で強引に身を起こしながら千里は喚いた。彼の動きに合わせ、気を利かせたクフィールが、慌てた様子で脇に退く。

　ベッドの上に座り直す千里を指差しながらテジャスは言った。

「だって！　俯きじゃ、俯きじゃ、普通にできないじゃないですか！」

「なにがだ!?」

「ナニが！」

「妙な勘違いしてんじゃねえよ！　マッサージはこれは普通だろうが！」

　……そう。

　色々激しく勘違いされそうな会話と状況であったが――千里は、クフィールにマッサージをしてもらっている最中だった。

　途中で漏れていた、喘ぐような声は千里のもの。

　クフィールの小刻みな動きは勿論マッサージの為のもの。

　それ以上でもそれ以下でもない。

「……御主人様が……辛そうだったので……」

　クフィールがおずおずと言った。

　呻きながら何度も何度もベッドの上で寝返りを打っていた彼を見かねて、マッサージを提案したのは、同室していた彼女である。

　基本的に生まれたばかりで、あらゆる面において経験値の著しく低いクフィールだが、そこは人造魔獣――知識だけは事前に色々と詰め込まれている。でもって人間の筋肉の付き方から、血液、リンパ液の流れ、経けい絡らくや経ツ穴ボの位置など、マッサージに必要な基礎知識も彼女は備えていた。そもそも人体の基本構造は魔法においては基礎教養なので、このアバロン学園都市では割りとよく知られた知識だ。

「……一応……断ったんだがな」

　と千里が頰を掻かきながら言う。

「その……辛い云々じゃクフィールも同じだろうし……」

「が……がぅ……」

　頰を赤らめて眼を伏せるクフィール。

　彼女は現在――生理中である。

　この為、千里は最初、彼女の体調を気遣って遠慮したのだが――クフィールはクフィールで遠慮されるとむしろ意固地になるような変なスイッチがあるらしく、『是ぜ非ひに』と申し出て、短い押し問答の末、千里が折れたのだった。

「――でも」

　まだ納得しきれない様子で、テジャスは首を傾げて言った。

「御主人様、服脱いでるじゃないですか」

「服を脱いだら何でもエッチかよ!?」

「違うんですか!?」

「パンツは穿いてるわい！」

　と千里。

　テジャスの指摘通り千里は上半身は裸になっている。

　これはクフィールが指先で経穴やら筋肉やらを探りやすいようにとの配慮からだ。なので腰から下はジャージをはいているし、パンツも勿論脱いでいない。

　ちなみにクフィールはクフィールで、体育の時間に着ていたシャツとブルマ姿だ。

　寝室だというのに例の寝間着――ライオンの着ぐるみを着ていないのは、某作品版権に配慮して、では勿論なくて、単にその方がマッサージをしやすいからだ。いつものメイド服でないのも同じ理由に因る。

「でもどうしてそんな突然……？」

「お前が昼間に無茶したからだろうが！」

　と千里は喚いた。

　今日の昼間。

　アヴァロン学園において普通科・魔法科の合同授業――『ネオ・マカデミ・ボール』が行われた。そしてこの際に生じたある種の騒動で千里は命を狙われ……その際に彼はテジャスを着用して自分を狙う『敵』と戦っている。

　見た目はゴスロリ幼女服そのもののテジャスだが、これでも立派な魔法具である。

　ミスリル銀で織られた繊維は、ケブラーやらアラミドといったそこらの防弾繊維なんぞよりも遙かに頑丈だ。しかもテジャスは更に魔法の力場を己に重ねることで、重戦車の装甲かそれ以上の、対弾・対刃・対熱・対薬品・対衝撃等々――多角的な高い防御力を発揮することができる。

　またこの魔法の力場は着用者の動きを拡大して強化する働きも持っている。

　機能全開状態のテジャスを着用していれば、千里は片手で自動車を摑んで振り回すことだってできるのである。

　俗っぽい言い方をすれば――ヒラヒラフリフリのゴスロリ・デザインなので、とてもそうは見えないが――要するにテジャスは装甲倍力服パワード・スーツなのだ。

　このテジャスの持つ防御力のお陰で、千里は敵の凶器――ヒヒイロカネ製の『糸』に輪切りにされずに済んだのだ。

　ただ――

「無茶……？」

　不思議そうに首を傾げるテジャス。

「虎縞ビキニのブーメラン使いはコスプレってませんけど？」

「それはチャムだ！」

「メキシカンプロレスの心得もないですけど？」

「それはルチャだ！」

　とりあえず律儀にツッコミを入れる千里。

　彼は顔をしかめながらも自分の身体を指差して言った。

「とにかく――俺は格闘家でもなけりゃ、上シヤン海ハイ雑ざつ伎ぎ団だんでもないし、ゲームキャラでもヨガ行者でもねえんだよ！　あんな動きさせられたらガタがきて当然だろうが！」

　昼間に『敵』と戦った際……実際に千里の肉体を動かしていたのは千里自身ではない。

　テジャスである。

　己を支える人形筐体を、まるで本体であるかのように操ることからもわかる通り、テジャスには着用者の肉体を支配して動かす能力がある。

　これは着用者が万一気絶していた場合や、自ら適切な動きができない場合に、テジャスが自らの『中身』を制御して着用者を守る為のものだ。

　なので着用者が許可しようとしまいと、着用者の生命が危機に瀕ひんするような緊急事態と判断すれば、彼女は着用者の身体を勝手に操って動き回ることができる。そして彼女の中には効率的な身体運用の為の制御パターンが入力されており……それを使えば格闘技の達人にも匹敵するような動きを、着用者にさせることも可能となるのだ。

　しかし……

　当たり前だが、千里の肉体は普通の十代少年のものである。

　殊こと更さらに柔軟性が高い訳でもなければ、全身隈なく鍛えている訳でもない。スポーツは精々が健康維持の為に嗜たしなむ程度であって、その運動能力は平均的なものに過ぎないのだ。

　そんな人間が――準備運動すらしないまま――例えば一流の拳法家と同じ動きを無理矢理させられれば、どうなることか。

「あちこち痛くて寝られやしねえ」

　と――千里がこぼす通りの状態になる訳だ。

　何しろ、いざ戦闘ともなれば、普段の日常生活を送る上では、あり得ないような関節と筋肉の使い方をする。筋肉痛や関節痛などまだ軽く済んだ方で――最悪の場合、骨折だの靭じん帯たい断だん裂れつだのと、洒落しやれにならないどころか、『着用者を守る為』という目的からすれば本末転倒な事態を招きかねない。

　テジャスが千里の肉体を運用していた間は、それでも不都合を感じなかったが――当然ながら接続同調リンクの深度レベルをいつもの深度１に下げた後、その無茶な動きのツケはじわじわと千里の肉体に食い込んできたのだった。夕食の頃合い辺りから全身が熱を帯び、わずかな動きでも筋肉だの関節だのが悲鳴を上げるようになった。

　今も――激痛とは言わないまでも、無視し得ない鈍痛が千里の体中を這はい回っている。

　痛みのお陰で、この夜中になっても眠ることすらできないあり様だ。

「わかりました」

　テジャスは頷いた。

「私の責任だとおっしゃるなら、マッサージも私がするのが筋というもの！　全身全霊を込めてマッサージ致します！　どうかクフィちゃんは休んでいてください！」

「……念の為に言うが」

　何やら妙に気張るテジャスを冷ややかな眼で見つめながら千里は言った。

「余計な単語が上か下についたやつはいらねーからな。純粋にマッサージだ。それ以上でもそれ以下でもないなら有り難くお願いするが」

「…………」

　テジャスはぱちくりと眼を瞬かせる。

「御主人様」

「なんだよ」

「遠慮なさらず」

「してねえよ！」

　千里は怒鳴った。

　だがテジャスはまるで気にした様子もなく笑顔で――そりゃもう天使のように一点の曇りもない朗らかな笑顔で尋ねてきた。

「御主人様。どこでマッサージするのがいいですか？」

「あ？　いやだから全身筋肉痛――」

　と微妙に勘違いした千里が最後まで言うのも聞かず、嬉々としてテジャスは尋ねた。

「手ですか？　口ですか？　それとも胸の谷間？」

「どんだけ寄せてもお前じゃ谷間なんか出来――つかそれ以前に何を言ってるんだお前は!?」

「あ。太股で挟むという手もありましたね！」

「聞けよ！　お前は!?」

「脇の下というのもかなりマニアックですけど！」

「会話をしろ！　頼むから！」

「お客さん初めてですかー？」

「誰がお客さんか！　だからやるなら普通のマッサージをしろつってんだよ！　上に『せーかん』『かいしゅん』とかそーゆー余計な単語なしのやつを！」

「でも硬いところはほぐしておかないと！　念入りに！　なんかこー脱力して、ふにゃって柔らかくなるまで！」

「か――硬くなんかなってねえよ！」

　股間を指差してくるテジャスに枕を投げつけながら千里は喚いた。

「ダメですよ！　隠しても私にはわかります！」

「な、何を言って――」

「テジャス・アイなら透視力！」

「余計な機能発揮するんじゃねえ！」

　太股を閉じて股間を隠しながら千里は叫ぶ。

　まあ……彼も十代の健康な男子な訳で。

　でもって体操服の上からでもはっきりわかるくらいにクフィールの身体は出るところは出ていて引っ込むところは引っ込んでいて。特にその太股の感触なんかはもろに千里の腰の辺りにあったりする訳で。

　やっていることは健全なマッサージとはいえ、クフィールのような美少女と、そーゆースキンシップなんかしていると、本人の意志なんかそっちのけで元気になっちゃう局部もあったりするのは仕方ないのだった。

「そんでもってテジャス・イヤーは地獄耳！」

「あーあーいかにもそんな感じだよなお前！」

「さらにテジャス・アローは超音波でテジャス・ビームは熱光線！　テジャス・キックは破壊力でテジャス・チョップは何故かチョップなのにパンチ力なのです！」

　えっへんと薄い胸を張るテジャス。

「誇るなッ！　つか何ど処この悪魔だ貴様は!?」

「悪魔の力を身に付けた性義のヒロインテジャスちゃんと呼んでください！」

「やかましいッ！」

　と千里は怒鳴るものの――ビームだのアローだのが、悪魔の力云々も含めて、全くの妄言や冗談でもない可能性もあるから、このアバロン学園都市の住人は油断できなかったりする。テジャスの場合は羽生やして『テジャス・ウイーング！』とか言いながら空飛ぶくらいはやりそうだった。

「……つうか」

　とりあえずテジャスに怒鳴り散らしていると無用に元気だった部分は大人しくなってくれたので、ベッドの上であぐらをかいて座り直す千里。

　彼はクフィールの方を振り返って言った。

「接続同調も考えもんだな」

「がぅ？」

「繋がってる間はともかく、切った途端に、反動が来るようじゃ、迂う闊かつに使えねえよ」

　首を傾げるクフィールに千里は溜息をつきながら言った。

　接続同調。

　これは契約者とアジャスタントを繋ぐ機能だ。

　およそアジャスタントとして登録されている存も在のは全てこの機能が魔法術式によって組み込まれている。逆に言えば、このアバロン学園都市島におけるアジャスタントとはこの接続同調機能を組み込まれた存在のことを指し――この接続同調こそがアジャスタント制度の中核なのだとも言える。

　で……この機能には段階がある。

　普段は互いに意識することのない状態に保たれていて――これが深度１。

　魔法回路は常時繋がっているが機能的にほとんど意味はない。あくまで深度２や深度３の為の基礎を成す為のレベルである。

　次が深度２。

　このレベルになると――ある程度は意識が繋がって情報のやり取りができる。

　お互いの位置が大まかにわかるし、アジャスタントは深度１では制限されていた能力を解放することができる。また睡眠中に知識を契約者に送り込む『睡眠学習』などはこの深度で可能になる。

　そして――深度３。

　この深度になると互いの意識と感覚が直結される。

　離れていてもすぐ側にいるような感じで自然な会話が可能だし、アジャスタントの見ているもの、聞いているものを、契約者がまるで自分の眼や耳で感じたかのように感知することができる。それどころか契約者が一時的にアジャスタントの肉体を自分の身体のように操ることも可能になるのだ。

　だがそれは、自分本来のものとは違う肉体を扱うことになる訳で。

　当然――細かな部分に齟そ齬ごをきたすことが多い。身長も体重も体力も全て異なる身体なのだから、自分自身の肉体と全く同じように扱うことはさすがに無理だ。結果として接続同調深度を深度１に戻した後、その齟齬が後遺症として残る場合がある。

「でも今回は……御主人様がテジャスさんを使った結果ではなくて……」

　どちらかといえば逆である。

　テジャスが千里の身体を好き勝手操ったせいで筋肉痛や関節痛が生じているのだ。ちなみにこれは接続同調深度３の機能そのものではなく、テジャスの基本機能である。服の魔法具である彼女はこういう機能がないと、まともに動くことすらできない。

　だが――

「そりゃそうだけどな。テジャス着ている間は感覚同調はやっぱやってるんだよ」

　より高精度かつ高速の運動を可能とする為に、千里の感覚ではなく同じく精度の高いテジャスの感覚が主になる。結果として千里の感覚は後ろに押しやられ……テジャスを着ている間は、肉体の痛みや疲れをあまり感じない。

　だがそれ故に千里もテジャスも、千里の身体から見れば筋肉痛や関節痛の原因になるような無茶を、それとわからずに、しがちになってしまうのである。

「感覚同調に関しては……」

　クフィールが人差し指を自分の頭に添えて、首を傾げながら言った。

「私達アジャスタントも……随時、御主人様のデータをフィードバックして……改良を重ねていきますから……回数をこなせばそれなりに反動は小さくなる……はずですけど……」

「そういうもんか？」

「……はい……仕様上では……そうなってます……」

　こっくりと頷くクフィール。

　そんな彼女を見ながら――

「…………」

「あの……？　御主人様？」

　不思議そうに首を傾げるクフィール。

「どうかなさいました……か……？」

「あー……いや。なんでもない」

　やや赤みを帯びた頰を掻きながら首を振る千里。

　やはりきょとんとした表情でクフィールは首を傾げた。

「はぁ……」

　この魔獣の化身であるアジャスタントは……大柄で大人っぽい体つきをしている癖に、細かな仕草が妙に子供っぽい。それが妙に微笑ましいというか――千里は時折、その可愛らしさに引き込まれそうになる。飼い主に甘える大型犬を見ているような印象だ。

　無垢というか何というか。

　だがこれは当然のことだ。

　何しろ彼女は人造精霊として製作されてから、先日起動されるまで、ずっと封印されていた。だから彼女が実際に活動した時間は一週間程しかない。そして彼女が実際に経験した事柄もその一週間分のものでしかないのだ。

　要するにクフィールは満一才にも満たない赤ん坊と同じなのである。

　知識こそ事前に入力されているので、会話その他に不自由はしないものの――クフィールの知識は、大半が実体験を伴わないものなので、色々な部分がちぐはぐになってしまったりする。言ってしまえばこの蒼いケけモもッつ娘こは、文字通りに箱入りで究極的な世間知らずなのであった。

「接続同調もアジャスタント制度の際に必要だから――と新たに組まれた魔法術式ですし、まだ荒削りな部分は残ってるんです」

　テジャスがクフィールの台詞を補うように言う。

「魔法技術としてはそう目新しいものではないですけど、最適調整の為のノウハウがまだないというか」

「……ふむ」

　溜息をついて腕を組む千里。

　要するにこれもアバロン学園都市の運営側にとっては実験の内なのだろう。

　色々な人間が色々なアジャスタントと接続同調を繰り返し、その際に生じた各種の問題そのものが実験結果として集積され、アジャスタント制度や接続同調の完成度を高めていく為の基礎データとなる。

　被験体たる千里達からすれば、たまったものではないが――今の彼の立場でこのアバロン学園都市の存在そのものに文句を言っても仕方あるまい。

「だから割りとつまんないことでもいいから、接続同調のレベルを上げて、回数こなしておいた方が後々楽ですよ？」

「つってもな……」

　千里は顔をしかめて今日の『ネオ・マカデミ・ボール』の時のことを思い出す。

　前述の通り――接続同調は深度３以上になると、感覚を共有できる。

　使い魔たるアジャスタントが感じているものを、契約者である主人も感じ取れるようになるのである。これは、言うなればアジャスタントを手足の如く扱う為の機能である訳だが――当然、利点だけであるはずもなく、欠点もある。

　アジャスタントが感じる苦痛だの何だのも契約者に逆流するのである。

　でもって。

　これまた前述の通り、クフィールは現在――生理中。

　千里が強く言って聞かせた為に、彼女は薬局で買った痛み止めを飲んでおり、多少はマシになっているはずだが――それはさておき、クフィールと接続同調すると、やっぱり生理痛が千里にも逆流してくる訳で。

　クフィールには――そして世間一般の女性には大変申し訳ないが、あまり何度も経験したいと思う感覚ではないと千里は思う。

「今日は……クフィールの体調もイマイチだろうし」

「私がいるじゃないですか」

　と――渋る千里にテジャスが自分の顔を指差して言う。

「もう契ちぎりを交わした仲……お互い、知らない身体ではないですし……うふふふ」

「だから何でそういう言い方をするんだお前は！」

　淫靡に笑うテジャスに千里は言った。

「好きだからです！」

「力説すんな！　好きなら何でも良いのか！」

「良いんです！」

「良くねえよっ！」

　ぜえぜえ言いながら、がっくり肩を落とす千里。

　とにかくこの基本言語猥談固定娘と会話していると、色々な意味で疲れる。単に無視してれば良いのかもしれないが――千里の性格ではそれもできない。自分がそういうお人好しなのだということを彼自身は自覚していないのだが。

「でも御主人様」

　と――テジャスが自分の頰に人差し指を当てて首を捻る。

「マッサージするのでも、接続同調してやった方がよくありません？」

「あ？　なんでだよ」

「痒かゆいところに手が届くって言いますけど。自分の身体のポイントって自分が一番よくわかってるでしょう？」

「でも俺、そんなに身体柔らかくねえぞ。自分の背中はマッサージできねえだろ」

　自分で自分の身体をマッサージ――となるとそれはマッサージというよりストレッチになるのではないだろうか。まあ身体がほぐれれば何でもいい訳だが。

「いえ。御主人様に着て貰うのではなくて」

　テジャスが自分の顔――人形の顔を指差して言う。

「私がこの人形筐体に着られたままなら、問題ないのでは？」

「ああ。そうか」

　千里は納得顔で頷いた。

「自分の身体を、他人の手で揉めることになる訳か？」

　テジャスの基本形態が『服』なので、千里は自分でテジャスを着ることばかりを考えていた訳だが――当然ながら、中身の『芯』を今の人形にしておいたままなら、クフィールと接続同調するのと同じような使い方もできる。

「それに私は生理痛とか関係ないですし」

　まあ当然である。

　そもそもテジャスには下腹部そのものがないのだから痛みようがない。

「うーん……」

　確かに生理中のクフィールに頼むよりは千里としても気楽だが。

　彼はしばらく考えて――

「わかった」

　頷いてみせた。

「これからも何かあると、接続同調せにゃならんのだろうしな」

　千里はベッドの脇に手を伸ばし、壁に吊されていた制服のポケットからアンチョコを取り出した。接続同調を深度３に設定する際の呪文が記されたものだ。

「じゃあ……するぞ。いいか？」

「はい、いつでもどうぞ」

　とテジャス。

　彼女はちょこんとベッドの端、千里の隣に腰掛けると、期待満面といった様子で笑い、千里の腕に自分の腕を絡めて寄りかかった。

「な……なんだよ」

　千里はどぎまぎして腕をテジャスの抱ほう擁ようから引っこ抜こうとするが、彼女はきゅっと全身でしがみつくようにして千里の左腕を押さえて、離さない。

「えへへへ」

「がぅ……」

　嬉しそうな笑顔のテジャスと――羨うらやましそうに眼を瞬かせているクフィール。

　基本的にアジャスタントにとって接続同調とは嬉しいものであるらしい。普段のエロトークの時の笑顔と異なり、千里を見上げるテジャスの笑顔は、本当にその容姿に似合いの天てん真しん爛らん漫まんなものであった。












（……こういうところは可愛いんだよなあ）

　そんな考えがふと脳のう裏りを過よぎる。

　容姿だけで見ればテジャスは間違いなく非の打ち所のない美少女なのである。だからそれなりに愛らしい仕草をしたりなんかすると、千里ですら胸の鼓動が高まるような気がしたりもする。

（まあ……本体は服だけどな）

　ただその表情を浮かべているのはテジャスな訳で。

　彼女の『芯』である人形筐体も、表情がなければきっと無愛想な雰囲気になってしまうだろう。元より人形である訳だが、より人形らしさが余計に強調されて――冷たく硬い印象になってしまうというか。しばしばマネキンが何処か不気味に見えるのは、その表情が本当に形だけの空っぽなものだからである。

（そういえば――）

　ふと千里は考える。

　テジャスにとっての『自分』とはどんな認識になっているのだろうか。

　普段、千里達が話し掛ける際に見ているのは、テジャス本体ではなくその人形筐体の顔だ。だからついつい千里が『テジャス・ファルチェスク』という名の印象を問われれば、とりあえず脳裏に浮かぶのは人形の顔の方である。

　だがテジャスにとって人形は幾らでも交換可能なものに過ぎない。

　テジャス自身が『自分』を思い浮かべる時には、果たしてその人形筐体は含まれているのか否か。

（『自分』……か）

　脳裏に閃く幾つかの記憶。

（俺は――）

　ふと――暗がりに落ち込みそうになる思考。

　千里は深呼吸をして意識を切り替えた。

「ええと――」

　眼でアンチョコの文面を追いながら――その内容を唱える。

「我は契約者の権限に因りて我が僕しもべとの絆を手た繰ぐる。僕の眼まなこは我が眼、僕の耳は我の耳、その身の全てを我と重ね、今、僕は我が身の一部となれり――同調深度三……同調」

　呟いたその瞬間。

　何処かで何かがかちりと嵌る感触がして。

　そして――

「…………」

　千里の視界がぐにゃりと歪みながら暗転した。





●　●　●






「こんばんは」

　言って青年は会釈した。

　アバロン学園都市管理事務局――本舎。

　円筒形の建物の外壁に沿って、環状に配置されたその廊下の、片隅でのことである。

　既すでに時刻は深夜ともいうべき時間帯だ。

　だが周囲には、青年達の他に色々な人影が溢れていて、実ににぎやかだった。

　緩ゆるやかな曲線を描きながら伸びていく幅広い通路には、仕事中らしい制服姿の自動人形が数体、書類やら何やらを持って行き来しているのに加え、人間の身体に狼の頭を載っけたタキシード姿の人狼や、蒼いドレスを着て背中に羽っぽいものを生やした天使、甲冑らしいものを身に帯びた鬼の少女など、様々な姿の連中が闊かつ歩ぽしていて、さながら百鬼夜行の状態である。

　そんな風景の中で――

「お久しぶりです」

　そう言って穏やかに微笑する青年の姿は、むしろ特異にすら見えた。

　年齢は二十歳を幾つか超えた辺りだろうか。

　黒髪。黒瞳。とりあえずそれだけ書いておけば容姿についてはほとんど説明し切れてしまうような、実に平均的な日本人の容姿だ。

　痩せてもいなければ太ってもいない。美しくもなければ醜くもない。

　見事に中ちゆう庸よう。一見すると善人丸出しの顔つきだが――だが他には特徴らしい特徴もない、平凡な外見の人物である。

　衣装はジーンズにＴシャツ、デニムのジャケットと……清潔感はあるものの、何処かの大学のキャンパスを歩いていれば、本当に当たり前というか自然すぎて、まったく目立たない存在だろう。

　誰かを押し退けて自己主張するような――アクというかクセというかそういうものがないのである。単に容姿だけではなく、細かな仕草、ただ立っているその姿勢、あるいは表情や声音にもそれは顕れている。

　もっとも……それは一般社会にいる場合の話だ。

　この奇人怪人見本市のような――人間以外も含めて――アバロン学園都市島においては、むしろその一般人っぷりが目立つ。隅から隅まで非常識空間たる此こ処こでは、その青年は海の真ん中のラクダ、砂漠の真ん中の鯨くじら、といった風情で妙に周りから浮いているのだ。

　もっとも――

「みゃ？　あれは何であるか？」

「あれは新型の風紀ゴーレムさんみたいですね～」

「なかなか強そうなのである」

「そうですねぇ」

　……などと。

　周囲を見回しながら楽しげに会話している二人――青年の背後にいる連れは、むしろこの非常識空間によく馴な染じんでいるように見える。

　衣装も。そして容姿もだ。

　青年の連れは二人いた。

「ちょっと闘ってみるのである」

　片方は赤毛と褐かつ色しよくの肌を備えた少女だ。

　見るからに元気が有り余ってますといった様子で、ただそこに立っているだけでも、小柄な身体からは有り余る程の活力が透けて見える。

　着ているのは黄色と黒色のジャンパーと、カットジーンズ。長袖の上着と素足剝き出しのズボンという奇妙な組み合わせだ。

　これだけでも一般社会を歩けば目立ちまくるだろうが――更にこの少女は両方の耳が横に大きく伸びて尖っていた。

　明らかに人間の耳ではない。

　悪魔か。妖精か。それ以外か。

　まあこのアバロン学園都市においては、目立つような特徴ではないのでこの褐色肌の少女に殊こと更さら注目する者はいない。

「それはまずいのではないかと～？」

　もう一人の連れも同じく少女だ。

　ただし、おっとりと一礼する仕草や挨拶の口調から見てもわかる通り――先の褐色肌の少女とは色々と対照的である。

　女性としてはかなり長身なのだが、全身に帯びるのんびりほんわかした雰囲気のせいで、あまり相対する者に威圧感を感じさせない。むしろ相対した者は、誰しも緊張感を解かれてしまうような、呑気な何かを周囲に放散している。

　こちらの衣装もかなり独特だ。

　コートのように裾がやたらに長い、薄緑の服を着ているのだが、上着という訳でもないようで――合わせ目からはその豊かな胸の谷間から、ヘソはおろか、太股の上のショーツまで、露出した感じになっていた。下手をするとやたらにエッチというか、扇情的な格好にも見えるが、本人ののんびりした風情のせいか、あまり下品に見えたりしないのが、不思議と言えば不思議である。

　こちらの少女は容姿こそ人間と大差ないが……髪の色は鮮やかな翡ひ翠すい色いろで、しかも耳の辺りに奇妙な機械とも飾りともつかないものを装備している。

　そして――

「お久しぶりです」

　この奇妙な三人組に応じるのもまた超常の存在だ。

「皆さんお元気そうで何よりです」

　犬耳と犬尾の付いたメイド娘である。

　上品で楚々たる風情は本物の――コスチューム・プレイの類たぐいではなく、自らの職業としてメイド・サーヴァントを務める者の風情だ。

　わずかにスカートをつまんで一礼する仕草が実に自然である。

　派手ではなく、しかし一点の歪みもないその容姿は、この奇人変人が多いアバロン学園都市においても、多くの心酔者ファンを生み出しているという。

　エーネウス・ザ・バージェスト。

　勿論この娘も人間ではない。

　およそ最強最悪と評され、出会えば逃れ得ぬ死が待つとされる伝説の魔物――黒犬獣バージエストの化身。ただしその素性とは裏腹に、彼女自身は至って良心的であるが。まあ伝説だの何だのは文字通りに人の口から口に伝わっていくもので――往々にして真実とはずれるものだ。

「拓たく人とさん」

　微笑を浮かべてエーネウスはその来客の名を呼ぶ。

「それにタナロットさん、ファルチェさん。こちらにはいつから？」

「今日来たばかりです」

　恥ずかしそうに頰を掻きながら、青年――魔法使い・羽は瀬せ川がわ拓人は言った。

「えっと……先輩はいますか？」

「ええ。どうぞ――」

　脇に退くエーネウス。

　示したのはただそれだけの動作。他に彼女は何をした訳でもない。

　だが――次の瞬間。

　彼女が占めていた空間に白い線が走る。

　それは空中で三度折れ曲がって基点に戻ると、風景を四角く切り取る長方形を描き出していた。縦二メートル。横一メートル。丁度人間がくぐれそうな大きさのその長方形には……いつの間にか別の風景が嗔め込まれていた。

　シフト・ポータル。

　空間転移の魔法だ。本来は移動用に使うその魔法の『門』が、ここでは『扉』代わりに使われているのである。

「どうも」

　普通の人間ならば驚いて後ずさる現象だが、勿論、魔法使いの羽瀬川拓人にとっては見慣れた光景の一つである。彼はシフト・ポータルを通ってその向こう側の部屋に入っていった。

「お邪魔するのである！」

「どうも～お邪魔します～」

　二人の少女も拓人の後を追って部屋の中に入る。

　真しん紅くの髪で褐色の肌をした元気一杯の少女は、拓人の使い魔。

　タナロット・アンサーティン。

　翡翠の髪で純白の肌をしたのんびり系の少女は、拓人の魔ま法ほう機き杖じようの化身。

　ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンド。

　いずれもアバロン学園都市島を運営する上部組織――マジシャンズ・アカデミイ、通称〈学園〉の関係者である。

　でもって――

「先輩――」

　拓人が声を掛けながら室内を見回した――その瞬間。




　びすっ。




　何かが音を立てて拓人の額に命中した。

「――!?」

　反射的に手を上げて、自分の額を打ったものを空中で受け止める拓人。

　それは……棒状のスポンジだった。

　しかも尖端には黒いゴムキャップまで付いている。元々軽い上に、このキャップのお陰で拓人にしてみれば、命中しても痛くも痒くもない訳だが――

「な……何これ？」

　と怪け訝げんそうに呟く彼の傍らを、次々と同様のスポンジ弾が飛び交う。

　でもって――

「おのれ！　罪もない一般市民を巻き込むとわ！」

「ふふふふふ。戦いは常に非情なのよ、えーたろちゃん～」

　とか何とか――盛り上がっている人影が二つ。

　片方は拓人も見慣れた人物である。

　この部屋の主――佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうだ。

　部分部分を見ていくと確かに美形、配置も美形、寸分の狂いもなく非の打ち所なく美青年――のはずなのだが。一歩引いて見ると、何処か重要な部分の螺ネ子ジを締め忘れたかのように、微妙な『緩み』が見える。何処と具体的に問われると誰もが答えられないのだが。

　彼は教職用の黒い長衣を着て――手に何やらでっかい銃のようなものを持っている。

「井い草ぐさッ！　見損なったぞ！」

　彼はその銃を振り回しながら叫んだ。

　でもって――

「なんとでもいいなさい」

　彼と相対しているのが……猫の耳と尾を備えた金髪少女である。

　こちらは何やらフリルが満載の白いドレスを着ているが、その手に持っているものはというと、ごっつい機関銃様の得物だった。小柄な身体に過剰な程のその武器からは、何やら弾帯がじゃらじゃらと垂れ下がっている。

「戦闘は火力！　くらえバッテリー強化型ＮＥ●Ｆバルカン！」

「ぬお!?」

　猫耳少女の宣言と同時にすぱぱぱぱぱぱぱぱ――とその銃器っぽいものからスポンジ弾が撃ち出される。前述のようにスポンジとゴムでできている弾なので当たっても痛くも何ともない訳だが――

「ぐふぁっ……」

　ぱすっとその一発が腹部に命中した榮太郎は、まるで実弾で撃たれたかのようにその場に膝をついた。

「お……おのれ……その発射速度は……？」

　震える指が猫耳少女の持つ機関銃を指す。

「ラジコン用バッテリー使ったのよ」

「な……どこでそんな改造チート技術を……」

「ＹｏｕユーＴｕｂｅチューブに改造動画が出てたのよー」

　おほほほほとか意地悪そうに笑いながら猫耳少女は言った。

「情報を制する者が戦いを制する。現代戦の基本」

「む……無念ッ」

　ばたりとその場に倒れる榮太郎。

　彼が手に握っていた銃――リボルバーの親玉みたいな代物だが――がからからと思いの外、軽い音をたてながら拓人の足下に滑ってきた。

「…………えーと」

「あら？　お客様？」

　勝ち誇るように、すぱぱぱぱ、とまた機関銃を天井に向けて乱射していた猫耳少女が、今頃気付いたかのように拓人達を振り返って尋ねてくる。

「はい。できればＮＥ●Ｆ対戦は後にしていただけると助かります」

　拓人達の後から部屋に入ってきたエーネウスが無表情に言う。

「わかった。またね――」

　そう言うや否や、猫耳少女はささっと左手で空中に何やら文字のようなものを描く。

　次の瞬間、彼女の姿は――銃は勿論、彼女がばらまいたスポンジ弾も含めて――まるで幻のように消滅していた。

　そして……

「御主人様」

　心底呆れたような口調でエーネウスは己の主を見下ろした。

「拓人さんがいらっしゃいました」

「おう。拓人よく来たな」

　何事もなかったかのようにひょっこりと身を起こして榮太郎が頷いた。まあスポンジ弾が命中したくらいで、どーにかなったりするはずもないのだが。

「……先輩、相変わらずですね」

　苦笑しながらそう評する拓人。

　拓人の知る佐久間榮太郎という人物は、達アデ人プト級の魔法使いであると同時に、どーしよーもないくらいに守備範囲の広いオタクだ。

　漫画、アニメは言うに及ばず、およそオタク趣味と名のつくものは鉄道模型からボーイズラブまで、幅広く愛好する一種のバケモノである。

　そんでもって、どうも今の彼はこのスポンジを発射する玩具おもちやの銃がお気に入りらしい。

「はっはっは。いやぁいいぞ、ＮＥ●Ｆ。塗り直しリペイントすれば実にカッコイイ。アメリカの玩具なんだが、大人でも遊べるサイズでな。特に井草も持ってたがあのバルカン。子供向け玩具の癖にベルト給弾方式で三トライ脚ポッドまで付いてやがんの。これで安売り店行けば三十ドルしねえってんだから、アメリカの子供は恵まれてるよなあ」

「はぁ……って。今、先輩、『井草』って言いませんでした？」

「うん」

「〈十二席委員会〉の猫仙人様ですか？」

「うん」

「…………」

「まあそれはさておき」

　何やら絶句している拓人をにまにま笑って眺めながら榮太郎は自分の執務机に座った。

　エーネウスに勧められるままに、拓人とその連れの二人は来客用のソファに座る。

「直接会うのは久しぶりだな。〈学園マジシヤンズ・アカデミイ〉の方はどうだ？」

「いつもと変わらずですよ」

　気を取り直して笑顔を浮かべながら拓人は言った。

「結構、こっちに知り合いが来ちゃってますから、少し寂しいですけどね」

「ああ、メタリスとか、はるかちゃんはこっちだよな。シュタイン教授や寒さ河が江み教授も」

　頷く榮太郎。

　二人が言う〈学園〉とはアバロン学園都市を運営している魔法組織の通称である。

　元々彼等はそちらに所属していて……榮太郎は出向という形でこのアバロン学園都市に来ている。彼等の会話に出てきた者達も同様だ。この地で行われる実験は〈学園〉の未来を左右するということで、数多くの人材が投入されているのである。

「ところで先輩」

　言って拓人は立ち上がり、ポケットから小さなカードを取り出すと、それを榮太郎の執務机の上に置いた。

「例の――頼まれてた件ですけど」

　とんとんと指先でそのカードを叩くと……カードはまるで折り畳まれていたかのように、ぱたぱたと幾つもの平面を展開。机の上に出来上がった縦横三十センチ程の平面に、まるで水面下から浮上してくるかの如く、小さな人形が出現していた。

　ふわふわの、綿菓子のような髪の人形。

　亜あ藍らん須す美み子こ――そう名乗っていた傀儡くぐつだ。

　今は核である小さな人形のみの状態になっているが、稼働していた際には精霊化し、普通の人間と見分けのつかない外観を備えていた。

　この亜藍須美子は何者かに操られて周防千里を二度襲ったが、いずれも彼を殺せていない。一度目は魔獣状態のクフィールに倒され、二度目は一旦逃亡したものの、その後、拓人とその従者の少女達に倒されている。

　しかし――

「ああ。やっぱり依より代しろ切り捨てて逃げたか」

　つんつんと人形の顔を指先で突きながら榮太郎が言う。

　依代というのは霊が宿る存在のことを言う。

　この人形はつまり、亜藍須美子と名乗る何者かが憑依していた媒体に過ぎない。そしてその亜藍須美子そのものも、恐らくは周防千里襲撃の黒幕ではないのだろう。その黒幕にとって亜藍須美子そのものが、この人形同様、使い捨ての道具なのだ。

「前の時もこんな人形が残ったんでしたっけ？」

「そうそう。同じだな」

　ぴらりと人形のスカートをめくってみると、パンツにあたる部分に『霊』『宿』『動』という漢字が書き込まれている。単純だがよく知られた方式だ。陰おん陽みよう師じが式しき神がみを宿して使う為の人かた形しろ――人型に切り抜いた紙――に書き込む呪文である。

「一応、簡単に調べてはみましたけど」

　拓人はソファに座り直しながら言った。

「設備も時間もありませんし。僕の分析能力ではちょっと細かいところまでは」

「ああ。まあそれはこっちでやるが……拓人。お前、どう思った？」

　腕を組んで榮太郎が問う。

「どう、とは？」

「実際に対してみた感じさ。何か気付いたことはなかったか？」

「うーん……？」

　拓人は首を傾げる。

　彼はしばらく考える表情を見せていたが――

「あくまで垣間見えた程度ですけど」

　そう断って拓人は言った。

「魔力回路の構成そのものは割りと単純ですよね。くどいくらいに中継置いて、逆探知を阻んでいますけど」

「そうだな」

「……それに……うーん」

　拓人は詰まって唸り続けている。

　何か感じるものはあるのだが上手く言葉にできない――そんな印象だ。

　代わりに……

「よろしいですか～御主人様～」

　と片手を挙げて言うのはファルチェである。

「あ。うん」

「魔力回路の形式が〈学園〉基準のものとは微妙に違いました～」

「〈連盟〉形式ってことか？」

「それとも違いました～」

「ふむ？」

　榮太郎が思案の表情を浮かべる。

「まあ独自に魔力回路の構造をカスタマイズするのは珍しいこっちゃないが――」

　元々魔法使い達は規格化されたものを好まない。一般人ならろくに注意も払わないことに執着するからこそ、一般社会に見捨てられたものを拾い上げ、一般社会に背を向けるような生き方をしているのである。

　だからこそ、魔力回路の形式を書き換えて利用する魔法使いは珍しくない。

　例えば独自の小説を書くのに、独自の言語から開発する人間がいないのと同じで――そっちの方が利便性が高いから形式が定められているだけで、必要なら彼等は自分独自の魔力回路とその術式を記述して利用する。

　だが――

「単に、自分の素性を隠すためか？　それとも――」

「あるいは、在野の、〈学園〉とも〈連盟〉とも違う魔法使いか……ですか」

　と拓人が榮太郎の言葉を引き継ぐ。

「でも先輩……どうしてこんな？」

「ああ。〈アバロン計画〉――つまり魔法使いと一般人の共存融和実験に反対のヤツがいるらしくってな。その連中が、周防千里を狙ってる。まあ他の学生達も標的にはなってるんだろうが――何か理由でもあんのか、集中的に狙われているようだ」

　榮太郎が肩を竦すくめる。

「〈アバロン計画〉に反対って……」

　眼を瞬かせて拓人は言った。

「どうしてです？　良いことなんじゃ……？」

「まあ、お前の立場ならそうだろうさ」

　にやりと榮太郎は言った。

「一般人の彼女がいる身としては、な」

「……あ、ええと……はい」

　少し赤面して頷く拓人。

　拓人達のような〈学園〉系魔法使い達には一つの不文律がある。

『自らの魔法使いたることを一般人に知らるるなかれ』

　これは世間から隠れ住む魔法使い達にとっては、自衛の手段であると同時に、世界に無用の混乱をもたらさない為のものでもある。故に魔法使い達は自らが魔法使いであることを隣人達は勿論、親兄弟、恋人、友人にも隠さねばならない。万が一知られてしまった場合には、自らの力で記憶操作をして誤魔化さねばならないのだ。

　そして――

　拓人の付き合っている娘こは一般人だ。

　つまり……魔法使いである拓人は自分の恋人に、色々と隠しごとをせねばならないという立場なのである。真面目で人の好い彼がこの点について、以前から心苦しく思っているのは、榮太郎も知っていた。

「元々一般人達に理解を求めない前提で、〈学園〉――マジシャンズ・アカデミイは成り立ってた。なのに今更、と難色を示す連中は確かにいる。そもそも一般人と魔法使いを同じ世界に置く、ってのは〈連盟〉寄りの考え方だしな」

　かつて〈学園〉と対立した組織があった。

〈連盟〉と呼ばれるその魔法使い達の集団――シークレット・ソサエティ・オブ・ソーサラーズの者達が掲げていたのは、〈学園〉とは正反対の考え方だった。

『一般人が魔法使いを認めないならば、認めるようにしてしまえばよい』

　この考え方を基に、終局的には魔法使い達による世界支配を、彼等は計画していたのだ。

　諸々の事件の末に、この〈連盟〉という組織は幹部連が軒並み暗殺されて崩壊し、生き残った関係者のほとんどは〈学園〉に移籍、魔法使いによる世界征服計画は有う耶や無む耶やとなった訳だが――基本的な考え方そのものは残った。

　即ち、最終的に魔法使いと一般人を同じ世界に置く、という考え方だ。

　これが〈アバロン計画〉の原型となったのだ。

　だが当然ながら『世間から隠れ住む』事を基本姿勢としてきた古参の〈学園〉派はこれをよしとしない。

「だから寒河江教授なんかは、むしろ〈アヴァロン計画〉反対派だよ。立場上、表立ってその考えを口にしたりはしないけどな」

「寒河江教授が……」

　拓人は少しばかり衝撃を受けたようだった。

「だが、勿論、寒河江教授や、多くの〈学園〉派の連中は基本的に平和主義者だからな。暗殺だの何だのなんて真似にはでない。むしろ問題なのは――〈アバロン計画〉にも〈チャンドラー計画〉にも反対している連中さ」

　榮太郎は苦笑を浮かべて肩を竦めた。

「……それこそ、どうして？」

「魔法使いという『貴族階級』による現世支配」

　さらりと――明日の天気の話でもするかのように言う榮太郎。

「それが連中の目的みたいだな」

「…………」

　拓人は絶句する。

　穏和を絵に描いたような彼にしてみれば、考えてもみなかった発想なのだろう。

「だからどちらの計画も頓とん挫ざさせたい。〈アバロン計画〉のように一般人との融和などもっての他……かといって〈チャンドラー計画〉もダメ。魔法使いが魔法使いとして特権階級足り得るのは、一般人の中にいた場合のみだからな」

　超人ばかりの世界に超人がいれば、それは既に超人ではない。

　凡人の集団こそが超人を超人たらしめる――階層構造としての呪縛。

「……うーん」

　拓人は呻くような声を出す。

「気持ちはわからないでもないですが……」

「うん？　そうなのか？」

　意外そうに榮太郎が拓人を眺める。

　若い魔法使いは、微苦笑を浮かべて言った。

「ほら、僕は『特別』になりたくて魔法使いを目指したクチですから」

「……ああ、そういえばそうなのな」

　頷く榮太郎。

　母親に棄てられ、父親に逃げられ、それが『自分がつまらない人間だからだ』とずっと思い込んでいた羽瀬川拓人という少年は、『特別』に――世界でただ一人の存在、他の誰でもない自分というものを確立する為に、魔法使いとしての道を歩み始めたのだ。

　勿論、今の拓人は、既にそうした自分自身の『業ごう』を克服しつつある。

　だが、だからといって過去の自分を否定する気もないのであろう。考え方はどうあれ、それが今の自分を作っているからだ。

「とはいえ……誰かを殺して、というのは、やり過ぎですね」

「なあ、拓人。あくまで俺の勘だが」

　榮太郎は執務机を指先でトントンと叩きながら言う。

　人形の下に広がっていた平面がぱたぱたと自らを折り畳み、人形もその内側に巻き込まれて消滅する。一枚のカードに戻ったそれを、榮太郎は『ミヤビとシンクラヴィアに分析させて』と言いながらエーネウスの捧げ持つ盆の上に置いた。

「この亜藍須美子の背後にいるヤツだけどな。単に計画反対派だけじゃねえ気がするんだよな……」

「……というと？」

「どうも執拗なんだよ」

　榮太郎は机の上にひじをついて手の上に顎を載せながら言った。

「別に〈アバロン計画〉に反対してるだけなら、他の生徒ぶっ殺すのでもいいはずなんだが、二度も――それもかなりの手間暇掛けて、周防千里狙ってるんだよな、この亜藍須美子ってヤツ」

「はあ……」

「周防に何か因縁でもあんのかと思う訳だが――」

　そこでふと思いついたように榮太郎は言った。

「拓人。お前、今――忙しいか？」

「え？　いえ……ちょっと待ってください」

　拓人は首を振って――ファルチェを手招きする。

「はい～♪」

　ファルチェはすっと拓人に近付くと、彼の腕をとって――己の胸に導く。

　拓人の指がファルチェの豊かな双丘の間にすっと入り込んだ瞬間、きゅきゅっと音を立ててファルチェの姿が折り畳まれた。

　瞬く間に緑の髪の少女は一本の魔法機杖へと変化――拓人の手の中に収まっていた。

「んー……研究も一段落付いたし、鈴すず穂ほや明あき人と達の方も安定してますし」

　杖形態のファルチェは、手帳的な役割も果たしているのか――杖の尖端に、幾つかの立体映像の『窓』を生み出し、そこの記載を確認しながら拓人は言った。

「まあ先輩みたいに、こっちに活動拠点移すまでやれるかどうかは微妙ですけど。お手伝いはできると思いますよ」

「そっか。じゃあ――」

　ぴっと人差し指を立てて振ると、榮太郎の指先に、クリップで束ねられた数枚の書類が出現していた。

『物体引寄アポーツ』――こうした超常現象を文字通りに指先一つで実現してしまえるのが、達人級魔法使いの凄みである。まあ榮太郎の場合は普段のすちゃらかな言動のせいで、その凄みも中和というか相殺されてしまっているが。

「ちと頼まれてくれるか？　これ、資料」

「何をです？」

「この周防千里の保護と――関係者の調査。〈学園〉やこの〈都市〉だけじゃなくて、一般社会も含めて、な」

　ぴらりと揺らぐその書類の一番上には、千里の写真が添付されていた。

「それはいいですけど、先輩は？　御自分でやられた方が早いでしょう？」

　勿論この拓人の台詞は、仕事を面倒くさがっている訳ではない。榮太郎を見る彼の眼に純粋な尊敬の光があることからもわかる通り、完全に言葉通りの意味だ。

　だが――

「俺は忙しくてな」

「はぁ……」

　拓人はちらりと傍らを振り返る。

　床に大量に落ちたスポンジ弾を、エーネウスが無表情に箒で掃いて集めている姿を見てから彼は視線を榮太郎に戻した。

「俺は教職の仕事もあるし、他の生徒の保護もあるし――どうもな。それにアガリアレプトやガブリエル絡みで、あちこちに名前が知れちまったもんで、迂闊に出て行くとすぐに相手が隠れちまうんだよ」

「なるほど」

　苦笑を浮かべる拓人。

　一見するとお気楽極楽なだけの変人にも見えるが、達人級魔法使いには魔法使いなりの悩みがあるのだろう。

「……つか。なかなか面白いヤツだぞ。明日にでも周防本人に会っとけ。同じファルチェスク・シリーズの主人オーナーでもあるしな」

「え？　あ――ああ。そっか」

　拓人は手の中の魔法機杖を眺めた。

「シリーズ化されたんでしたっけ。例の双子の――」

「まあ、オリジナルのファルチェとはちと違う方向に行ってるけどな」

　と言って榮太郎は笑った。





●　●　●






　接続同調――深度３。

　これは一種の『幽体離脱』であり『憑ひよう依い』だ。

　五感の共有とは言っても、千里の脳には元々自分自身の五感を処理するだけの容量しか存在しない。なので任意に自分とアジャスタントの感覚を切り替えることや、情報量を制限して――例えば視覚だけに限定するとか――調整することはできても、完全に二人分の感覚を、同時処理することはできない。

　逆に言えば――クフィールやテジャスの五感から来る情報を完フ全ルに自分の脳に取り込んだ場合、容量不足で、当然に千里本来の身体の感覚がお留守になる訳だ。

　その結果、千里は自分本来の肉体から切り離された感覚を味わう。

　全体的なイメージとしては、自分の精神だけを肉体から抜き出してアジャスタントに寄生させているような感じになるのだ。

　だが……

（――なんだかな）

　自分の中に自分以外の誰かがいる。

　自分が自分以外の誰かの中にいる。

『自分』というものの境界が曖あい昧まいになる感覚。統合失調症を煩わずらう人間はしばしば幻聴を――自分の中に響く他人の声を聞いてしまうことがあるという。あるいは彼等もこのような感覚を味わっているのかもしれない。

（『自分』……か……）

　と奇妙な――麻酔でもされたかのように、五感が曖昧になった状態で千里は考える。

　普通は『自分』＝『自分の身体』だ。

　意識が自分の身体の外にはみ出すことはないし、自分の身体に他人の意識が入り込んでくることもない。自分の眼のあるところにしか視点はおけない。自分の耳だけを別の場所に置くこともできない。あくまで『自分』というものの境界は肉体のそれに重なる。

　当たり前のことである。

　だが接続同調はこの『当たり前』を否定する。

　下手をすれば『自分』というものの定義すら曖昧になりかねない……そんな風に千里は思ってしまうのだ。今のところ危険な兆候は感じられないが、迂闊な使い方をすると、統合失調症やそれに類する精神的な病を患ってしまうのではないか――とも思う。

　しかし……

（でもクフィールもテジャスも全然気にしてないんだよなぁ……）

　アジャスタント達はこの接続同調をむしろ喜ぶ傾向が強い。

　これは彼等の基本機能なのだから当然と言えば当然なのかもしれない。

　そして何より――

（……いざやってみると……何故か俺もあんまり気にならないんだよな……）

　むしろクフィールと深度３で接続同調している時には、ある種の安心感すら覚えた。

　クフィールの意識も千里の意識に触れているので、彼女が何を考えているのかも朧おぼろ気げながらわかる訳だが――悪く言えば単純、良く言えば素直で一途な彼女の心に触れていると、精せい神しん疾しつ患かんどころか、千里は何故だか気持ちが楽になるのを感じる。

（何だかな……）

　千里は自嘲気味に考える。

　元より自分はおかしいのかもしれない。

　おかしいから、むしろ統合失調症気味の感覚に違和感なく馴染めるのかもしれない……と。

（あの日から……俺は）

　自分が信用できない。

　自分が誰かわからない。

　周防千里。

　それは本当に自分の名か？

　自分は本当に自分が思っているような自分なのか？

（俺は……）

　常にある種の不安が心の片隅にこびりついている。思い出したくないと思っても、いつも意識の片隅に引っかかっている。ぽっかりと心の何処かに穴が開いていて、その穴がどうしようもないくらいに深い奈落の虚無へと繋がっているかのような。

　だがクフィールと接続同調している間はそれを忘れられる。

　彼女の存在がその欠落を埋めてくれる。

　まるでひび割れて欠けたグラスを埋めるかのように――

（…………ん？）

　曖昧だった感覚が、瞬時に輪郭を取り戻してゆく。

　急速に明るくなる視界。

　続けて聴覚や嗅覚や触覚が――肉体の輪郭を成す諸々の実感が戻ってきて千里の意識を固定する。

「…………」

　何度か瞬きしてから千里は自分の状況を確認した。

　いつもの自分より、若干だが高い視点。

　腹部に残る生理の鈍痛。

　これは……

「……クフィール？」

　と思わず口にして。

「ちょっ……これって!?」

　そのちょっとハスキーに掠かすれた声が、自分のものではなく、クフィールのものだということに気付いて千里は愕がく然ぜんとした。

　千里はテジャスと接続同調するつもりだった。

　なのに何故クフィールの身体と千里が同調しているのか？

　いや。それどころか――

（おい……クフィール……クフィール!?）

　問いかけの言葉を編んで自分の内側に投げ込んでみる。

　だが――反応がない。

　千里の心には、今もはっきりとした欠落感が横たわっている。そこを埋めるはずだったクフィールの意識を全く感じない。しかも明らかに千里の得ている五感情報はクフィールの身体のものだった。

「なんだ……これ……？」

　これは憑依などという生易しいものではない。

　完全に肉体の乗っ取りだ。

「どういうことだ!?」

　クフィールの姿をした千里は、その肉体の本来の主を求めて辺りを見回す。

　すると――

「あれ？」

　と……眼を瞬かせているテジャスの姿が視界に入ってきた。

　彼女は戸惑った様子で自分と千里を見比べているが――

「あれれ？」

「どうした、テジャス」

　と言ってから――千里は自分の現状を思い出して付け加えた。

「俺だ。千里だ。つか――クフィールの意識感じないし、お前とは繋がってないように思うんだが、なんだこれ!?」

「いえ……繋がっては……いたんですが」

　と珍しく困惑口調で言うテジャス。

「おかしいな。初期設定が何か間違ってたんでしょうか？」

「おい……!?」

　膨れあがる嫌な予感に、千里が声を荒げる。

　テジャスは首を傾げながら言った。

「クフィちゃん……こっちにいますよ」

「――え？」

　眼を丸くする千里（inクフィール）にテジャスはぽんぽんと自分の肩を叩いてみせる。

　すると――

「…………がぅ」

　ひょいとテジャスの肩に乗っかったのは……クフィールを模した布製の人形だった。

　大きさは子犬程度。クフィールの特徴をよく捉えながらも、三頭身くらいにデフォルメされており、これがまた実に可愛らしいのだが――勿論、千里はそんなクフィール人形に萌えている場合では全然なくて。

「なんだ？　なんだなんだ？」

　あれは確か千里がテジャスを着用していた際に、テジャスが独自の会話用インターフェイスとして用いていた人形である。一見、別個独立の存在に見えるが、人形の端っこはテジャスと繋がっている――というか元々糸の魔法具であるテジャスが、自らの一部を織り直して造った代物だ。

「……ってことは」

　混乱しながらも千里（inクフィール）は言った。

「テジャスがクフィールと接続同調してるってのか？　いや――」

　アジャスタントがアジャスタントと接続同調するなどということがあり得るのか？

　それとも――

「あ……ひょっとして……多分……」

　クフィール人形がもきゅっと首を傾げながら言った。

「……私とテジャスさんと……二人共揃っている場所で……接続同調の安全装置解除呪文を唱えちゃったから……」

「――あ」

　千里（inクフィール）も気付いた。

　呪文には、クフィールとテジャスを区別する記述がない。

　そもそも普通の契約者はアジャスタントを一体しか配置されていないので、必要がないのだ。一度きちんとアジャスタント契約を結んでしまえば、接続同調の安全装置解除呪文は、自分のアジャスタントにしか作用しない。

　だが千里は管理事務局の手違いやら何やらでアジャスタントが二体配置されている。

　そしてどちらもアジャスタント契約を結んでいる。

　つまり――

「二股ですね！」

　ぐっと両手の拳を握り締めて――しかも親指の先を、人差し指と中指の間からにゅっと出したりしながら――テジャスは無意味に嬉しげな口調で言った。

「だからそーゆー表現をするなッ！」

　額に青筋を浮かべてテジャスに怒鳴ってから、千里（inクフィール）はその肩のクフィール人形に視線を移した。

「つまり接続同調が二重になったってことだよな？」

「多分……」

　何かと手足を振り回してリアクションの大きなテジャスの肩では安定が悪いのか、もしょもしょと短い手足を動かして頭部に這い上がりながらクフィール人形は言った。

「それがどうしてこんなことになってんだよ!?」

「輪っかになっちゃったのでは？」

　とテジャスが言ってきた。

「輪っか？」

「輪っかというか三角形というか」

　テジャスは空中に線を引くような仕草をして見せた。

「普通はこう、御主人様と、アジャスタント、一本の線で結べちゃいますよね」

「あ……ああ、まあ、そうなるのかな」

　一対一の関係なのだから当然そうなる。

　だが――

「今回、御主人様と私、御主人様とクフィちゃん、二重に線が引かれて」

　テジャスは空中に逆Ｖ字を描いて見せた。

「細かい理屈はわかりませんが。こう――何かの拍子に私とクフィちゃんの回路も繋がってしまって『始まり』と『終わり』のない、循環形の回路が出来上がっちゃったのでは？」

　テジャスは更に水平線を一本引いて逆Ｖ字を正三角形にして見せた。

「出来上がっちゃったのでは？　――っておい!?　そんないい加減なもんなのか!?」

「ど……どうなんでしょう……」

　自信なさげにクフィールが言う。

　一方――

「普通なら御主人様がクフィちゃんのところに入ってきても、クフィちゃんの『次』はないですから、クフィちゃんはそこに留まりますけど……」

　テジャスはくるくると指先で空中に何度も三角形を描いてみせる。

「今回はその先があった」

「テジャスの身体か」

「はい。つまり御主人様はクフィちゃんのところに入って、クフィちゃんは私の身体に入って……って感じで。椅子とりゲームみたいに位置が入れ替わっちゃったのでは？」

「じゃあテジャスはなんでその身体のままなんだよ」

　その理屈なら、一つずつずれて、テジャスが千里の肉体に入っていないとおかしい。

「それがよくわからないんですけど……」

　首を傾げるテジャス。

「椅い子すとりゲームでもほら、音楽停まった時に、慌てて一つの椅子に二人座っちゃうことってあるじゃないですか」

「そんないい加減な……」

　その場合は誰かが座れないままに失格となる訳だが。

「なんだかおかしいんですよね」

　テジャスは顔をしかめて腕を組む。

「微妙に感覚にノイズが入るというか……自己診断モードで調べてみようと思うんですけど、そもそもその自己診断モードに入れないんですよ」

「おいおいおいおい!?」

　それはひょっとして大変なことなのではないだろうか。

「クフィちゃんはどうです？」

「私も……ダメです……自己診断モードが起動しません……」

「まあクフィちゃんは自分の身体じゃないから当然ですよね」

　自己診断モードというのは結局のところ、『正常な状態の自分』と『現状の自分』を比較することで異常を発見する訳だが、テジャスの身体に対して『いかに正常なクフィール・アブソリュートの身体なのか』と比べてみても確かに意味がない。

「ちょっと待て」

　呻くように千里（inクフィール）は言った。

「……じゃあ俺は？」

　三つの身体に三つの意識。

　その内の二つがテジャスの中。一つがクフィールの中。

　すると千里の肉体は空っぽ……ということになる。

「いきなり死んだりすることはねえだろうな!?」

　慌てて千里は自分の身体を捜して辺りを見回した。

『意識』＝『魂』という訳でもなかろうが、今の千里の身体は、言うなれば駆動する為のソフトウェアがない状態だ。

　機械ならそれでも構わないだろう。だが生身の人間となると完全な機能停止は即ち『死』を意味する。呼吸やら脈拍が一分間停まるだけでも、洒落にならない。酸欠で脳がやられては千里が自分の肉体に戻ることすらできないのではないか――？

　いや。そもそも本当に千里の意識は自分の肉体と切り離されているのだろうか？

　クフィールの身体と感覚が直結しているから、意識がクフィールの中に入っているように思えるけれど、この思考そのものはやっぱり千里の脳が行っていて、千里の肉体がもし破損すればこの意識も消滅――

「……とりあえず空っぽみたいですねえ」

　底なしに怖い考えになりそうな千里の意識を、テジャスの台詞が現実に引き戻す。

　彼女はベッドの上でぽてんと転がったままの千里――その肉体をつんつんと指先で突いていた。わずかに胸が動いていることから、とりあえず死んではいないようだが……

「おい……」

　千里（inクフィール）は掠れた声で問うた。

「このままだと肉体だけ死んじまうとか……そういうのはねえだろうな？」

「……呼吸も……脈拍も……正常です……」

　テジャスの頭から千里の胸元に飛び降りたクフィール人形（紐付き）が、千里の胸にもきゅっと顔を押し当ててそう言ってくる。

「……多分……気絶しているような状態かと……」

「そ……そうか」

　胸を撫で下ろす千里（inクフィール）。

　とりあえず今すぐ何か手を打たねば取り返しの付かない状態になる――という訳ではないらしい。

　とはいえ……

「とにかく一旦元に戻すぞ。どうにも落ち着かねえ」

　もじもじとクフィールの身体を動かしながら千里は言った。

　通常の接続同調ならばまだいい。クフィールの身体に千里の意識が憑依するといってもクフィール自身の意識がまだ残っているので、気持ちを誤魔化すことができた。

　だが今この身体にクフィールの意識はない。

　なので余計に鮮明にクフィールの身体が感じられてしまう。

　これが非常に恥ずかしいというかきまりが悪いというか。喩たとえにくいが――強いて言うならばクフィールの留守中に、彼女の部屋に入って彼女の服を勝手に着ているかのような、何だか奇妙な罪悪感と羞しゆう恥ち心しんが湧わいてくるのだ。

「うーん」

　唸るテジャス。

「それが……どうにも」

「――え？」

　不吉な予感に凍り付く千里（inクフィール）。

　テジャスはクフィール人形を自分の頭の上に乗っけながら尋ねた。

「クフィちゃん。そっちで何とかなります？」

「いえ……それが……」

　クフィール人形がかくんと糸が切れたかのような仕草で項うな垂だれる。どうやら途方に暮れていますよ――というジェスチャーらしいのだが。

「おい!?　ちょっと待て――」

　だらだらと脂汗を流しながら千里（inクフィール）は言った。

「まさかしばらくこのままってことは――」

「そうなりますね」

　クフィールの顔を引ひき攣つらせて言う千里に――テジャスはあっさりと恐ろしいことを言ってきた。

「ぬあああああああああ!?」

「がぅ？　御主人様――」

「冗談じゃねえ！」

　千里（inクフィール）は吼ほえた。

「こんな……こんな状態で…………」

　例えばもしトイレに行きたくなったりしたら！

　いや、それはまだどうにかなる。とりあえず千里が眼を瞑つむっていれば良いだけのことだ。

　だが問題は意識のない彼の肉体の方である。

　もし――

「大丈夫です御主人様！」

　千里の――まあ表面的にはクフィールのだが――表情から彼の内心を察知したのか、頼もしそうな笑顔でテジャスは言った。

「こんなこともあろうかと大人用オムツも用意してあります！」

「こんなこともあろうかとって……普段から何を予測してるんだお前は？」

「赤ちゃんプレイにも完全対応！　ばぶう！」

「対応すんな！」

「エッチ奉行としては当然のことです！」

「威張るな！」

「はあい千里ちゃん、ママでちゅよ～」

「パンツ脱がすなああああああッ!!」

　情けなさで半泣きになる千里（inクフィール）。

　何が哀しくてこの若さでオムツだの何だのの世話にならねばならないのか。

「じゃあ――」

　テジャスは何やら衝撃を受けたようによろめいた。

「御主人様は下の方がなんかこー大変なことになった方がいいとおっしゃるんですか!?」

「よくねえよ！」

「そういうスカでトロなプレイの方がお好みなんですか!?　さすがにそこまでマニアックだと私も引いちゃいますが、御主人様の為です、私、頑張ります！」

「どっちも好みじゃねえっつってんだよ！　頑張るな!!」

　とかなんとか言い合う千里とテジャス。

　でもって――

「ああもう……」

　さすがにテジャスも千里のパンツを大人用オムツに交換する作業は中断してくれたようだが――しかし真面目な話としてこのままの状態が続けば、本当に溲し瓶びんだの大人用オムツの世話にならなければいけない訳で。

「どうするよ……おい……」

　疲ひ弊へいした表情を浮かべて千里（inクフィール）は言う。

「……誰か……達人級の魔法使いに連絡して……頼った方が……良いと思います……」

　クフィール人形が言った。

「達人級の魔法使いって――」

「……とりあえず……佐久間榮太郎教諭とか……」

「…………」

　黙考すること――三秒。

　千里は顔をしかめて呻くように言った。

「ダメだ」

「……ダメですか……？」

「あの変態教師に頼むと、面白がって余計ややこしいことになりそうだ」

「まあその可能性はありますね！」

　とテジャス。

「嬉しそうに言うな！」

「この学園都市でも指折りの変人らしいですし」

「ううっ……」

　だが千里の知人の中で他に達人級の魔法使いはいない。

　となると――

「……後は……学園都市の管理事務局に……連絡するとか……」

「そうなるか……」

　元々アジャスタント制度を管理している組織なので、それが恐らく相談相手として一番無難――というより正当だろう。

　だが……

「どうにもなあ」

　管理事務局は管理事務局で、今ひとつ信用できないところがある。

　クフィールのアジャスタント契約を解除しようとした際に、テジャスを送りつけてきた挙げ句、二重登録してしまったことからもわかるように――元々が『泥どろ縄なわ運営』な上に、千里達を実験動物として見ている部分もあるので、最後の一線で頼って良いものかどうか怪しいのだ。

　だが魔法知識が皆無の千里には、他に頼るべき相手も思いつかない。

　いや――

「待てよ。そうか……魔法関連の知識がありゃいいんだよな」

　必ずしも達人級魔法使いである必要はないかもしれない訳で。

　例えば千里の通う普通科生徒にも、魔法関連の知識を持っている者はいる。一年は全て一般人からの選出で千里と大差ないはずだが、二年三年には元々『こちら側』の連中も少なからず混じっているはずだ。

「御み狩かり谷や……はるか、だっけ」

　千里は、このアヴァロン学園都市転入初日に出会った、あの生真面目そうな風紀委員の眼鏡少女を思い出していた。彼女なら少なくとも、面白半分に事態をこんがらがらせたりすることはないだろう。

「魔力云々はともかく、知識はありそうだったしな」

　明日は土曜で学園は休みだが、生徒名簿はあるので、電話で彼女に連絡をとることは可能だろう。この非常識を積み上げて造ったような魔法都市にも、一応、常識的に電話はあるのだ。まだ千里は一度も使ったことはなかったが。

「今から御狩谷はるかさんに連絡をとるんですか？」

　テジャスに言われて千里（inクフィール）は壁に掛けられた時計に眼を遣やる。

　針は既に夜中の十二時を指していた。

「さすがに遅すぎるか……？」

　常識云々を問題にしている場合でもないのだが……知り合ってまだ一週間弱の相手にこの時間から電話を掛けるのは、さすがに躊躇ためらわれた。相手があの真面目そうな――絵に描いたかのような堅物の少女だと尚更である。下手に機嫌を損ねたら意味がない。

「とりあえず御主人様の身体には特に問題ないみたいですし、明日の朝に連絡してみては？　土曜だから休日ですし」

　とテジャスが提案してくる。

　ちなみにアバロン学園都市の学校は土日休みの週休二日制になっている。

「……そういえば薫かおるや桜さくら子こと買い物に行く約束してたっけか」

　このアバロン学園都市に来て日の浅い千里を、同級生の二人が案内してくれる予定になっていたのだ。有り難い話だが、明日の朝にでも電話を掛けて断らねばなるまい。さすがにこの状態で呑のん気きに買い物に出掛けられる程、楽天的にはなれなかった。

「念のために確認するけど」

　千里は改めてテジャスとクフィール人形を振り返って尋ねる。

「とりあえずは問題ないんだな？　俺の身体」

「……生理機能的には……特に不都合は……見つかりません……」

　もう一度千里の胸の上に飛び降り、しがみつくように密着して心音や体温を確認してからクフィール人形が告げてくる。

「調べられる限りは……全て平常値です……」

「わかった」

　溜息混じりに千里（inクフィール）は言った。
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　それが何い時つ生まれたのか誰も知らない。

（…………？）

　それは全く偶然の産物だった。

　風ふう蝕しよくされた岩がたまたま何かの姿を象かたどるように。水滴の穿うがった孔あながたまたま何かの字に似ているように。壁についた染みがたまたま何かの形を思わせるように。

　それは何らかの意図が生み出したものではない。

　誰かが作為を及ぼした訳ではなく、殊更に望んだことさえもなく、誰も知らないところで幾つかの要素が意味もなく重なった結果として、そこに描き出されただけの――単なる『現象』に過ぎなかった。

　だから『始まり』を問うても、さしたる意味はないだろう。

　それはただ在るように在る――それだけの存も在のだ。

　ただ――

（…………）

　ある一線を越えると、そこに意味が生まれる。

　複雑化を繰り返して自ら成長していく。

　周囲の状況から独立した『何か』になってゆく。

　例えば単なる低気圧が、いつの間にか台風に成長するように。

　例えば岩の隙間から染み出した雫が、集まり河となるように。

　まるでそうなることが、予め定められていたかの如く。

　そして――いつもその時になって初めて人は『いつの間に？』と驚くのだ。

（…………）

　あるいは台風や河川が口を聞けたなら、彼等も問うたかもしれない。

『いつの間に？　それを私も知りたい』と。

　自分が生まれる瞬間を覚えている者はいない。

　気が付けば自分は既にそこにあった。

　始まりは忘却の彼方に霞んで見えない。

　だからこそ……誰もが『自分』というものに不安を覚える。

　気が付けば当然のようにそこにある『自分』。だがいつその『自分』が発生したのかを自ら知覚することはできない。いや。それどころか自分の顔を自分の眼で直視することができないように――『自分』というものが何なのかを、明確に認識することもできない。

　だから疑問が生じる。

　この『自分』というやつは、本当に存在しているのだろうか？　……と。

　疑問と不安は保証を求める。

　全てが曖昧に溶けた海の只中で、確固として摑み縋すがれる何かを欲するのだ。形の定まらない『自分』に、くっきりとした輪郭を与える為に。

　それは例えば宗教であったり。

　あるいは芸術や学業であったり。

　我が子であったり親であったり。

　恋人であったり仕事であったり。

　音楽であったり絵画であったり。

『自分』というものを定義する方法は本当に人それぞれだ。

　そして――

（…………）

　それが何時生まれたのか誰も知らない。

　無論――それ自身でさえも。





●　●　●






「…………」

　鼓動が無意味に高まる。

　自分の本当の心臓だって思い通りになる訳ではない。不ふ随ずい意い筋きんというやつだ。だからこの身体の心臓を御することができなくてもむしろ当然で――とにかく鎮まれ鎮まれと念じても胸の奥の器官は全然収まってくれる様子がない。

「うー…………」

　千里はしばらく呻いてから――意を決して体操服に手を掛けた。

　脱衣所でのことである。

　言うまでもなく、今の千里が動かしているのは自分自身の肉体ではない。彼はクフィールの身体の中に入っている。だから彼が今から脱ごうとする体操服もクフィールの身体が着ているものである訳で。その結果として露わになる裸体も……まあ当然クフィールのものである訳だ。

「……ええい！」

　ここで躊躇してしまうと、くじけそうな気がする。

　なのでまず一気にシャツを脱ぐ――

「ぬっ……!?」

　――つもりが途中で停まった。

　元々シャツが小さめだったせいか、クフィールの大きな胸が引っかかったのである。

　当たり前と言えば当たり前だし、今は暫定的に自分の胸なのだが――そんな事実だけで心臓の鼓動が無意味に速まってしまう。

（落ち着け。落ち着け。ただシャツを脱いでるだけだ。それだけなんだ）

　自分に言い聞かせる千里。

　ここで戸と惑まどっていても仕方ない。

　千里は半ば強引にシャツを引っ張った。

　すると――

「――あっ」

　びり……と音がしたかと思うとシャツは真ん中から裂けていた。クフィールの腕力をきちんと把握しないまま、無造作にシャツを引っ張った為だ。

　当然――圧迫から解放された二つの乳房がたゆんとこぼれ落ちる。

「ぬ……ぐぉ……」

　頼みもせんのに脳裏で煮えたぎりまくる煩ぼん悩のう。

　見ちゃダメだ見ちゃダメだと呪文のように胸の内で唱えるも、千里も健康な男の子――ついつい、眼が鏡の方を向いてしまうのはもう、不可抗力だった。

「…………」

　ごくり、と生唾を呑のみ込む音が、何とも情けない気持ちにさせてくれる。

　鏡に映るクフィールの裸身は――綺麗だった。

　染み一つない白い肌。

　手足はすらりと伸びていて、痩せすぎでもなく、太りすぎでもなく。

　彼女が着やせするタチだというのはすぐにわかった。胸が大きいのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、単に乳房だけが突発的に大きいという訳ではなく、いざ服を脱いでみると、全体的にしなやかで均衡がとれている。

（やっぱり――こいつの基本は獣なんだな）

　興奮する気持ちとは別のところで、何となく納得する千里であった。

　絞り込まれてはいるが、胸や腰は豊満で、元々の長身と相まって、迫力のようなものすらある。虎とか獅子とか……そういった大型肉食獣の持つ、他を圧倒するかのようなボリューム感と、しなやかさを兼ね備えた身体とでも言おうか。

　ある種の『完成品』にしか存在し得ない美しさだ。

（そういえば……クフィールはこの姿で生まれたんだっけか）

　彼女は千里と出会う直前に、初めて起動されている。

　赤ん坊の姿で生まれたのではなく、最初からこの姿で生まれてきたのだ。あるいは人間でないクフィールは、ずっとこのまま、外見的に老いることはないのかもしれない。

　予め完成された永遠の処女美。

　どこまでも繊細な完全にして究極。

　とはいえ――

「ううっ……」

　高尚な芸術品を前にしたような、殊勝で敬けい虔けんな気持ちになれるかというと、やっぱりそうでもなく。ばっくんばっくんと尚も千里の（実際にはクフィールの）心臓は興奮でオーバードライブ気味である。

　身体がクフィールのものなので、勿論、下半身の特定部位がやたら元気になったりはしないのがせめてもの慰なぐさめだった。












「……って」

　顔をしかめて呟つぶやく千里（inクフィール）。

「これじゃ変態じゃねえかよ」

　傍目には自分の裸身に興奮している変態少女にしか見えない訳で。

「ええい！　見るな、見るな、見るな！」

　口に出して自分に言い聞かせつつ、千里は苦労して視線を鏡から引き剝がすと、飛び込むようにして風呂場に入った。

　手早く近くに置いてあった入浴剤を放り込んでから、湯が跳ねるのも構わず乱暴に浴よく槽そうに身体を押し込める。ざばりと溢れた湯がこぼれ、入浴剤の芳ほう香こうが湯気と共に立ち上った。

　ここでようやく千里は一息をつく。

　とりあえず胸から下は白はく濁だくした液体の下に隠れてくれた。

「はぁああああ…………」

　ただ服を脱いで湯船に浸つかるだけでも一苦労である。

「なんだかな……」

　本当は、余計なことは何もせず、明日の朝を待った方が良いのだろう。

　だが――今日クフィールは『ネオ・マカデミ・ボール』に参加していた。

　森の中を走り回るわ、同級生のアジャスタントに押し倒されてレズプレイの真似事をさせられるわで、あちこち汚れている。クフィールがどれだけ汗をかいたのか――そもそもこの魔獣の化身が汗をかくのかどうかも――わからないが、せめて風呂には入っておかないとまずいような気がしたのだ。

　いっそ目隠しして、とも思ったが、慣れない身体を動かすのはただでさえ大変なので、風呂に入るだけでも、あちこちぶつけかねない。

　まあそういう訳で。

　千里はやたらと元気一杯に高鳴る心臓をなだめつつ、クフィールの身体で風呂に入っている訳なのだった。別にクフィールの裸を見ようとかそういう邪よこしまな気持ちがあった訳ではないのだ。ないったらないのだ。多分。恐らく。きっと。

　まあそれはそれとして。

「他人の身体……か」

　何か身体のあちこちに色々違和感があって落ち着かない。

　意外と人間の――というか人型の――身体というのは、繊細なバランスの上に成り立っているのだということが、よくわかる。

　例えば千里本来の肉体に付いていた股間のアレは、勿論、クフィールの身体には付いていない訳だが、それだけで何か歩きにくいというか、微妙なバランスが変化して戸惑ってしまうのだ。

　勿論、視線の高さ、筋肉の反応、そういった諸々も全て違う。

　先程、ついシャツを破ってしまったのも、ありとあらゆる性能が人間のものとは異なるクフィールの身体を、千里が自分の身体のような感覚で使ってしまった結果である。実をいえば他にも、コップやらボールペンやら……力加減がわからずに握り潰したり叩き潰したりしてしまったものがあったりする。

　普段、クフィールはこんな身体で生きているのかと思うと驚きだった。

　世界がいきなり豆腐やら紙細工やらで出来てるようにも千里には思えたからだ。

　だが……その膂りよ力りよくよりも衝撃だったのは、感覚の鋭敏さそのものだ。

　視覚。聴覚。嗅覚。触覚。

　クフィールのそれは、いずれもが明らかに人間のそれよりも一段階――あるいは何段階か――鋭敏なのだ。試してはいないが味覚も同じだろう。

　それはつまり人間の感覚では見落とされがちな、細かい情報まで、直接的に意識へと届くということである。

　押し込まれる情報量の多さに微かすかな頭痛がしてくる一方で、それまで見ていたテレビの、アナログ放送画面が、いきなりデジタルハイビジョンになったかのような……急に視界そのものが鮮明さを増したような感がある。それまでの感覚でも何不自由なかったのだが、いざ比べてみると、違いがわかってしまう――そんな感じだ。

　世界が違って見える。

　単に接続同調の深度３を実行した時もかなりの驚きであったが――今、クフィールというフィルタを介さない五感は、衝撃だった。

　肌の上を伝う雫の感触すらはっきりと感じられて、例えば首筋から鎖骨を経て、豊かな乳房へと至るその――

「だあっ!!」

　思わずそっちに眼が行きかけて、無理矢理、クフィールの身体を浴槽に顔の辺りまで沈める千里。ぶくぶくと湯面に溜息の泡を立てながら、彼は――ふと考える。

「クフィールは……こんな風に世界を見てるのか」

　勿論、中に入っている者が変われば、同じ眼でも違う見え方をするのかもしれない。千里とはそもそも情報の処理能力が違うだろうから、クフィールにとってはむしろ過剰でもなければ不足でもなく、適切な五感であるのかもしれない。

　だが千里には、クフィールはちょっと気弱なだけの女の子にしか見えなくて。

　魔獣の化身だとか、自分より背が高いとか、何だか常識がずれてるとか、色々あるけれども、それでもやっぱり自分と同じ喜怒哀楽を持った存在に見えて。

　なのに――

「あいつ……」

　起動させられた――生まれたばかりで。

　こんな感覚の奔ほん流りゆうに曝さらされて。

　クフィールの感覚で識しる世界はあまりに広く、あまりに鋭く、あまりに激しく、あまりに熱い。昼間の接続同調の時はクフィールの意識がフィルタのような役割をしていたのだろうが、今はそれが直接千里の中に入ってくる。

　まるで裸で嵐の中に立たされているかのような印象すらある。

　落ち着かない。

　それに――

「心細くなったりしねえのかな」

　あるいはいつもクフィールが不安そうにおどおどしているのは――生まれた時から完成していたその肉体と、この鋭敏すぎる感覚の為ではないのか。

　人間でないのに人間の意識をいきなり与えられて。

　人間ならゆっくり時間を掛けて作り上げ馴染んでいく過程を全部すっ飛ばして、いきなり完成状態の『自分』がそこにいて。

　それはどんな感覚なのだろう。

　ひょっとしたら――今の彼女は縋すがり付つくものもないままに、右に左にと情報の波に揺られている木の葉のようなものなのかもしれない。

　だから――

「……あいつ、あんなに一生懸命なのか」

　千里のアジャスタント。

　千里の為に尽くすこと。

　それだけが彼女の縋り付くことのできる――縁よすが。

　彼女には他に何もない。

　でもそれは当たり前だ。

　彼女は誰かに仕える為に造り出された人造存在なのだから。

「…………」

　ふと――千里の脳裏を一匹の犬の記憶が過る。

　ネフィル。

　今はもういない駄犬。

　家畜として品種改良の末に生まれてきた『犬』達は既に野生の獣とは違う存在だ。

　犬を人類の友と呼んで可愛がる者もいれば、そもそも動物に首輪を付け人間の都合で飼い慣らすことを、酷いと批難する者もいるが――千里が思うに、それはもう良いとか悪いとかいう問題ではない。犬はそういう形に作られてしまった生き物なのだ。

　首輪をして。人に飼われて。初めて存在が完成する。

　そういう風に出来上がった状態で犬達は生まれて来る。

　だから……多くの犬は飼い主に対して全幅の信頼を寄せるのだ。

　そうすることでしか犬は犬として完成できない。人に飼われなければ犬になれない。かといって野生にも――狼にも戻れない。野良として街を徘はい徊かいすることはできても――荒野に戻って他の獣を狩り生きていくことはもうできない。良くも悪くも人間という存在に依存せざるを得ない。彼等は――人間がいなければ存在を全うできない。

　だから犬達は、あの無垢とも言うべきひたむきな瞳を飼い主に向ける。

　家畜たる彼等にとって、それだけが犬として縋り付ける縁だからだ。

　では――

「…………」

　家畜同様……誰かの存在を前提にしてしか成立しない性さがを持たされた者は？　生まれたその瞬間から、存在の理由と役割が完全な形に決められている者は……？

「クフィール……」

　考えてもみなかった。

　自分よりも背が高いから。

　強大な力を持つ魔獣だから。

　彼女が……実は、ひどく弱々しい存在なのだとは。

「…………」

　けれど彼女は本当は、生まれたばかりの子犬に等しいのではないか？

　自分を囲む世界に戸惑い、その広さに怯おびえ、その高さに怯ひるみ、縋り付くものを必死に探して鳴いている子犬。自分が何処にいるのか、何の為に生まれてきたのかもわからず、だから、触れ得たものに必死にしがみついて――

「…………」

　自分の立ち位置がわからない不安。

　自分が何者であるのかすら判然としない恐怖。

　なのにあまりにも世界は無意味に広くて――…………むしろ漠然とした、まるで空くう漠ばくに、首を絞められるが如き息苦しささえ覚えて。

「『自分』……か」

　千里にも似たような覚えがある。

　欠落と断絶。

　過去と現在。




『行方不明』『妹』『一年間』『お兄ちゃんだけ』『死』『捜索願』




　妹共に行方不明になっていた一年間。

　戻ってきたのは千里だけ。

　そして千里にはその一年間の記憶がない。漠然と何かから逃げていた記憶だけはあるのだが――それが、何から逃げていたのか、わからない。一年間も、どうやって生きていたのか、その間、何処にいたのかもわからない。

　自分の中にぽっかりと空あいた――どうしようもない、欠落。

　以前の自分と今の自分が繋がらない。

　それは本当に連続したものなのか？

「…………」

　あれは、誰が言ったのだろうか。




　――『実はあれは周防千里の姿しただけの、別の何かだったりして』

　――『宇宙人か何かにさらわれちゃってさ。精巧に作られたコピー人形とか』




　不可思議な事件は、何の根拠もない――無責任な憶測を呼ぶ。当事者でもないのに、誰もが面白半分に勝手な推測を述べ立てる。

　だが……千里はそれに反論する術を持たなかった。

　何もわからないのだから、何も根拠にできない。

　自分は本当に周防千里か？

　周防千里なら――どうして自分だけが戻ってきた？

　妹はどうして帰ってこなかった？

　自分が見捨てたのか？

　そんなに自分は薄情だったのか？




　――『まって』『おにいちゃん』




　脳裏を断片的な記憶が過る。

　必死に逃げる千里と、その背に追い縋る妹の声。

「俺は……」

　思考が千々に乱れる。

　クフィール。

　周防千里。

　妹。

　存在の不安。

　不確定の恐怖。

　自分への不信。

　…………

　あるいはクフィールと接続同調した時、奇妙な安心感を覚えるのはそのせいだろうか。

　千里とクフィールは不安の形が似ているのかもしれない。だから互いの欠落を互いが埋め合わせることができるのだと――

「本当に……俺は……」

「御主人様ッ!!」

　どばん！

　と浴室の扉を毎度の如く勢いよく開いて飛び込んできたのは、言うまでもなくテジャス（ｗｉｔｈウイズクフィール人形）である。

「お背中流しますッ！」

　と何故かねじりハチマキを頭に巻いた――激烈に似合ってない――テジャスがやたらと楽しそうにそう言い、

「流します……」

　とやっぱりねじりハチマキを頭に巻いたクフィール人形がおどおどと言った。

「ちょ――ま、待て!?」

　思わず動揺して声が裏返る千里。

　物思いに沈んでいたところに、いきなり飛び込んで来られて驚いたということもあるが、それと同時に、こう、エッチな本を読んでいる姿を家族に見られたかのような、何というか、恥ずかしいような痛いような気持ちもあったりして。

「な、何を、せ、背中ってお前、その」

　今の千里の背中は、つまりクフィールの身体の背中な訳で。

「お、俺の、背中じゃ、ねえだろ!?」

「問題ありません！」

　と得意げに言うと、テジャスはずるりと何かを浴室に引っ張り込んだ。

　ぐたっと糸の切れた人形みたいなその人型の物体は――千里の、身体だ。

「こっちも一緒に洗います！　隅の隅まで！」

「やめろ！　何パンツまで勝手に脱がしてんだお前は!?」

「風呂は裸の社交場です！　全裸が基本！」

「それは公衆浴場の話だ！」

「そーゆー御主人様だって、クフィちゃんの服を脱がしちゃってるじゃないですか！」

「がぅ……」

　ずびし、と音がしそうな仕草で千里（inクフィール）を指差すテジャスと、何やらもきゅもきゅと手足をすりあわせているクフィール人形。後者はどうも恥じらっているらしいのだが、寸詰まりの人形なので妙に真剣味に欠けたように見える。

「そ……！　それは――でも」

「でも大丈夫です！」

　無意味に力一杯テジャスは断言した。

「『クフィのヤツ、こんなに胸おっきかったんだ』とか『女の子のここってこんな風になってんだ……』とか言いながらあちこち触っても、それは思春期の、性欲が売る程溢れてる男の子なら仕方のないことなのです！」

「が……がぅ……？　御主人様……触っ……」

　クフィール人形が、何処かからフェルトの丸く紅い布を取り出すと、その頰に貼り付けた。どうやら赤面しているという『記号』らしい。

「してねえよ！　触ってねえ！」

　怒鳴る千里。

　思わず見つめちゃったりはしたが。

「がぅ……そう……ですか」

　クフィール人形が、かくんと項垂れる仕草が、何故か残念そうに見えるのは気のせいだろう。多分。安あん堵どで力が抜けただけなのだ。きっと。

　それはさておき――

「だから当然、こう、私達も、『あ、御主人様意外にこの辺たくましい』とか『剝むいちゃお♪』とか『お尻も可愛い～』とか言ってなで回すのも不可抗力です！」

「不可抗力の意味を辞書で引いてこい！」

「うーふーふー、お背中流します～」

　言いながら、両手の指をまるで昆虫の脚のごとくわしゃわしゃと動かすテジャス。

「それは断じて背中を流す手つきじゃねえ！」

「冗談ですよ～冗談～」

「噓うそだ！　絶対噓だ！」

「御主人様――この目を見てください！」

　テジャスは人形筐体の首をがこ、と外すと、頭部を両手で持ってこれを千里（inクフィール）に向けて突き出してくる。

「これが噓をついている眼ですか!?」

「限りなく本気だから怖いんだよ！　つか、お前の本体、眼なんかねえだろ！」

「だから冗談ですってば。その代わり」

　テジャスは己の首を元に戻すと――続く動作で、ひょいと自分の肩に乗っていたクフィール人形を摑んだ。

「クフィちゃんに、身体で、洗っていただきましょう！」

「あ？」

「くんずほぐれつ！　胸とか、腰とか！　こすりつけて！　身体全体で！」

「ちょっ……どこの風俗だよ!?　そっちの方が益々やばい……」

　と言いかけて。

「がうぅぅぅ!?」

　わたわたとテジャスに摑まれて手足をばたつかせているクフィール人形を見て、千里はテジャスの言っている意味を理解した。

「……そ、そういう意味か!?」

「はい！」

　得意そうにテジャスは言った。

「不肖、このテジャス・ファルチェスク、服の、繊維の魔法具として、事前に形状データさえ入手できれば、ありとあらゆる布製品に対応できます！　勿論、手ぬぐいや布タワシのような簡単なものなら朝飯前！　この、クフィちゃん型布タワシで、御主人様の身体を、隅から隅まで、綺麗にしてさしあげます！　しかもクフィちゃんがじたばた暴れる振動が、より細かい汚れ落としの機能を果たしたりなんかします！　多分！」

「がうっ!?　……そ、それは」

　つまりクフィール人形で、千里の身体と、クフィール自身の身体を、ごしごしこするということか。

「……最早エロなのかどうかもわからんな」

　その様子を想像して――そう呟く千里（inクフィール）。

「ええ！　全然エロくなんかないです！」

「そ……そうなんですか……？」

　と不安げなクフィール人形。

　だがテジャスはボトルを手に取ってちゅーっと液体石せつ鹼けんをかけると、クフィール人形の胴体をむんずと摑んで突き出した。

「これっぽっちも！　だってクフィちゃんがクフィちゃんの身体を洗ってるだけじゃないですか！　だから洗いますよ、いいですね、任せてください、まず胸から！　寄せて、上げて、持ち上げて、それから真ん中から、じらしてじらして円をえがくよォに！」

「やっぱりエロさ満開じゃねえかよ！」

「がぅがぅがぅぅぅ」

「泡がポイントです！　よく泡立てることが重要なのです！　泡の界面が汚れを吸着して落とすのです！　泡が大事なところについていればアニメになっても大丈夫です！」

「何の話だよ!?」

「ご安心ください！　ＤＶＤ版では泡は消えます！」

「心配してねえ！」

　わっしゃわっしゃとクフィール人形を揉みしだき――というか何というか――つつ迫り来るテジャスに千里が喚わめく。既にクフィール人形は自ら発する泡に埋もれて、綿菓子のような状態である。

「胸が終わったら、次はやっぱり大事なところです！」

「聞けよお前は！」

「がぅ……あぷっ……がぷっ……」

「パンツじゃないから恥ずかしくないもん！」

「そもそもはいてねえよ！」

「がぅぅぅ……がぷっ!?　あ、そ、その、そこは――がぷっ……」

「お客さん、初めてですかー？」

「やかましいッ！　離せ、やーめーろーッ!!　あああああ!?」

　…………とかなんとか。

　まあそんな風にどたばたしていたお陰で、幸か不幸か、千里の内で頭をもたげていた、漠然たる不安や、仄ほの暗ぐらい気持ちは、何処かに吹っ飛んでしまった。

　そして同時に――

「…………」

　浴場の隅に転がる千里の肉体が、ぴくりと痙けい攣れんするように動いたことにも……千里は勿論、クフィールも、テジャスも、気付いてはいなかった。
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　夢だとわかっていても、何の慰めにもならないことがある。

　既に終わったことだとわかっていても、割り切れないことがある。

　古傷に塩をすり込むように、繰り返し示される残酷な事実。

　白い世界でただただ恐れて逃げる千里と――その背に追い縋る妹の声。




　――まって。

　――おいていかないで。




　逃げてはいけない。

　立ち止まらなければ。

　そう思うのにどうしても止まれない。当然だ。あの時の千里は止まらなかったから。だからこれはもう確定してしまったこと。不変の事実。絶対の過去。

　何度繰り返しても変わらない。

　罪が罪としてのしかかってくるだけ。

　だが――本当にどうして。

　何故に自分がこんな目に。

　わからない。

　わからない。

　理不尽で不自然で不条理な運命。

　それがどうして――

「……………っ」

　かはっ――と塊のような吐息が開ききった口から漏れる。

　覚醒は一瞬だった。

　これもクフィールの身体のポテンシャル故のことだろうか。

　微睡まどろみも許されないのは……果たして、幸せなことなのか否か。

「……そういえば」

　荒れ気味の呼吸を意識して整えながら千里は呟いた。

「クフィールやテジャスは……夢を見たりすんのか……？」

　あくまで夢を見るのが脳の機能で、今、千里が夢を見ていたのもクフィールの脳を借りているからだとすれば……クフィール達もやはり夢を見たりするのだろう。まあテジャスはひたすら淫いん夢むとゆー気がするが。

「…………」

　そんなことを考えていたからだろうか。

　自分の上にのしかかる影に、千里は一瞬、気付くのが遅れた。

「――え？」

「…………」

　混乱で頭がまっ白になる。

　そこに自分の顔があったから。

（鏡――いや）

　ベッドに寝転んでいる自分の鼻先に、どうして鏡があるというのか。

　どうやら覚醒は一瞬でも意識が通常回転に戻るには若干の時間が必要らしかった。あるいは単に、あまりに奇妙な光景なので理解が追いつかなかっただけかもしれないが。

　そもそも今は――

「――ッ!!」

　愕然とする千里（inクフィール）。

　千里の本来の身体が。

　クフィールの身体に。

　押し倒すかの如くのしかかっている――

「お――俺!?　いや、だ、誰だ!?」

　飛び起きようとして身を起こし、そこで千里は自分自身の身体ともみくちゃになってベッドから転がり落ちる。

「な……なんで!?」

　千里自身の身体は、一応、風呂の後でジャージの上下を着せ、ベッドの横に毛布を敷いてそこに置いてあったはずなのだ。だからこの部屋にあるのは別に不思議でも何でもない訳だが――

「誰が――」

　千里はクフィールの中。

　テジャスとクフィールはテジャスの中。

　では……この身体を動かしているのは誰だ？

　何かの生理反応か何かから、中身のない、無意識の状態で、身体が起き上がっただけなのか？　それとも空っぽの身体に悪霊か何かでも取り憑いたのか？

　混乱する千里（inクフィール）を、身を起こした千里が、見つめる。

　そして――

「…………」

　艶えん然ぜんと千里の顔が笑った。

　まるで慌てまくる自分を面白がるかのように。

「……ッ!?」

　うすら寒い何かが千里（inクフィール）の背筋を駆け上る。

　自分の身体に襲われるというのも大概気色の悪い話だが――それよりも何よりも自分の顔に、自分なら決して浮かべないような表情が乗る違和感は、尋常でない。

　自分が自分でない違和感。

　自分が別のものになる恐怖。

　いや。その恐怖すらもが錯覚かもしれなくて――

「あ……ああ……ああああ」

　混乱する千里（inクフィール）。

　彼の顔の両側に千里の身体が両手をつく。腕立て伏せをするようにして千里の身体がクフィールの身体を押さえ込んでいる状態だった。

　そして――

「…………いたしましょう」

　囁ささやくように千里の身体が言う。

「――え？」

　上手く聞き取れずに間の抜けた声を漏らす千里（inクフィール）。

　彼を見下ろしながら千里の身体に入った何者かは、ねっとりとした口調で繰り返した。

「……キモチイイことを……いたしましょう……」

「なっ――」

　何処となく淫いん靡びな笑い方や喋り方のせいで多少の予感はあったが、それでもいきなりそんなことを言われると千里（inクフィール）も訳がわからない。勿論、訳がわかったからと言って『はいそうですね。いたしましょう』とは、なるはずもないのだが。

「何言ってやがんだ、てめぇ……っていうか誰だ!?」

　間違っても自分はこんなことは言わない。

　たとえ言ってもこんな口調にはならない。

「…………」

　一瞬、千里の身体は不思議そうな表情を浮かべる。

　何事か考えている様子で数秒黙っていたが――

「……さぁ？　誰なのでしょう？」

　何処か輪郭の定まらない、ぼんやりとした口調で言った。

「訳わかんねえよ！」

　千里はクフィールの声で怒鳴る。

　謎なぞ掛かけなのか。単に悪ふざけなのか。相手の表情からは判別が付きかねる。仕草も同じである。全体的にとろりと溶けたような……曖昧な感じが強いのだ。

「そんなことはどうでもよろしいではないですか」

「良くねえ！」

「せっかくですし……ね？」

「何がせっかくなんだよ!?」

「キモチイイことをいたしましょう」

　言って――するりと千里の身体が手を伸ばし、千里（inクフィール）の首筋に触れる。

　指が、掌てのひらが、つつう――と首筋から鎖骨、そして胸元へと滑り落ちていく。

　触れるか触れないかの、絶妙な感触。

「ちょ……」

　クフィールの身体に備わる鋭敏な――敏感過ぎる感覚が、それを千里に伝えてきた。

「ぅはっ!?」

　同時にクフィールの身体が、ほとんど千里の意識とは無関係に震える。

　それを見て千里の身体はにぃ……と笑みを深める。

「キモチイイ……ですか？」

　別に答えを欲しての問いでもないのだろう。

　千里の肉体は、妖あやしい笑みを浮かべながら、ぺろりと彼の――クフィールの首筋を舐なめる。

　濡れた舌の感触が電流のようにクフィールの身体を駆け巡って千里の意識に届いた。

「～～～～～～～～～ッ!?」

「キモチイイんですね？」

「ちょっ……や……」

「でも殺せつ生しようです……自分ばかり……私もキモチイイを感じたい――」

　千里の反応から好感触を得たのか――千里の身体の掌がクフィールの肌をゆっくりと撫で回し始める。肌の上を滑らせるような微妙な感触が脇から腰へ、腰から太股の間の――

「――ッ!!」

　だん、と床が鳴った。

　半ば仰ぎよう臥がする体勢から、無理矢理に床板を蹴ったクフィールの身体が宙に跳ぶ。全く抑制されずに無我夢中で発揮されたクフィールの脚力が生んだ結果である。

　千里（inクフィール）は勢い余って壁に激突……めきりと音を立てて壁が凹んだ。

「て……てめえ…………」

　焦しよう燥そうと驚愕とその他諸々に喘ぎながら千里（inクフィール）は言った。

「そのエロっぷり――テジャスか!?」

　こんなにシモネタ方面全開なのは千里の周りだと彼女くらいしかいない――

「……ってこともねえけどな」

　脳裏を過った同級生と教師と義妹いもうとのイメージを振り払ってから千里は言った。

「とにかく。テジャス……じゃねえな」

　ほとんど勘だが千里は気付いていた。

　今、千里の身体の中にいるのはテジャスではない。彼女の持つ常時ハイテンションなノリが目の前の千里の身体には感じられない。だからこそ余計に淫靡に見える訳だが。

「…………」

　しっとりねっとりと――湿度までが上昇したかのような妙な空気を放散しながら千里の身体は立ち上がった。

　興奮しているのだろう。その顔は上気していて眼も潤んでいる。熱病に冒おかされたかのような自分の身体の様子を見ながら、千里（inクフィール）は、クフィールの胸の鼓動も加速するのを感じていた。

　もっともこっちは性的興奮などではない。

　純然たる悪お寒かん――いや恐怖だ。

「どうして嫌がるんですか？」

　甘えるような。媚こびるような。やたらに淫靡な響きで喋る自分を見て――千里（inクフィール）はその場にのたうち回りたくなった。

「キモチイイこと……したいのに……」

　駄目だ。何というか凄く駄目だ。

　自分の身体の中に今誰が入っているのかは知らないが――こんな自分を延々と見せつけられていたら、恥ずかしさと痛々しさで、おかしくなってしまう。発作的に、自分の――もといクフィールの頭部で壁に頭突きを繰り返しそうになった千里は、辛うじてそれを思い留まり、自分自身の身体を指差して怒鳴った。

「やめろ。いいからやめろ。とにかくやめろ。俺の身体で変なこと言うんじゃねえ！」

「どぉしてですか？」

　指をくわえて切なそうな表情を浮かべる『千里』。

「だからそういうのをやめろつってんだよ！」

「でもぉ……」

「ぬがあああああ！　とにかく、てめえ、やめろ！　やめないと、やめないと――」

　どうするのか。

　自分でも思いつかずに困り果てる千里（inクフィール）。

　ぶん殴って止めさせることは可能かもしれないが――自分で自分を殴って止めるというのも、なんだか無意味で理不尽な気がする。

　いや。それ以前に今の自分はクフィールの身体をきちんと制御できていない。風呂場でシャツを破いてしまったことからもわかるように、迂闊にぶん殴れば、自分の身体を致命的にぶっ壊してしまう可能性があった。

「あああああああ……」

　もうどうして良いのかわからなくて、悲鳴じみた声しかでなかった。

　混乱して思考がまとまらない。考えようとしても、目の前の現実の意味不明さに、とりまとめた端から考えが崩れてこぼれ落ちてゆく。

　で――

「そんなに嫌わないでもいいじゃありませんか……」

　上目遣いにそんなことを言うと――千里の身体は溜息を一つついた。

「わかりました……致し方ありません」

　言いながら千里の身体は部屋の窓を開け放つ。

　窓の向こう側はベランダになっている。そこに裸足で歩み出ながら千里の身体は少し拗すねたような声で言った。

「キモチイイことは他の方といたしましょう」

　そして夜の闇の向こう側に、千里の姿は溶けて消える。

　まあ実際には、単にベランダ伝いに何処かの部屋に行っただけなのだろうが――

「あああああ……」

　安堵と、その他諸々、訳のわからない感情が一気に襲ってきて、ぺたんとその場に座り込んでしまう千里（inクフィール）。

　でもって――

「「御主人様!?」」

　ようやく異常に気付いたのか、ばん、と扉を開いてテジャスと――そしてクフィール人形が音声多重で叫びながら飛び込んできた。

「どうしました!?」

「ど、ど、どうしましたも何も――」

　言ってから。

　はっと気付いて千里（inクフィール）はテジャスを見つめた。

「テジャス、お前、そこにいるよな？」

「はい？」

　何の話ですか？　と首を傾げるテジャス。

「今、テジャスの身体の中に、テジャスが入ってるよな？」

「それは……見ての通りですけど」

「クフィールは？」

「がぅ？」

　クフィール人形が首を傾げる。

「クフィちゃんも、此こ処こにいますけど」

「…………だよな」

　やはりあれはテジャスでもクフィールでもない。

　勿論――千里でもない。

　ではあの『千里』の中にいたのは、本当に、誰なのか!?

「……御主人様……御主人様の身体が見当たりませんけど……」

　ときょろきょろと部屋の中を見回しながらクフィール人形が言う。

「ああ、なんかいきなり勝手に動いて、変なこと言って、出て行っ……」

　凍り付く千里（inクフィール）。

「そういえば――」

　あの『千里』は言っていなかったか。

『キモチイイことは他の方といたしましょう』――と。

　千里の身体で。千里の顔で。千里の声で。

　勿論、千里本人とアジャスタント達を除けば、千里の中身が誰か他者と入れ替わっているなどとは、誰も知らないはずで――

「……や、やばいッ！」

　クフィールの顔を引き攣らせながら千里は喚いた。
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　周防・ガン・ウーラ。

　彼女は名目上は周防千里の妹ということになっている。

　しかし――

「…………」

　金色の髪。紫の双そう眸ぼう。そして褐色の肌。

　一体何なに人じんなのかと、彼女の姿を見た人間が首を傾げたくなるような容姿をしていることからもわかる通り、彼女は千里とは血の繋がった兄妹ではない。

　母親――つまりは千里の義理の母ということになる――共々アフリカの特殊な部族の出であるウーラは、先祖が積極的に様々な血脈を取り入れてきた結果として生まれた。

　そのせいか容姿は変に突出する部分もなく、非常に整っている反面、その言動は色々な文化がチャンポンになった奇妙奇天烈なものである。

　そしてそれは彼女の部屋にも如実に反映されていたりする。

　アヴァロン学園都市高等部第三学生寮二〇八号室。

　それが現在の彼女の住処すみかである。

　元々は日本の標準的なマンションの形態をとっているが、全体的に部屋は広めで、リヴィングなどは持ち物の少ない人間の独り暮らしなら、持て余しかねない程の空間となっている。まあ元々がアジャスタントと共に暮らすのが前提の部屋なので、これは当然と言えば当然なのだが。

　ウーラの部屋は……しかし一見するとやたらに賑にぎやかな感じになっていた。

　一番広い壁には色々な動物の骨やら、やたらに奇怪な意匠の顔を象った盾やら、穂先に鳥の羽を付けた長い槍やら、いかにも民族色豊かな代物が飾られている上、魔除けの模様らしきものが壁のあちこちに赤茶色の顔料で描かれていたり。

　だが窓際に眼を転じると様相が一変する。

　カーテンの代わりに垂れ下がっているのは何本もの掛け軸である。

　そこには墨ぼつ痕こん鮮やかな毛書体で『南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ』だとか『葉は隠がくれ』だとか『萬ばん川せん集しゆう海かい』だとか『六道死生順逆之境ヲ覚悟ノ上冥府魔道ニ入ル』だとか『仏契離ぶつちぎり』だとか『罵詈罵詈伝説』だとか『天魔伏滅』だとか『千葉真一』だとか『南條範夫』だとか書いてあった。なんだか半分くらいは意味不明で怪しい感じだが、幸か不幸かそれを指摘できる人間はまだ彼女の部屋に入ったことがない。

　そんな部屋の真ん中にウーラは寝そべっていた。

　彼女はベッドを使わない。

　何処から調達してきたものか、部屋の真ん中に畳を――まるで時代劇の牢ろう名な主ぬしの如く積み上げて、その上に豹柄の毛皮を敷いて、そこで寝ているのである。

「…………」

　ウーラは――独り毛皮の上でぼんやりとしていた。

　いつもは毅然としてただ立っているだけでも、その姿の何処かに緊張感があるウーラなのだが、今は脱力しきっていて、それがむしろ、しどけないというか――妙に色っぽい雰囲気を醸し出している。

　これは独りの時にしか示さない姿だ。戦士たるもの、いつ如何なる時でも緩み弛んだ姿など他人に見せるものではない――と物心ついた時から教え込まれているのである。

　勿論、今この部屋にウーラ以外の者の姿はない。

　壁際や窓際は色々と珍奇な装飾品で飾り立てられているといっても――必要以上に広々とわだかまる空間そのものは変わらない。それは奇妙な寒々しさを伴ってウーラの上にのしかかっていた。

「御兄様」

　サムライとアフリカ戦士とその他諸々の血を引く少女は、獣のように伏せ寝しながらぽつんと呟いた。

「どうすれば、それがしと子作りするつもりになってくれるのだ……」

　聞く者によっては思わずその場でつんのめりそうになる独白だが、前述の通り『ちょっと待て』と突っ込む良識の持ち主などこの場にいない。

　だがウーラは大真面目である。

　彼女がわざわざこんな魔法学園都市にまで『義あ兄に』を追ってきたのは、彼の子供を身籠もる為なのだった。

　ウーラの部族はいわゆる『女系蛮族アマゾネス』だ。基本的に部族は女性ばかりで構成されており――部族を維持する為の子作りに関しては、外部から男を文字通りに『狩ってきて』行うのが習わしである。

　部族外の人間から見れば『なんじゃそりゃ』と呆れてしまうような風習だが、これはもう何百年も続いてきた伝統であり、部族を維持する為の神聖な儀式であり、女達には掟として定められた責務でもある。細かな手法や相手の人種・素性は問わないが――この辺が厳密なんだか大雑把なんだかよくわからないところだが――とにかく、一定年齢に達した部族の娘は、どうにかして男を手に入れ、その者の子種を得なければならないのである。

　でもって。

　幾つかの偶然の結果というか、数奇な運命というか――とにかくウーラは自分の生むべき子の父親を千里にすると勝手に決めてしまったのだ。

　ところが千里にはその気がない。

　なのでウーラが『さあ子作りするぞ御兄様』と迫る度にややこしいことになってしまうのである。ただでさえ千里はウーラの時と場をわきまえぬ行動に引き気味だが、ウーラが建前上は『妹』になっているので余計に彼女と子作りするのを嫌がるのだ。

　だがウーラにはそれがよくわからない。

　恋愛感情とか家族感情というものが日本人のそれとは著しく異なる――というかないも同然――環境で育ったウーラには、千里が何を嫌がっているのか理解できないのである。

　なので当初は、とりあえず押し倒したりとか、千里の服を破いてみたりとか、男女逆ならその場で通報されそうなことをしていたウーラだが、最近は千里が怒るので、そういう強行策は採らないようにしている。

　だが……ではどうすれば良いのかというと皆目見当がつかない。

「時間をかけろと御兄様は言うが……」

　単に待っていれば良いという訳でもあるまい。

　ましてや千里の側には、彼の子を産む気もない癖に、彼を誘惑する少女が二人も侍っている。

　お陰でウーラはどうにも落ち着かないというか、気長に待つのにも抵抗がある。

　勿論……狩られた男は複数の女性と子をもうけるのが部族の通例であるから、ウーラの焦燥感は、実は微妙におかしい。別に千里が誰と子作りの行為をしようと、最終的にウーラとの行為に及べば良いのであって、どちらが先か後かということになどあまり意味はないはずだった。

　だが――

「悠長に待っているだけではあの二名に先を越されかねん……」

　紫の瞳を物もの憂うげに細めてウーラは呟く。

「御兄様……」

　呪術師にして戦士たる彼女は敵に、あるいは悪霊の類に隙を見せぬようにと、日頃から感情をあまり表に出さないようにと訓練されて――いや躾しつけられている。それが千里の眼から見ればこの少女を取っつきにくい雰囲気にしてしまっているのだが、ウーラにはその自覚がなかったりする。

「……どうすれば御兄様は……それがしを……」

　だが夜……こうして独り部屋の中で千里を想って煩悶するウーラは、容姿こそ独特だが、何処にでもいるような恋する乙女にしか見えない。あるいはこんなウーラの姿を見れば千里も気持ちが揺らぐかもしれないのだが――そのことにはウーラ自身がまるで気付いていないのだった。まだ自分の恋心を自覚していないウーラにとって、千里の獲得は『狩り』であり『戦い』なのだ。隙を見せれば負けてしまうのだと彼女は思いっきり勘違いしていた。

「…………ん？」

　ウーラの表情が瞬間的に引き締まる。

　何者かが近付いてきた気配を感じたからだ。

　基本的にこのアバロン学園都市島の学生寮は、構造材に簡易の魔法術式が仕込んであり、各部屋が一つの結界として機能している。結ぶ世界と書いて結界と読むが、これは即ち、その内と外は読んで字の如く異なる世界と見なすという意味だ。つまりたとえ隣室に誰かいても、そこから気配が漏れてくるということはないはずだった。

　これは学生寮に設けられた一種のプライバシー保護制度である。

　ウーラの獣並みに鋭敏な感覚でも、結界の向こう側を察知することはできない。

　つまり――ウーラが気配を感じたということは、この部屋の結界面に誰かが触れたか、その内側に何らかの手段で侵入してきたことを意味する。

「…………」

　ウーラはひょいと何の気負いもない動作で毛皮の下から大振りのナイフを取り出した。

　普段の槍では室内で振り回すのに長すぎる、という判断である。本来は呪術紋を壁や地面や、あるいは自身の爪などに刻む為のものだが、勿論、鋭利なその尖端は戦闘用の武器としても使える。

　武器を常に手の届くところに置くのは、乙女の――ではなくて戦士の嗜たしなみだ。

　ウーラは気配の方向を探りながらベランダに面した窓に近付いていく。

　すると窓の向こうで、改めて気配が動いた。

　そして――

「…………ふむ？」

　こんこんと窓硝子を叩く音がする。

　窓を叩いてくるということは、寝込みを襲うつもりではないらしい。

　ウーラはとりあえず左手で窓に垂れ下がっている掛け軸を横に払い除ける。

　彼女の表情が驚きに歪んだのは次の瞬間だった。

「御兄様!?」

　ベランダに立っていたのは千里だった。

　口の動きで彼は『開けて』と言ってくる。

「……ど」

　彼女はナイフを腰巻きに差し込むと、半ば慌てた手つきで窓を開いた。

　部屋の住人の手で開かれるという行為が、錠と結界を自動的に解除する。開かれた窓から、千里はそっと足音を殺すようにしてウーラの部屋の中に入ってきた。

「どうしたのだ、お……御兄様」

　思わず鼓動が高鳴るのを抑えきれないウーラ。

　普段は能面の如く無表情を保っているその顔にも、動揺の色が浮かんでいた。

　こんなことは初めてだ。

　夜中にウーラの部屋に、しかも忍ぶようにしてやってくる――今までの千里からすればあり得ない行動だった。そもそも実家にいる頃から、千里はあまりウーラやその母親に近寄っては来なかった。干渉しないようにしていた……というのが正しいだろう。ウーラから千里の部屋を尋ねたことはあっても、逆はない。

「御兄様――」

「…………」

　どこかぼんやりとした笑顔で千里はウーラを見つめた。

　微かな違和感がウーラの脳裏をかすめる。

　だが、それを改めて意識の表面に引っ張り出すような余裕はウーラにはなかった。むしろ彼女は自分の気持ちを落ち着ける方に忙しかったからだし、次の瞬間には、その努力すらも完全に吹き飛んでいた。

　千里が腕を伸ばしてぎゅっとウーラを抱き締めたからだ。

「お、御兄様――!?」

「…………」

　驚くウーラをゆっくりと押す千里。

　ウーラはウーラで、抱き締められたまま、千里の動きに逆らわず後ずさりし――押し負けるようにして部屋の中央で膝をついた。

「…………御兄様」

　毛皮の上にウーラを押し倒す千里。

　逆らおうと思えば逆らえる程度の力だ。

　しかしウーラはされるがままになっている。抗あらがうとか従うとかそういう意識すらない。あまりにも急な――期待も切望もしていたが、まさかこんなに早く訪れるとは思ってみなかった事態に、思考が空回りして現実に追いつかないのである。

　しかも……

「キモチイイことをいたしましょう」

　とウーラの想像を裏打ちするかのように、千里は言った。

　経験がなくとも、子作りの行為が、快感を伴うのだということは、ウーラも母親から教えられて知っている。

「…………お……にい、さ、ま」

　驚愕と動揺で言葉がすんなりと出てこない。

　自分から子作りしようだの何だのと迫るのは平気でも、相手に主導権を握られてことが進むのには全く慣れていないウーラであった。

　勿論、動揺しているせいで、彼女は千里の口調がいつもと違うのにも気付かない。別人が千里になりすまして――という可能性も勿論ある訳だが、ウーラの五感、特に獣並みの嗅覚がこれは千里本人だと告げている。なまじ優れた嗅覚があるせいで、彼女は意識の端に引っかかる違和感よりも自分の嗅覚を優先的に信用したのだ。

「キモチイイことを――」

　千里の手がウーラの胸に触れる。

　それが――ある種の堰せきを切った。

「…………御兄様ッ！」

　ウーラは衝動的に千里の首に腕を回してしがみついた。

　嬉しい。どういう心境の変化かはわからないが、千里はウーラと子作りしても良いと思ってくれたらしい。達成感と、そして何より幸福感でウーラは頭の中がまっ白になる。

　ぎゅっと千里を抱き締め、そして千里に抱き締められながら、ウーラは彼の匂いを嗅いで切なげな吐息を漏らす。

　そして――

「ウーラ――――ッ!!」

　高まる情熱の炎に冷水をガロン単位で浴びせかけるように……空気をぶち壊す荒々しい怒鳴り声が割り込んできたのは、次の瞬間だった。

「……!?」

　聞き覚えのある声だ。

　だが――

「ク……クフィール!?」

　開いたまま閉じるのを忘れていた――つまりは結界も解かれたままだ――ベランダから入り込んできたのは、千里のアジャスタント、クフィールであった。

「ウーラ!?」

　クフィールはいつもの気弱げな彼女とはまるで違う、やたら気迫のこもった表情で室内の状況を――抱き合う千里とウーラの姿を見ると、ずかずか足音も荒く部屋の中に入ってきた。

　どうやらウーラと千里が抱き合っているのが、気に入らないらしい。

　千里の取り合いで負けたことに腹を立てているのだろう。

　気持ちはわからないでもないが、せっかく、千里との夢にまで見た子作りを邪魔されて相手を許せる程、ウーラも優しい性格はしていない。というかこっちはこっちで激怒しているのだった。

　なので――

「おのれ、それがしと御兄様の子作りを邪魔しようというのか！」

「誰だかしらねえがうちの妹に手ぇ出すんじゃねえ！」

　ウーラとクフィールの叫び声が微妙に嚙み合わない感じで響いた。

「…………」

「…………」

　怪訝の表情で固まるウーラとクフィール。

　数秒後――先に我に返ったのはクフィールの方だった。

「ウーラ！　俺だ――千里だ！　そっちの俺は俺じゃない！」

「何を言っているのだ貴様は」

　既に戦士としての顔――無表情の仮面に戻っている為に、表情は勿論、口調も至極冷静なものだが、中身は激怒しているウーラであった。

「それがしは貴様の妹になった覚えなどない。御兄様とそれがしが子作りするのが錯乱する程に悔しいのか？　気持ちはわからんでもないが、これ以上無礼な――」

「お前こそ何言ってんだ！　あれの中身は俺じゃねえ！」

「当たり前だ。御兄様の中身が貴様であってたまるか」

「いやそうじゃなくて……！」

「……訳がわからんが、とにかく、邪魔をするな！」

　と言ってウーラは右手の掌をクフィールの顔面に押し当てる。

　伽が藍らん堂どう流りゆう兵ひよう法ほうの奥義――振動波によって相手の中身を直接揺さぶる〈震しん電でん〉を使えばアジャスタントといえども昏倒させることができるのは、昼間の『ネオ・マカデミ・ボール』で実証済みである。

　だが何か危険を敏感に察知したらしい。クフィールは咄とつ嗟さに後方に跳んでウーラの掌から距離をとる。そこまでは……見事なものであった。

　だが――

「ぐはっ!?」

　距離を見誤ったのか、それとも誤ったのは力加減か、とにかくクフィールは勢い余って壁に激突。衝撃で壁に掛けてあった和額――『御み簾す他た亜あ武ぶ士し道どう』と書かれた色紙がべん、とクフィールの頭部に当たった。

「うー……」

「……何をしているのだお主は」

「くそ、いまいち身体の使い勝手が……」

　とか何とか言いながら頭を振って立ち上がるクフィール。

　ウーラは改めて身構えながら言った。

「とにかく邪魔をするな。それがしは御兄様と子作りをするのだ。従僕は引っ込んでいろ」

「ああもう、わかんねえヤツだな！」

「お主こそ」

「お前も魔法使いの端くれなら理解しろよ！　俺の中身が入れ替わっちまってんだよ、別の誰かと！　でもって俺はクフィールの中に入ってしまってんだよ！」

「…………」

　胡散臭そうにクフィールを見つめるウーラ。

　彼女は数秒、眉を顰めて黙考してから――言った。

「ならばそれがしと御兄様の父上様の名を言ってみろ」

「周防将まさ人とだろ」

　即答するクフィール。

　何処か苛立たしげで、何を当たり前のことを尋ねてくるんだ、といった口調だ。

　しかし……

「馬鹿め。父上様の名前は、周防武たけ人とだ」

　ウーラは冷たく言った。

「は……？」

　クフィールが眼を丸くして呻く。

「お、お前、何言って――お前こそ本当にウーラか!?　親父の名前は将人だろうが！　覚え違いしてんじゃねえよ！」

「…………」

　かなり慌てた様子で怒鳴るクフィール。

　しかし――そんな彼女を見てウーラは大きく頷いた。

「成る程、御兄様だな」

「…………おい」

　そこでようやくクフィールは――というかクフィールの中にいるらしい千里は悟ったようだった。

　周防将人の名を正しく答えられたからといって、クフィールの中身が周防千里だという証拠にはならない。クフィールが何かの折に千里から父親の名前を聞かされていたということもあり得るからだ。

　だがその程度なら……自信たっぷりに答えた名前を、即座に『違う』と否定された場合、慌てて言い訳をするなり躊躇して言い淀むなりするだろう。

　少なくともウーラの方が偽物、という発想にはなるまい。

　出題者であるウーラの方が間違っているのだと言ってくるということは、千里の父親の名が周防将人だということに、絶対の自信を持っているということになる。

「引っかけブラフかよ」

「そうでもしないと確認できまい」

　とウーラは言った。

「それはそうだが……」

「だが一体どういうことだ？　今もそっちの匂いはクフィールのものだからして、幻影でもなし、変装の類で性別や身長までは変えられまいし……」

「詳しい説明は俺にもできねえんだが。ちょっと手違いで、俺の意識が、クフィールの中に入っちまったんだよ」

「それは御兄様の魂魄がクフィールの中にあるということか？」

「まあそんな感じかな」

　クフィール――ではなくて千里は頷いた。

「面妖な……」

「中身が誰だかしらねえが、どうもそいつ、俺の身体でエロいことがしたいらしくってな。手当たり次第に女の子を押し倒しかねねえんだよ。お前にしたみたいに。だからとっつかまえなきゃならねえんだが――」

　ちなみにテジャス達は他の部屋を回っているらしい。

　この第三学生寮には三十余りの部屋が存在するが、入居者の男女は殊更に考慮されていない為、女性の生徒もいるし、生徒が男性でもアジャスタントが女性ということがある。

　千里の身体が何処に向かうかはまるでわからなかった為、手分けして順番に回っているのだという。そういう意味では千里の部屋の隣であるウーラのところで見つかったのは幸運だと言え――

「…………御兄様」

「なんだよ」

「御兄様の身体は何処に行った？」

　慌ててウーラの部屋の中を見回すクフィール――ではなくて千里（inクフィール）。

　だが既に千里の肉体の姿は、何処にもなかった。

　間抜けと言えばとことん間抜けな話だが、ウーラも突然のことに混乱していたので、気付かなかったのだ。

「…………だああ、また逃げられたか!?」

　地団駄を踏む千里（inクフィール）。

　その様子を怪訝そうに眺めながら――

「……一睡の夢か」

　ウーラは溜息をついた。






















　轟ごう々ごうと空気が吼ほえる。

　広大な蒼そう穹きゆうの真ん中を――巨大な影が遊ゆう弋よくしていた。

　空を切り裂いて飛ぶ二つの異い形ぎよう。

　それは爬虫類の肌と蝙こう蝠もりの鱗と……そして人間の眼を備えた怪物だった。

　竜。ドラゴン。

　そう呼ばれる魔獣の王。

　空中に浮かぶアバロン学園都市島には、四体のドラゴンが常に周囲を警戒するようにして飛んでいる。この真紅と漆黒の竜は、アバロン学園都市及びその周辺組織を監督する〈混こん沌とん委員会〉直下の存在である。

　戦艦やタンカーにも匹敵するかと思われる巨大な体たい軀くを悠々と飛翔させる彼等は――ふと何かに気付いたかのようにその軌道を変えた。

　翼に叩かれた空気が渦を巻き、周囲の雲が巻き込まれて千切れ飛ぶ。

　そして――

「…………やぁ」

　その二体の大ドラゴンが傅かしずくようにして頭こうべを垂れたその先。

　そこに彼等よりも随分と小さい――だが同様の形状をしたドラゴンが浮かんでいた。

〈混沌委員会〉の球卓の一つに座る存在。

　その名も〈逆らうものレベリオン〉。

「見回りご苦労様。何か変わったことは？」

「――いや。別に」

　答えたのは大ドラゴンではなかった。

　黒い大ドラゴンの垂れた頭部に立つ人影――人間の青年である。

　端整な横顔に何処か物憂げな表情が張り付いている。

　首の後ろで括った長い髪と、黒い外がい套とうと、そして腰に下げた奇妙な造りの刀が特徴であった。鞘の上から見る限り、刀身の形は――特に滑らかな反りは日本刀のものだが、柄の拵こしらえは西洋の剣のものであった。

〈混沌委員会〉に名を連ねる者ならば気付いているだろうが、青年の衣装、そしてその顔立ちは同じ〈賛美歌の娘キヤロルズ・ドーター〉と呼ばれる〈混沌委員会〉の一人と共通点が多い。恐らくは血縁者なのだろう。

　さらに――

「しかし面倒な話だな」

　そう言ったのは黒衣の青年のすぐ背後に、寄り添うようにして出現した少女だった。

　蒼い髪と――そしてそれを結ぶ大きな紫のリボンがよく目立つ。特にリボンはぴんと張っているので、それが正面から見れば獣の耳のようにも見えた。

　可愛らしい顔立ちをしているが、表情は怜れい悧りに研ぎ澄まされ、およそ迷いや揺らぎといったものが窺えない。姿は、人間で言えば十歳前後の幼いものだが――少なくとも毅然としたその佇まいは完全に成人のそれだ。

　青年と少女。

　異例だが彼等は二人併せて一人と数えて〈混沌委員会〉の議席を一つ埋めている。彼等に――特に少女に言わせれば、自分は青年の武器に過ぎない故ゆえ、一人と数える必要がないのだとか。また青年が言うには、どちらも単身ではその全力を発揮できず、二人揃った瞬間に一人となってその真価を発揮するという意味で――やはり二人で一人なのだとか。

〈終わりの魔獣ドラグーン〉。

　彼等はそう呼ばれていた。

「相手を発見しても手を出すなとは」

「戦闘にならねえに越したことはないだろ」

　と青年が言う。

　ちなみに――二体の巨大なドラゴンはこの〈終わりの魔獣〉の『力』そのものだ。此処にいる二体を含め便宜的に四体に分けて存在しているように見えるが、異相空間では〈終わりの魔獣〉本体に繋がった、いわば端末に過ぎない。

「元々面倒臭い立場なんだ。真正面から立ち回りなんぞやらかせば、もっと面倒臭いことになっちまう」

「まあそういうことだね」

〈逆らうもの〉が言った。

「僕達は元々この世界の存在ではない。本来の存在の――影みたいなもの。けれどもこの世界にとっては異物であることには変わりない。あまり過剰な干渉は双方に悪影響を及ぼす。僕達が此こ処こに呼ばれたのは本当の意味での『第三者』たることを期待されているからで――あまり大きくこちらの世界の動きそのものに関わっては、存在理由に反する。世界も僕等の様な異物を排除しようと反応してしまう」

「知ってるよ」

　と青年が面倒臭そうに言う。

　頷うなずきながらも〈逆らうもの〉は続けた。

「逆に言えば『第三者』同士でなら戦闘しようが輪になって踊ろうが、影響はあまりないんだけどね。君達のような大きな力の持ち主が本気で闘ったら、どうしても影響は出ちゃうよ。さすがに誤魔化しきれない」

「前に一度仕掛けたと聞いたが？」

　少女が尋ねる。

〈逆らうもの〉は器用に肩を竦すくめると言った。

「それは事実だけどね。〈偶像破壊者イコノクラスト〉と〈賛美歌の娘〉が二人がかりで仕掛けてし損じたんだ。普通の力押しは多分、無駄だよ」

「まあラク……もとい〈賛美歌の娘〉は、たまに抜けてるところがあるから、失敗もあり得なくはないがな」

　青年は苦笑する。

「あいつが言うには――力の大きい小さいではない感じがしたそうだ」

「〈偶像破壊者〉も同意見だよ。何にしても目的を探らなければならない。ひょっとしたら目的は僕等と同じかもしれないしね」

「だが勝手に動かれてはお互いの障害になるかも――ということか」

「そういうこと」

　少女の言葉に〈逆らうもの〉は頷く。

「理想郷はまだ遠い――か」

「そんなものが本当にあれば、だがな」

　青年は物憂げに言った。














　アバロン学園都市。

　この、異空間に隔離された空飛ぶ学園島は、何かと非常識の塊かたまりである。

　元より常識と決別した魔法使い達が造り上げた実験都市――一般人には奇怪奇天烈なことでも、魔法使いや、彼等に親しい神族魔族、あるいは精霊にとっては別に異常でも何でもないということはよくある。

　それでも、この学園都市の目的は『一般人と魔法使い達との共存の可能性を図る』為である以上、魔法使い達の側からの譲歩もそれなりにある。

　例えば暦の概念がそうだ。

　魔法使い達にしてみれば、星せい辰しんの位置だの、方かた違たがえだのと、魔術的な意味合いが絡んでくる為、一般人の暦に対する認識と、彼等の認識はまたずれてきたりする訳だが……一応、アバロン学園都市のカレンダーは、一般人達が戸惑わないように、一般社会のそれとほぼ同じに設定されている。

　当然、曜日の概念もだ。

　という訳で――

「――千せん里り、遅いな」

　でっかい時計塔の壁にもたれかかりながら、アバロン学園都市・普通科の生徒であるところの斯し波ば桜さくら子こは言った。

　その容姿は欠点らしい欠点は見当たらず、かなり正統派の美人なのだが――癖のない長い黒髪と、きつめの双そう眸ぼうがいかにも『スケバン』（死語・腐敗中）を連想させる少女で、ちょっと近付きにくい印象もある。本人に言わせると『うちほどフレンドリーな女はそうそうおらへんで？』だそうだが。

　でもって……

「遅いねえ」

　と――さして気にした様子もなく、のんびりその隣で応じるのは、小柄な少年だった。

　幼さを多分に引きずる顔立ちや、ふわふわでくるくるの癖ッ毛のせいで、どうにも少女っぽいというか……骨太さや汗臭さ、力強さなど、『男らしさ』という単語から連想されるような要素は、壊滅的である。代わりに天使のような愛くるしさが十代半ばに達しても変わらず備わっているという、ある意味で奇跡的な存在であった。

　名は薫かおる。姓は遠とお野の。

　桜子の同級生で――これでも高校生である。

「二十六分十七秒の遅刻です」

　と――時計も見ずに言ったのは、薫の隣に立っている眼鏡の少女だ。

　全体的に、灰色髪、黒と白の衣装、と色彩的には極めて地味な容姿だが――奇妙な存在感がある。よく整った顔立ちをしているが、可愛いというより『凜り々りしい』もしくは『綺麗』という印象である。

　薫がほにゃほにゃした柔らかそうな雰囲気なのに対して、こちらは全体的に硬質というか、陶器や硝子で造られた人形のような……汚れや湿りを寄せ付けないような、徹底した清潔感があった。

　フルクラム・ニルコーネン。

　このアバロン学園都市において、一般人が不自由なく生活するための支援者であり、魔法的に言えば一種の使い魔――適合補助者アジャスタント。フルクラムは薫に配されたアジャスタントなのだった。

　ちなみに桜子にも当然、アジャスタントはいるのだが、何ど処こかの狩猟性異星人プレデターの如く透明化しているので、普段は眼に見えない。彼――カーティス・クリンゲンスミスは鏡にしか映らないのだ。なので彼を視認しようと思えば、鏡に映さなければいけないという、色々厄介なアジャスタントであった。

　まあそれはさておき。

「時間にはうるさそうに見えたんやけどなあ」

　と桜子。

　会話を聞いていればわかるように、彼女等は現在――待ち合わせの途中である。

　アバロン学園都市においても休日は当然にある。

　学園都市が新学期に入ってから、二度目の土曜日。それが今日なのだ。

　アバロン学園は基本的に週休二日制である。

　で――最初の土曜日、日曜日は大抵の生徒が、まだ片付け切れていない荷物の梱包を解いたりするのに忙しかったが、さすがに二度目の土曜日となると、遊びに出掛ける余裕も出てくる。また整理しきれなかった荷物を片付ける為の棚だの、不要品をまとめるためのゴミ袋なども買いに出る必要が出てきたりもする。

　そういう訳で――桜子達はまだ、ショッピングモールに出掛けたことがないという千里を買い物に誘ったのである。

　桜子達も、まだ一度か二度、行ったことがある程度で、ショッピングモールの全容は知らない。どうせなら探検気分で出掛けようという薫の提案に、桜子や千里も乗った形であった。

　ところが。

　待ち合わせ場所に千里が来ない。

　わかり易いということで、学生寮近くのでっかい時計塔――単に時計の盤面が備わっているだけでなく、その上では巨大な天体模型が回っている――の下に決めたのだが。

「迷ってるってことはないよねえ」

「第三学生寮は眼と鼻の先ですし、さすがにアジャスタントが二体もついていて、迷うということはないと思いますが」

　とフルクラム。

「基礎的な知識はアジャスタントとして配属される際に、意識に焼き込まれますし」

「とすると寝坊かなあ。でも――」

　と薫が頭上の時計を見上げる。

　直径十メートルの巨大な文字盤の上では、針がそろそろ正午を指しつつある。

　待ち合わせは十一時半。全員揃ったところで何処かで食事をしてから、ショッピングモールに繰りだそう、という計画だった訳だが。

「昼まで寝てるってことはないと思うんだけど」

「わからへんで」

　と桜子。

「アジャスタント二体もいるんやしな。寝かして貰えてへんのかも」

「桜ちゃん、御下劣～」

　にぱっと笑いながら薫が言う。

「でも確か、そういうのしないって、千里くん言ってなかったっけ。聡さとるくんはともかく」

　ちなみにやっぱり同級生の逆さか崎ざき聡は、今回、ショッピングモール行きに加わっていない。何でも『フランカといちゃつくのに忙しい』ときっぱり――というか何というか――断ってきたのだ。

「あいつはあいつでかなり変やけどな」

　と苦笑する桜子。

「しかし……本当にどうしたんやろうな。そろそろ携帯に掛けてみるか？」

「そうだねえ」

　と薫がポケットから携帯を取り出す。

　その時――

「こんにちは」

　背後からそう声が掛かる。

「…………」

　怪け訝げんの表情を浮かべて振り返る桜子。

　そこには……声から彼女が想像した通りの人物が立っていた。

　ジャージ姿の周す防おう千里である。

　十代男子としてはやや小柄な部類に属するだろう。だが、薫と違い、やや目付きがきつい為か、中性的な雰囲気はあまりない。動物に喩たとえて薫を猫だとすれば、千里は中型犬といった感じになるだろうか。見る人間が見れば可愛いのだろうが、それなりに『男の子』としての凜々しさも備わっている感じの少年だった。

　だが――

「……千里？」

　眉を顰ひそめて桜子が問うたのは、彼女が知る彼と、そこに立っている彼とは、微妙に雰囲気が違ったからだ。

　やや真面目で。相当に頑固で。ちょっと乱暴で。少し照れ屋で。多分かなり不器用で。

　周防千里とは、おおよそそんな少年――だったはずだ。少なくとも桜子や薫が理解していた限りでは。

　なのだが……

「…………ふふふ」

　千里はすっと桜子との距離を一歩詰める。

　息が届くような距離だ。しかも彼は躊ちゆう躇ちよなく彼女の長い髪を手に取って――

「…………」

　唖あ然ぜんとしている桜子に気付いているのかいないのか、千里は何処か芝居がかった仕草で、その髪に口づけする。

「いい匂いです……」

「…………」

　まるで猫が『わん』と鳴いたのを見るかのような、変なものを見る眼で桜子は千里を眺める。ちらりと横を見てみると、薫もさすがにきょとんとした表情を浮かべていた。フルクラムはいつもの無表情であったが。

　何なのか、これは。

　これは――本当に周防千里か？

　似合わないこと夥おびただしいというか……それ以前に、何かちぐはぐというか、容姿と行動が嚙み合っていない雰囲気がある。

　しかも……

「私――くらくらしてしまいます」

「…………さよか」

　と桜子は眉を顰めたまま言う。

　明らかに訝しんでいる同級生の反応をどう受け止めているのか、千里は――あろうことか、身体を桜子にすり寄せると、その右手を桜子の胸にそっと添えた。

「ちょっ……!?」

　さすがに顔色を変える桜子に、しかし千里は甘ったるい口調で言った。

「素敵です。貴女の全てを私は知りたいのです」

　でもって――ぐにっと揉んだりして。

　しかもその口は桜子の首筋に向けて、台詞せりふと共に生暖かい吐息を吹き付けていたりする。

「さあ私と一緒に――」

　喘あえぐように掠れた声で千里が言った。

「キモチイイことをいたしましょう」

「……カーティス」

「御ぎよ意い」

　桜子が表情を消して呟つぶやいたその瞬間。




　――ごげんっ！




　といきなり千里の後頭部で危険な音がしたかと思うと、千里はべちゃりとその場の地面に倒れ伏していた。

　カーティス――桜子の『見えない執事ステルス・バトラー』が千里をぶん殴ったのである。基本的にアジャスタントは契約者の護衛役を兼ねているので、相手が誰であろうと非殺傷レベルでの攻撃は許されている。

「…………周防千里」

　地に伏せて、轢ひかれたカエルのようにぴくぴくと手足を痙けい攣れんさせている千里を見下ろしながら、桜子は辟へき易えきした口調で言った。

「キャラ変わったなー」

「テジャスちゃんに影響されたのかな？」

　と薫が面白そうに見下ろしながら言う。

　千里には例外的に二体のアジャスタントが配属されているが、その内の一体、テジャス・ファルチェスクは年中無休でエロトークを炸裂させまくるという困った性格をしている。本人がテンション高いというか、明るい性格なので、あまり陰湿には見えなかったりするのだが――

「不潔です」

　と眼鏡の位置を指先で直しながら感想を述べるフルクラム。

「……ですが、それはさておき」

　フルクラムは辺りを見回して続けた。

「クフィールもテジャスもいないというのは変です」

「……そういえばそうやな」

　桜子も辺りを見回して頷うなずく。

　確かに、『おはようからおやすみまで、契約者の暮らしを見つめ、それを補助する』のが適合補助者の使命である。影法師の如く契約者に寄り添って、魔法が使えない彼等を支援する。特殊な事情でもない限り――例えば先日の『ネオ・マカデミ・ボール』の時とか――アジャスタントが側にいない、ということはあり得ないのだが。

「……うふふ」

　にゅっと地面から起き上がると、千里は身体についた埃ほこりを払って微笑んだ。

「こ・の・照れ屋・さん♪」

「…………」

　桜子は仏頂面を浮かべながら、とりあえず全身を浸食する脱力感に耐えた。

　そんな彼女を見ながらどう思ったのか――

「致し方ありません……キモチイイことは他の方といたしましょう」

「……はぁ」

　ととりあえず掛ける言葉も見つからないまま頷く桜子達。

　千里はありもしないスカートの裾を摘んで優雅に一礼すると、即座に踵きびすを返し、すたたたた、と小走りに去っていった。

　内股で。軽く握った両手を身体の動きに合わせて左右に振りながら。

　見事な女の子走りで。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　桜子も、薫も、カーティスも、フルクラムも、言葉もなくそれを見送る。

　で……

「――あ。待ち合わせ」

　と薫が呟いたのはそれから三十秒後のことである。

「どうしよう」

「どうしようも何もなぁ」

　と桜子は顔をしかめて言った。

「どう考えても、あの千里、普通やないで？」

「まあそうなんだけどね」

　そういう千里と出会っても慌てず騒がず平然としているこの二人も、かなり普通ではない感じがするが、フルクラムもカーティスもそれ以上に普通でないので、殊こと更さらに突っ込んだりはしなかった。

　まあ類るい友ともというやつかもしれない。

　でもって――

「――桜子ッ！　薫ッ！」

　切迫した叫び声が二人の後頭部を叩いた。

「…………？」

　これまた怪訝の表情で振り返る一同。

　そこへ――

「俺を見なかったか!?」

　物凄い勢いで駆けてきて――そう尋ねるのは、ジャージを着た蒼い髪の少女であった。

　大きな、普段は気弱げに伏せがちで、何処かとろんとしたその双眸を――今はぎらぎらと血走らせ、少女は桜子に襲いかからんばかりの勢いで詰め寄る。

　いつもはおどおどした立ち居振る舞いのせいで中和というか相殺されている感があるが、長身の少女がそうして襟首を摑んでくる様は、気の弱い者なら思わず腰が退けちゃう様な迫力があった。

「なあ!?　俺を見なかったか？」

「…………」












　顔を見合わせる桜子と薫。

　これまた――二人の見知った相手ではあったが、やっぱり、彼等が知っているその人物とは明らかに言動にズレがあった。

　クフィール・アブソリュート。

　千里のアジャスタントである。

　前述の通り、長ちよう身しん痩そう軀くの――しかしその身体に似合わぬ、引っ込み思案というか、弱気というか、とにかくそういう性格の少女だ。千里と接続同調リンクすれば、強大な魔力を縦横無尽に操る魔獣の化身で、普段は隠している獣耳と尻尾も、今はもふりと生えた状態である。

　まあそれはさておき。

　クフィールの一人称は『私』だし、そもそも、『ですます』口調が基本だ。

　そんな彼女が桜子達に、自称『俺』でタメ口をきいているのは、明らかに違和感がある。

　そういえば先ほどの千里も『私』が一人称になっていたような――

「……クフィール」

　桜子が不思議そうに言った。

「あんたもキャラ変わったな」

「ああ？　キャラって――」

　と言いかけて。

　はっとした様子で桜子の襟首を摑んでいた手を離し、まるで何処かのポケットに入れた財布を捜すかのように、ぱたぱたと自分の身体を叩いて何かを確認するクフィール。

「ああ、そうか。そうだった。つい」

「何が、そうか、やねん」

　と桜子。

　そこへさらに――

「御主人様！」

「御兄様！」

　と――これまた馴染みの二人が駆け付けてきた。

　片方は黒いゴスロリ服を着た、紅い髪の少女。

　でもって片方はビキニの格好の上からライオンの毛皮を羽織り、両手にそれぞれ槍と盾――それもかなり民族色豊かな感じの――を持った、浅黒い肌の少女だ。

　ゴスロリ服の少女は先に話に出ていた、テジャス。

　槍を持った少女は、千里の妹でアフリカ産呪術戦士のウーラである。

　どうも……二人共かなり慌てている様子が見て取れた。

「なんやねんなんやねん？」

　桜子もさすがに訳がわからなくなって尋ねる。

「全員揃って――」

「いやだから、俺、っていうか、その――ああもう面倒くせえなあおい!?」

　クフィールが苛いら立だたしげな様子で言う。

「周防千里、周防千里は何処行った!?」

「…………」

　再び顔を見合わせる桜子と薫。

　やっぱり変だ。

　これではまるで――

「混乱されるのも無理はありません！」

　と言ってきたのはテジャスである。

　彼女はぐっと拳を握り締めて解説してきた。

「御主人様は、今、自分探しの旅に出ておられるのです！」

「余計混乱すること言うな――ッ！」

　叫びと共に綺麗にクフィールのアッパーカットがテジャスに炸裂。

　ぎゅんと回転しながら吹っ飛んだゴスロリ少女は……しかし空中で身を捻ひねり、何かを投とう擲てき。それがきゅきゅっと時計塔から出ていた街灯に巻き付いて、姿勢制御――テジャスはひょいと地面に降り立った。

　でもって――

「ナイスアッパー！」

　びっと親指をサムアップして告げるテジャス。吹っ飛ぶぐらいに殴られたにもかかわらず、まるで効いた様子がない。まあ本体は服なので、『芯棒』である人形筐体をどんだけ殴られても、彼女は痛くも痒かゆくもないのかもしれないが。

「褒めるな！」

「クフィちゃんもナイスです」

　とテジャスが振り返って言う先。

　彼女の袖口から延びた一本の紐が――街灯に巻き付いている。

　でもって。

「……ありがとうございます」

　などと、その先端部分で言うのは。

「…………クフィール？」

　眼を丸くして呟く桜子。

　そう。それはクフィールの、三頭身くらいに縮まった人形だった。

　テジャスは――ゴスロリ少女、そのものではない。

　少女が着ているゴスロリ服がテジャスなのである。でもって彼女は、誰かに着用されている際には、対人インターフェイスとして自分の分身人形を『織り上げる』ことができるのだが……それが、何な故ぜか今はクフィールの人形になっているのだ。

「な……何がどうなってんの？」

「細かい話は後だ」

　と言ったのはウーラである。

「早く御兄様を捕まえなければ！」

「…………」

　戦慄すら含んだ、真剣なウーラの口調に、桜子と薫が息を呑む。

　今ひとつ状況が飲み込めないが、どうやらかなり切羽詰まった状況らしい。

「今の御兄様は御兄様であっても御兄様でない。何をしでかすかわからないのだ。それがしと子作りする前に、大事なところが傷ついてしまっては、大変だ」

「お前は他のところも心配しろ――ッ!!」

　だんだんと地じ団だん駄だを踏みながら喚わめくクフィール。

「……………何、この混沌カオス」

　桜子は呻うめくように呟いた。
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「で――なに？」

　頭痛を堪こらえるような仕草で人差し指を自分の額ひたいに当てながら、桜子が言った。

「要するにクフィールが千里で、テジャスが、テジャスとクフィールな訳？」

「そういうことになる」

　と頷くのはクフィール（中身は千里）である。

　ちなみに中身が違えば仕草も違うことになる訳で、今のクフィールは微妙に目付きが悪いことに加え、背筋がピンと伸びているので、妙に圧迫感というか迫力がある。いつもの何処か気の弱そうで、低血圧そうな彼女とは、全くの――まあ実際中身は違う訳だが――別人である。

「ややこしいな……っていうかなんで、そもそもそんなことになったん？　うちらが接続同調しても、中身入れ替わったりせえへんで？」

「それなんだが――二人分、同時に接続同調してループ回路が出来上がっちまったらしいんだよ」

「意外に適当やな。魔法技術」

「本当にな」

　桜子の感想に溜ため息いきで応じる千里（inクフィール）。

「でもその千里くんの身体の中に入ってるのは、誰なんだろう？」

　と首を傾げる薫。

　そう。それが問題なのだ。

　本来なら今の千里の身体の中身は、テジャスかクフィールであるはずなのだ。

　トコロテン式に意識が押し出されたのだとすれば、当然、テジャスが千里の肉体に入るはずなのだが、何故か彼女は自分の筐体に留まったまま。

　となると、この『輪』の中に、第三者――この場合は第四者と言うべきか？　――が混入してきたことになる訳だが。

「本来……」

　テジャスの肩の上でクフィール人形が申し訳なさそうに言った。

「アジャスタントと契約者の間は……強固な防壁と、暗号通信処理が行われていますから……外部から魔力回線に侵入するのは……余程の準備期間と技量を必要とします……」

　だが千里がこのおかしな状態に陥ったのは昨日の夜中で、それもほとんど事故のようなものであるという。それに機を合わせて侵入を仕掛けるというのは、いくら魔法使いでも難しいような気がした。

　それとも魔法使いだと、占いか何かで未来もわかってしまうのだろうか。

「だから訳がわかんねえんだよな」

　と千里（inクフィール）。

「とにかく、俺の身体が余計なことする前に、とっつかまえないと」

「余計なことって――」

「勿論！」

　尋ねる薫にテジャスが――何故か凄く嬉しそうに――言った。

「えっちなことです！」

「ははあ」

　と顔を見合わせる薫と桜子。

「御主人様の中身が誰なのかは知りませんが、けしからんことに、もう、すごくエロエロです！　女の子とみればえっちなことをしようとする、本当にもうけしからんヤツです！」

「お前が言うか」

　ジト眼でテジャスを見つめるクフィール――ではなくて、千里。

「私だってまだしてないのに！」

「……結局それか！」

「それ以外何があるって言うんですか！」

　テジャスはぶんぶんと握り締めた両拳を上下させながら言った。

「私の知らないところで、知らないところで、御主人様は大人の階段を――そんなの、そんなの酷いっ！」

「酷くねえよ！」

「エッチ奉行なのに……」

「やかましい！」

「エッチするならするで、ちゃんと、初めての記念にビデオで撮らないと！　それも十台ぐらい並べて撮ると後で再編集して、『マトリ●クス』並みのアクロバティックな初エッチシーンにもできます！」

「何が楽しいんだよそれは!?」

　視点がぎゅーんと三六〇度回転するエッチシーンを想像して千里（inクフィール）は怒鳴った。想像するだけで酔いそうである。

「ぐるんぐるん回るんですよ？　回転ベッドみたいで楽しいじゃないですか！」

「んな訳あるかぁ！」

　喚く千里（inクフィール）。

　ちなみにこの事態に陥ったのは昨夜遅くだが、それからずっと千里達は手当たり次第に女の子に対して『キモチイイこといたしましょう』と持ちかける千里の身体を追い続けているのだという。

　当初は何やら『キモチイイこといたしましょう』と言って押し倒すばかりで、ほとんど口説き文句らしい言葉も言えなかったようだが――経験を重ねる内に何やら知恵が回り始めたのか、先程の桜子にしたように、色々と小技というか、何というか、そーゆーのを身に着け始めているらしい。

　まあいくら奇人変人怪人の巣そう窟くつであるこのアバロン学園都市でも、いきなり『エッチしましょう』と言われて『はいそうですか』と応じる馬鹿はいなかったようで、千里の身体がことに及ぶことはなかったようだが……このままでは千里は誰彼構わず性行為を求めて回る好色少年としてアバロン学園都市全体に知れ渡りかねない。

「…………ふと思ったのですが」

　片手を挙げて、それまで黙っていたフルクラムが言った。

「その、第三者――いえ第四者なのですが」

「……ツバメちゃん？　何か気付いたの？」

　首を傾げて薫が尋ねてくる。

「ツバメちゃんではありません。――その第四者なのですが。ひょっとして、付つく喪も神がみなのではありませんか？」

「――へ？」

　フルクラムの発言に眼を丸くする一同。

「ど、どういうことだ？」

「つまり」

　フルクラムは眼鏡に指を添えて位置を微調整しながら、言った。

「本来、アジャスタントと契約者の魔力回路に外部から侵入するのは困難。では、外部から侵入しない場合は、どうか、という話になります」

「……内部って……付喪神が何処に――」

　と言いかけて。

「――あ」

　クフィール人形がぱかっと開いた口に腕を当てた。

　付喪神。

　これは元々、日本の民間信仰における概念だ。永い歳月を経て存在を続けた旧い道具などには、ある種の神や霊魂――この都市の魔法使い達の基準で言えば精霊――が宿るとされている。

　これを付喪神、あるいは九つ十く九も神がみなどと呼ぶのだ。

　千里達の身近な例で言えば、逆崎聡のアジャスタントであるフランカなどは、旧い自動拳銃に宿った付喪神であるし、テジャスもこれに近い。

　アバロン学園都市ではこの精霊の自然発生過程プロセスを加速して精霊を作る方法が確立されていて、フランカのような存在は勿論、広義ではクフィールも精霊の一種に分類される。

「テジャスの人形筐体」

　フルクラムはテジャスを――正しくはその服型魔法具テジャスの『芯』の役目を果たしている人形筐体の顔を指差した。

「常に強力な魔法具であるテジャスさんの魔力波動を帯びている上、確かその人形筐体、元々は管理事務局で余っていた、仮想神格用のものだったはず。ということは、テジャスさんなしでも、仮想神格さえ魂込めインストールすれば、擬似的な精霊として自我意識を持って活動するはず。その仮想神格の代わりに付喪神が入っていたとしたら」

「知らず知らずの内に、私の魔力が人形の内側に付喪神を創っていたってことですか？」

　さすがのテジャスも驚いたような顔で言う。

　フルクラムは無表情に頷いて説明を続けた。

「あくまで仮説ですが。確かファルチェスク・シリーズの創始者、魔導師ファルチェスクは、対人インターフェイスとしての精霊化研究もしていたはずですし……そうした技術がテジャスの上に搭載されていてもおかしくないと思います。事実、ファルチェスク・オリジナルのファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンドは、かなり強力な精霊化機能を備えていると記録にあります」

「と……いうことは」

　テジャスが衝撃を受けたようによろめく。

「私も人形に頼らず、自ら精霊化して御主人様とえっちをすることができると!?」

「……今問題はそこじゃねえだろ！」

　と、びしりと横チョップで突っ込みを入れる千里（inクフィール）。テジャスはぎゅん、と吹っ飛んで、べしゃりと地面に倒れた。

「あ……わ、悪ぃ」

　と千里（inクフィール）は言う。

　先程のこともそうだが――千里の意識にとってクフィールの身体は反応が良過ぎるらしい。

『こいつ殴ってやろうか』などと考えると、身体が勝手に実行してしまうのである。普段は反射的にそんなことを考えても実際には手など出ないし、出そうになっても思いとどまるのが常だが、クフィールの身体だとその意識からの中止命令が間に合わないのだ。

　しかも千里は軽いツッコミを入れるつもりでも、クフィールの腕力でそれが実行されるとフルスイングのパンチに匹敵するようなパワーになって炸裂するらしい。

「だ、大丈夫か、テジャス？」

「大丈夫です！　慣れれば痛みも快感になります！」

　がばりと起き上がって叫ぶテジャス。

　さすがミスリル銀製――この魔法具少女も大概、丈夫である。

「テジャスのＭはドＭのＭです！」

「何処にもＭねえよ！　――それはさておき」

　千里（inクフィール）は言った。

「その――今の俺の中身が付喪神だったとして。妙にエロエロなのはどうしてだ？」

「それはきっと肉体に意識が引きずられているんですね！」

　とテジャス。

「お前には聞いてねえ！」

「ツンエロです！　御主人様！　口では嫌だ嫌だ言っていても身体は正直なのです！　いやんもう御主人様、そうならそうと素直になってくれれば！」

「やかましい、どこのエロ親父だお前は!?　――っていうか、お前の影響なんじゃないのか？」

「その可能性はあるやろなー」

　苦笑して言う桜子。

「…………ところで」

　それまで黙っていたウーラが言った。

「御兄様の中身の推測はいいが……肝心の肉体の方を放っておいて良いのか？」

「よくねえ、捜すぞ！　桜子、薫、すまん、ショッピングモールは後で合流するから先に行っててくれ！」

　そう叫ぶと、ドタバタと走り出す千里（inクフィール）と、テジャス、ウーラ。

　そんな彼等の姿を見送りながら――

「なんだか千里も大変やなぁ」

「だねー」

「でも楽しそうにも見えるなあ」

「だねー」

　桜子と薫は呑気に苦笑した。
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　魔法使い――特に〈学園〉系の魔法使い達は偏屈な人間が多い。

　別の言い方をすれば研究馬鹿、学者馬鹿というか、自分の目の前の研究事項について集中すると他のことが見えなくなるというか、他のことをうっちゃってでもその研究に邁進しちゃうようなところがある。食事を摂るのが面倒臭いからと四六時中点滴で栄養補給している魔法使いさえ、いるあり様だ。

　だが。

　神族や魔族ならばともかく……魔法使いも人間である。

　変な改造でもしない限り、生身の身体を持っていることに変わりはない。著しく考え方や性癖や嗜好が偏っているだけで、普通の人間にあるような欲求というのは当然にある訳で。

「…………うーん……なのです」

　研究の合間の気晴らしに散歩でも――と外に出た御み狩かり谷やはるかは、溜息をついた。

　彼女が歩いているのは学生寮近くの公園である。

　よく意外だと言われるのだが……はるかは割りと園芸の類も好きなので、植物の多い公園を散歩することは多い。ゴーレム・クリエイターとしての名前が通りすぎているので、彼女のそういう面を知っている者は、実は少数派である。以前は〈学園〉の花壇を二つ三つ管理していたものなのだが。

　まあそれはさておき。

　春――である。

　はるかが歩いている公園では、色とりどりの花が花壇にも、樹上にも、所狭しと咲き誇っていたりする。まあ特殊な空間の中に造り上げられたこのアバロン学園都市では、昼夜の別も季節の変化も全て魔法式で模倣エミユレートしたものに過ぎないが、一応実際の暦とも同期をとってある為、季節として春だというのは一般社会と同じである。

　でもって……

「誰かが変な薬でも撒まいてるんじゃないだろか、なのです」

　顔をしかめて歩きながら、はるかは呟いた。

　カップルが多いのだ。

　あっちにも。こっちにも。

　雨後の竹の子の如くデート中の男女が見受けられる。

　勿論、此処はアヴァロン学園都市――それが両方とも人間とは限らなかったりするが。

「はい。あーん♪」

「美味しいーん♪」

「やだやだ、そんなこと、ないよぉ♪」

　とか何とか――何ど処こかのアニメ第五話のよーなくねくねした動きと、何処かのアニメ第五話のよーな甘ったるい声で、お手製弁当片手に桃色空間を発生させている二人も、男の方は緑色の肌と緑色の髪をしている植物系の精霊である。女の方は髪や肌の色こそ普通だが頭部には猫のような耳がぴょこんと生えていたりする。

「恋か……なのです」

　顔をしかめてはるかは呟く。

　この公園に限らず、最近、何というか、身の回りの連中がすっかり春めいていて――どうにも落ち着かない。

　例えばメタリスなんぞはゴーレムの癖に、あの羽は瀬せ川がわ鈴すず穂ほ――ではなくて鈴すず果かの方と上手く行っているらしく、ことある毎に惚のろ気けてくるのだ。

　まあ精霊とゴーレムの恋というのも、どうなんだ、という気はしないでもないが――どちらも本来は恋愛だの何だのは必要ない存在である――ああも幸せそうな様子を見せつけられると、独り身の者としては少々寂しい気持ちもしないでもない。

　そういえば羽瀬川拓たく人とも一般人の彼女とよろしくやっているようだし。

　逆崎聡は自分のアジャスタントと既にもー色々とやっているようだし。

　佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうも似たようなものだろう。シュタイン教授はまあ、アレでいいとして――そういえば、はるかにとって魔法工学の師である寒さ河が江み教授は、どうなのか。

「そういえば、師匠は昔――」

　何か恋愛関係では手痛い思いをしたとかなんとか言っていたような。

「ふむぅ……なのです」

　溜息には切なげな響きがほんのりと混じっていた。

　はるかも……〈学園〉に籍を置く超常の者とはいえ、実際にはまだ十代の少女であることに変わりはない。普段は超伝導装甲だ、空間転移ミサイルだ、魔力変換ジェネレーターだ、可変型クラインの壺だと、諸々のメカを弄いじっていれば幸せな彼女だが、ふっと我に返ると妙に寂しい気持ちになることがあったりもする。

「難しい問題なのです」

「[image: ]っ……？」

　お供の重機動ゴーレム――〈クライスクロイツ・ドライ〉が首を傾げる。

「ああ、気にすることはないのです」

　と手を振って笑うはるか。

　まあさすがにメタリスのような擬人度が高いゴーレムはともかく、手足の生えた戦車みたいなこっち系のゴーレムに、今の彼女の気持ちを理解しろと言うのは無理だろう。

　だが、だからといってはるかが、異性を――ぶっちゃけ、彼氏を獲得するのに積極的になれるはずもない。

　そういうのは専門外なのだ。

「専門外……」

　脳のう裏りをかすめた言葉を改めて口に出してみる。

　前述の通り、魔法使い達は大抵が研究馬鹿だ。

　自分の専門分野については怪物じみた知識と発想力や洞察力を誇ったりもするが、それ以外のことについてはからっきし、などということも珍しくない。

　逆に言えば自分の専門分野については尋常ではないというか、ぶっちゃけ、大概の不可能を可能にしちゃうよーな場合もある訳で。

「いっそ高擬人度のゴーレムとか造るのも手なのです」

　という方向に思考が行っちゃうところが、まあ、はるかの問題点ではあった。

　文字通りに『彼氏を造る』だ。

「適当なモデルを仕立てて……」

　腕を組みながら考えるはるか。

　一旦スイッチが入るとその思考に没入するのは、はるかの悪い癖だ。その分、彼女の集中力は尋常でないのだが。十代の少女がゴーレムだの何だのを自分で組み立てちゃうくらいの知識と技術を得るには、それくらいでないと到底無理なのだった。

「好みのタイプにしてしまえば……好みのタイプ、好みのタイプ」

　はるかはぶつぶつと呟きながら、公園の遊歩道を歩いていく。

「まず超伝導装甲は外せないとして……」

「[image: ]っ……」

　いや、それはまず最初に外してください、と言いたい〈クライスクロイツ・ドライ〉であるが、生あい憎にくと彼は『[image: ]』しか言えない。

「好みのタイプ……うーん？」

　首をひねるはるか。

　漠然としていてもどうしようもないので、とりあえず身近な連中の中で好みに合致しそうなのを検索してみる。

　逆崎聡。パス。

　佐久間榮太郎。パス。

　羽瀬川拓人。悪くはないがパス。

　メタリス。悪くはないがパス。

　寒河江教授。悪くはないがやっぱりパス。

「……ふむ」

　こうして列挙してみると、どうも真面目な性格の者が自分の好みに近いらしい――とはるかは分析する。まあ自分の頑固で生真面目な性格を、はるかもある程度は自覚しているので、無意識の内に自己防衛のような考えが働くのだろう。聡や榮太郎みたいなタイプだと、明らかに振り回されて弄ばれるのがわかっているのだ。

　後は……

「――周防千里」

　三十人くらい比較検討した挙げ句に、最後に出てきたのはその名前だった。

「…………うーん？」

　嫌いではないが。

　歳下だし。

　背も自分とそう変わらないし。

　でも真面目で頑固なところは好印象というか、むしろ可愛――

「いやいやいやいや」

　思ってもみなかった方向へと思考が転がっていきそうになり、ぶんぶんぶんと激しく首を振るはるか。

「どうせ周防千里もクフィールとかとよろしくやっているに違いないのです」

　そう自分に言い聞かせるはるか。

　しかし――

「むむむむむ……なのです」

　一旦入ってしまった変なスイッチのせいで、はるかの脳裏には何度も何度も千里の姿がちらついてしまう。

　容貌も。性格も。まあ嫌いではない。

　ちょっと身長が足りない気もするが、はるかも別に長身ではないのでつりあいはとれそうだった。まあはるかも魔法使いの端くれ、常識の打破者としては、『彼氏は私より身長が高くないと嫌！』などと俗っぽいことを言うつもりもないのだが。

「周防千里をモデルにして――」

　彼氏型ゴーレムというか自動人形を作るのは悪くないのかもしれない。超伝導装甲はまあオプションにするとして。

　――などと。

　考え事をしていたせいか。

「…………ハードポイントの設定に自由度を持たせて、アーマード周防千里とスーパー周防千里とストライク周防千里とメサイア周防千里にオプションで対応させて……」

　その周防千里そのものが目の前に現れた時も、一瞬、はるかは自分の頭の中で組み立てかけていた、千里型リアル・ゴーレムの設計図と、自分の視覚がごっちゃになってしまったのかと思った。

「え……？」

　思わず眼鏡を取って、ごしごしとハンカチでこすってから、再装着。

　だが目の前に立っている周防千里の姿は消えなかった。

「――って。すすすすすすす周防千里!?」

　ずざっ――と飛び退いて、しかし背後に控えていた〈クライスクロイツ・ドライ〉にぶつかり、それ以上後退できない、はるか。

「どどど、どうしてこんなところに――ではなくてなのです」

　休日の公園に、千里がいても別に不思議はない訳だが。

　ジョギングでもしていたのか、ジャージ姿である。スポーツの直後というのには違和感のある、どこかぼんやりとろんとした風情であったが。

「ききき奇遇なのです。こんなところで出会うとはなのです」

　ほとんど自分でも何を言ってるのかよくわからない動揺っぷりで言う、はるか。

　だが――

「…………」

　のんびりと――だか何処か淫いん蕩とうな感じに笑う千里。

　それをおかしいと思う余裕は、はるかにはなくて。

「…………ねえ」

　すっと近付いてきた千里はいきなり、はるかをぎゅっと抱き締めた。

「ちょっ……!?　すすす周防千里!?」

「キモチイイこと――しましょう」

　台詞と共に、千里の唇が、はるかの耳をくわえる。

「…………!!」

　びくんと身を震わせる、はるか。

「な、ちょ、な、何を言って――」

「貴女と、えっちなことが、したいです」

「すすすす周防千里!?　ななな何を、何を言って――」

　ただただ動揺しまくるはるか。

　まさか千里のことを考えていた矢先に、千里本人が出てきてこんなことを言うとは思ってもみなかったのだ。

　背後の〈クライスクロイツ・ドライ〉もどうして良いのかわからずおろおろとしているばかりである。千里がはるかに攻撃でも仕掛けているのならば、彼自身の判断で報復行動にも出ることができるが、どうみてもこれは『攻撃』ではなかろう。

「キモチイイことがしたいのです……ダメですか……？」

「そ、そ、そんな、急に、その、急には、っていうか此処ではダメっていうか、その、あの、えっと……あああああ!?」

　そもそも彼氏が欲しいとか思っていたのが、いつの間にかゴーレムの設計の話になっちゃうことからもわかるように……はるかは今まで異性と付き合ったことがない。

　寝ても覚めても魔法工学に明け暮れていた専門馬鹿の彼女にしてみれば、男性から抱き締められたのすら初めての経験なのだ。

　まして耳みみ朶たぶを甘嚙みされながら『エッチしよう』などと言われた経験なんぞ絶無な訳で。

　当然ながら彼女は完全にパニくっていた。

　だが千里はこれを『拒んでいない』と判断したのだろう。

　硬直しているはるかを、抱き締めたまま茂みの陰に――

「ぬがああああああああああああああああああああああッ!!」

　獣じみた咆ほう哮こうが響き渡る。

　それと同時に――猛烈な勢いですっ飛んでくる蒼い影。

　さすがにこれは危険と判断した〈クライスクロイツ・ドライ〉が防御力場を展開。




　づがんッ！




　鋼鉄で鋼鉄をぶん殴るような音と共に、弾丸の如く突っ込んできたその人影は空中で食い止められていた。

「何やってんだてめえッ!!」

　と、歯を剝いて喚くのは――千里のアジャスタントのクフィールである。

　クフィールは蜘く蛛もの巣のような防御力場に絡め取られながらも、はるか達を睨んで喚いた。

「離れろッ!!」

「…………!?」

　さすがにこの状況で千里の口説き――だか何だかよくわからないが――に気をとられっぱなしの、はるかではない。

「ク……クフィール・アブソリュート!?」

　彼女は、自分になおもしがみついてきて、あちこちまさぐってくる千里と、激怒の様子でこっちを睨み据えているクフィールを見比べて、言った。

「あ……いや、こ、これは、その、別に」

「お前の中はエロしかねえのか！」

「……ち、違うのです、別に私は、その、周防千里が割りと好みかも、程度に思っただけで、千里と即エロいことをしようなどとおおおおおおもったわけではなくて」

「――は？」

　とクフィールの動きが止まる。

「べべべべつにこんなところで行為に及ぼうとかそういうエロいことを考えていた訳ではなく純粋に好意を抱いて、プラトニック、いや、違う、その、あの――」

「み……御狩谷先輩……」

　クフィールがやや動揺の表情を浮かべて言った。

「そそそそうなのです、そう、私と周防千里は、先輩と後輩の間柄であって別にそのあの――…………は？」

　ふと固まる、はるか。

　千里はともかく、クフィールに『先輩』と呼ばれる筋合いは、ない。

　だが――

「そ、そうだよな、そうだよな、その、御狩谷先輩と、俺とは、先輩と後輩、それだけだよな！　あはははははは！」

「そ、そうなのです、そうなのです、別に不埒なことなど考えていなかったのですあははははははははあはは！　――って」

　引ひき攣つった表情で笑ってから――我に返ったはるかは、顔をしかめて叫んだ。

「クフィール・アブソリュート、あなたに先輩と言われる筋合いはないのです！」

「え？　あ、いや、だから――」

　動揺の表情を浮かべるクフィールの鼻先に、びしりと人差し指を突き付けて、はるかは苛立たしげに言った。

「そもそもアジャスタントはあくまで適合補助者であって、契約者の恋人でも愛人でも妻でもないのです！　なので万が一、ひょっとして、あるいは、その、私が、周防千里に、な、なんというか、その、け、け、けけけ懸け想そうしていても、ま、万が一に、その、周防千里と、私が、その、あの、エ、エ、エエエエエッチかましても、あなたに問題視される謂いわれはないのです！」

「――あ」

　目を瞬かせるクフィール。

　さすがにもうこの時点では危険はないと判断した〈クライスクロイツ・ドライ〉が防御力場を解除した。

　すとんと地面に降り立つクフィール。

　彼女は何やら恥ずかしげにもじもじとしながら……言った。

「あの、その、先輩」

「だから先輩ではないのです」

「今、クフィールの中に入ってるの、周防千里なんだけど……」

「……は？」

　目を瞬かせて固まるはるか。

　彼女の頭上をひゅう……と何処か間の抜けた風が通りすぎていく。

　じりじりじりじりと時間がおよそ三十秒ばかり経過して――

「はああああああああああああああああああああっ!?」

　さすがに魔法知識が豊富で、かつ頭の良いはるかは、すぐに理解した。

　どうやら何かの事故で、千里の意識がクフィールの中に入り込んでしまっているのだ。

「じゃ、じゃ、じゃあさっきの周防千里は!?」

　冷静になって考えてみれば、先ほどの千里の言動もおかしかったような気がする。

　そもそも、はるかが、『まあ好みかも』みたいに思っていた千里は、決してあんなエロエロな奴ではなくて――

「あ、い、いや、その、い、今のは言葉の！　言葉のアヤというか！　そ、その――」

　そこまで言って。

　自分が錯乱気味なのを自覚したはるかは、深呼吸を一つ。

　はるかはクフィールに詰め寄ると、そのジャージの襟元を摑んで言った。

「……忘れなさいなのです」

「……はい」

　虎でもびびりそうな物凄い迫力を背負って言うはるかに、思わず頷いてしまう千里（inクフィール）。

　だが――

「御主人様！」

　テジャスと、そして千里の義妹であるウーラが、遅れて駆け付けてくる。全力疾走するクフィールの身体には、さすがのあの二人も追いつけないらしい。

　でもって。

「御主人様の身体、身体はどうなりました!?」

「――あ！」

「――う？」

　改めて気付いて辺りを見回す千里（inクフィール）と、はるかだが――当然の様に千里の身体は、既に何処かに去った後だった。





●　●　●






〈フィロソフィアⅡ〉。

　これはアバロン学園都市管理事務局の中枢を務める超巨大コンピュータである。

　一般社会のコンピュータとはまるで異なる次元の処理能力を持っている――一部には生体回路や魔法回路も使われている――この超々高速演算装置は、アバロン学園都市における諸々の事務は勿論だが、他にも数多くの情報処理を行っていた。

　例えば未来予測演算。

　魔法的に言えば、それはいわゆる占いの類だが――ファバロム型可能性演算機関〈ラプラスⅣ〉システムを使った未来予測能力は極めて高い。

　実に五分後の未来までは、ほぼ百パーセントの確率で、アバロン学園都市島におこる如何なる物事も、予見することができる。

　……………五分。

　この数字は一般人の感覚からすれば、恐らく、ひどくつまらないものだろう。

　だが実際にはこれは異様な数字だ。

　そもそも魔法使い達は、大なり小なりその身に魔力を帯びている為、未来予測を受け付けないというか――占術の結果が歪みがちなのだ。特に魔法使い達、どころか神族やら魔族やら精霊やらが当たり前のようにうろうろしているこのアバロン学園都市において、わずか三百秒とはいえ、ほぼ完全に先が見通せるというのは、快挙なのである。

　もっとも……これはあくまで「現状維持をすれば」という但し書きがつく。

　未来予測の結果を見て、これを変えようと誰かが動けばそれは当然に変わってしまう。

　故に、この驚異の超技術は、この〈アバロン学園都市島〉においては、あくまで突発的な事故の予防と――後は精々が、何かの目安に使われる程度のことでしかなかった。

　まあ高い技術力というものは、本当に役立つ形で生活に浸透すると、途端に目立たなくなるものだ。

　だが……

「まあ捜し物に使うには便利やわな。あと、調べ物とか」

〈フィロソフィアⅡ〉内部――その超巨大な演算能力が描き出す、仮想世界の片隅。

　即ち論理空間――アドレスＤ３８７６４９９２Ｍ。

　そこに一人の男がいた。

　当たり前のように。何の気負いもなく。まるでそこらの街角を闊かつ歩ぽするかのように。

　勿論……物質的な世界ではない。

　だが強いて物質的な世界の視界に翻訳して見れば――それは宇宙空間に似ていた。

　黒地に散在する無数の白い輝点。

　だが宇宙空間と異なるのは、その輝点が常に忙しく動き回っており――その軌道もまた、黒い論理空間の虚無に刻まれていた。複雑に移動する光とその軌跡は、呼吸するかのように明滅する複雑な模様を描き出す。仏教の素養のある者ならば、それを『曼まん荼だ羅らだ』と評するかもしれない。

　そして――

「――お？」

　黒いサングラスに黒い革ジャケット、シルバー・アクセサリを身に着けた、チンピラヤクザ風のその男は、何かに興味を引かれたのか、ある方向を振り返る。

　そこに――

「…………最初にお伝えしておきますが」

　光が凝集する。

　密度の偏差がより精せい緻ちな模様を描き出し、それは濃淡となって、やがて、一人の女性の姿をそこに描き出した。

「戦うつもりはありません」

「……一方的に殲せん滅めつするだけてか？」

　からかうように男は笑う。

　だがその女性は――白いドレスを着た綺麗な若い娘は、首を振った。

「元より私に攻撃機能はありません」

「そりゃそうやな。元々病院の医療用コンピュータやもんな？」

「…………」

　女性は眼を瞬かせて男を見つめる。

「〈仮想聖女ア　ニ　マ〉――誰かを傷つけることなんてできへんてか。まあ傷つける、危害を加える、なんてのも認識次第やけどな」

「……あなたと話がしたいのです」

「こっちはしたないな」

　言って、男は何もない空間でよっこらしょと腰を上げて、立った。

「用も済んだし、これで」

「…………困りました」

　本当に困った様子で――女性の像は途方に暮れたような表情を浮かべる。

　彼女が溜息と共に右手を動かすと――

「攻撃機能はないんやろ？」

　――男の周囲に、無数の光が凝集する。

　光芒の群れは、女性――〈仮想聖女〉の時と同じく、密度の偏差によってある姿を描き出す。

　それは……ウサギ、だった。

　十数羽のウサギ。

　それも何処かの童話にでも出てきそうな、身長一メートルちょいの、直立二足歩行をする、ウサギだ。

「可愛いなあ」

「でしょう」

〈仮想聖女〉は微笑する。

「ここ風に言えば――私の〈使い魔〉です。攻撃機能はありませんけれど。あなたの逃げ道を通せんぼするくらいのことは、できますよ」

「……まあ確かに攻撃やないわな」

　肩を竦める男。

　男はしばらく自分を囲むウサギを眺めていたが――

「もふもふしてええか？」

　ふと思いついた様子でそんなことを訊いてきた。

〈仮想聖女〉が優しい仕草で頷く。

「どうぞ」

「おお～」

　楽しそうに男はウサギの一羽に歩み寄ると、その毛皮を撫でる。

「こういうのに、割りと目がないねん」

「そうですか」

　と〈仮想聖女〉も何故か嬉しそうである。

「――お名前を聞いてもよろしいですか？」

「ＳＫ。それ以上でもそれ以下でもないわな。すくなくとも今ここでは」

「…………」

「――で？」

「目的をお聞きしてもよろしいですか？」

「秘密」

「……そうですか」

　即答する男に〈仮想聖女〉が苦笑する。

「意地悪してるんとちゃうねんで。もふもふ。観測者理論――って程でもないけどな。もふもふ。俺の答えがそのまんま他に影響するのは避けたいねん。もふもふ。俺は純粋に自分の実験の結果が知りたいだけやねやわ」

　ウサギを抱き締めてもふもふしながら男は言う。チンピラヤクザのよーな格好をしているせいか、非常に違和感のある光景であった。

「実験……ですか？」

「実験というか試行錯誤というか。今この瞬間にも、無数に行われているものの一つやな」

「…………」

〈仮想聖女〉は首を傾げる。

「では質問を変えましょうか」

「もふもふ。じゃなかった――なんや？」

「あなたは我々に――というよりこのアバロン学園都市に危害を加える可能性がありますか？　その実験の結果や、作業も含めてですが」

「危害の定義が必要やな、まず」

　へらへらと笑いながら男は言った。

「未必の故意やら、誰かを見殺しにすんのも危害の一種か？」

「それは――」

「ぶっちゃけ、目的の為に必要なら俺は百人でも千人でも殺すし、世界の十や二十、滅ぼすけどな？」

「…………」

「ただ悪意か否か言われたら、まあ、俺的には悪意やないねん。あんたらから見たら言語道断の悪人に見えるんかもしれんけどな」

「…………」

「まあ禅ぜん問もん答どうみたいなもんやしな。善とか悪とかそんな、本当に存在してるかどうかもわからん概念で、真実は語れんわなあ」

　ひゃっひゃっひゃと、喉のどを引き攣らせるような声で男は笑った。

「――とと。喋りすぎやな。よう言われんねん。もふもふ。この毛玉ちゃんに癒いやされたせいで口が滑ったわ」

「そうですか」

〈仮想聖女〉は再び苦笑する。

　だが――

「ほなそろそろ帰るわ」

　言って男がウサギの頭をぽんと叩くと、次の瞬間、そのウサギは――いや、他の全てのウサギが光の粒子に分解されて消滅した。

「――触っている間に論理構造解析を!?」

「伊だ達てにもふもふしてた訳やないで。まあ堪能もしたけど」

　と言いながら、男は歩き出す。

　方向も何もない世界だが、一歩、歩く度に男の姿はウサギたちと同様に光の粒子をばらまき、その輪郭が崩れ――

「力ちから業わざとかもいけるけど、まあ、それはまたの機会に」

「――最後に一ついいですか？」

「……もふもふさせてもろたからなあ」

　案外人は好いのか、単に義理堅いのか、ふと立ち止まって――まるで映像の逆回しを見るかのように、輪郭を再び取り戻して男は首を傾げた。

「なにかいな？」

「あなたは、十四人目、ですか？」

「……………あー」

　男は困惑したかのように頰ほおを掻かく。

「立場は近いけど、違うな」

「……そうですか」

「んじゃな」

　男は手を振ると――今度こそ、瞬時に光の粒子となって消滅した。

　そこに――

「――遅かったか」

　男と入れ替わるようにして出現したのは、幼い少女だった。

　年齢は十歳を越えるか否かといったところか。

　愛らしい顔立ちだが、ほとんど表情らしい表情がない。長い蒼の髪をまとめる紫のリボンが、まるで獣の耳のようにも見えた。

「〈終わりの魔獣ドラグーン〉――」

〈仮想聖女〉が呟く。

「電子戦ならば多少手助けができるかとも思ったが。貴女の囲みを破るとなると――」

「私達とは、ある意味で次元が違う印象でしたね」

「……印象、か」

「人工知能っぽくない物言いで申し訳ありませんが」

　と〈仮想聖女〉。

〈終わりの魔獣〉と呼ばれた少女は、微苦笑を浮かべて言った。

「それは私も同じだが。一度他の者達を招集した方が良くないか？　全員でかかればあるいは――」

「全滅させられるかもしれませんね。私達が」

「…………」

　束の間、言葉に詰まる〈終わりの魔獣〉。

「それも、印象か？」

「ええ」

「なるほど」

〈終わりの魔獣〉は頷く。

「少々甘く見ていたか。ログを見る限り、即座に敵対という訳でもなさそうだが」

「ですが引き続き警戒を」

「それは勿論」

　頷き合うと、二人はそれぞれの方向に一歩踏み出し――次の瞬間には、光の粒子となって飛散。この論理空間アドレス上から、消滅していた。
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　千里の身体が勝手に御狩谷はるかに接触――というか何というか――をしていたのは、むしろ好都合と言えば好都合だった。

　細かい事情を話す手間が省けたからである。

　元々彼女に相談して対策を練るつもりだった千里は、とりあえず捜索をウーラに任せ、はるかに今回のおかしな状況について調べてもらうことになった。なんだかんだ言っても接続同調が維持されているのであれば、そこから辿って千里の身体の現在位置も調べることができると、はるかが言ったからだ。

　でもって……

「……結論から言うと」

　はるかの、学生寮の部屋に千里達はいた。

　基本的な部屋の間取りは千里達のものと大差ない。

　だが、彼女はそれを四部屋占有していた。普通の生活空間に一部屋、魔法機器を製作・加工する為の工房に一部屋、ゴーレムだの何だのを収蔵しておく倉庫に二部屋、という構成である。

　千里達が通されたのは、工房の方だ。

　やたらとドライバーやらペンチやらがあるのはいいとして、意味不明な感じの魔法機器だの、作りかけのプラモデルの箱だのが散乱している現場は、まあさすがというか、やはりというか、実に魔法関係者の部屋らしかった。

「全体的に一つずれているのです」

　クフィールの身体に取り付けていた各種計測器を外して片付けながら、はるかは言った。

「全体的に？」

　首を傾げるクフィール（中身は千里）に頷いてから続ける、はるか。

「テジャス・ファルチェスクの中にテジャスとクフィールがいる訳ではないのです。フルクラムの意見が正しかったというべきなのです。今現在、テジャス・ファルチェスクの中に入っているのは、クフィールなのです」

「じゃあ私は？」

　と目を瞬かせながら自分の顔を指差すテジャス。

「ですから」

　はるかは溜息をついて言った。

「テジャスの意識は、今、人形筐体の中なのです」

「――あ」

　それでようやく得心の表情を浮かべて顔を見合わせる、千里、クフィール、テジャス。

　てっきり、テジャスはテジャスのままかと思っていたが、考えてみればもし人形筐体の中の付喪神――精霊が千里の中に入ったのなら、人形筐体の中は空っぽで、そこにテジャスの意識が押し出されて入っていてもおかしくない。

「ということは――」

「多分、テジャスの筐体である服を脱げば、はっきりするのです」

「では早速――」

「…………」

　さすがに今は『脱ぐな』と怒鳴る訳にもいかないので――まあクフィールの中身の千里を除けば、全員、いるのは女性な訳だし――明後日の方向を向いて視線を逸らす千里。

　勿論、テジャスはまるでお構いなしといった様子でさっさと、本来の自分の身体であるところのゴスロリドレスを脱いでしまった。

「――おお！」

　拳を握り締めて――全裸のまま何やら嬉しそうに頷くテジャス。

　その傍らには脱ぎ捨てられたゴスロリドレスと、その中でじたばたしているクフィール人形の姿があった。

「…………」

　ちらりと横目でテジャスを見る千里（inクフィール）。

　どちらかというといわゆるツルペタ幼児体型、ではあるのだが、さすがに人形筐体――よく出来ている。少女期の微妙な、滑らかな肌とその質感がよく表現されているのだ。膨らみかけの胸や、わずかなくびれが、むしろ生々しさを排して、妖精のような雰囲気を醸し出していた。

「これで今までと違って、直接、御主人様とエッチできます！」

「今までも間接的にもしてねえだろが！」

　思わず振り返って叫ぶ千里。

「些さ細さいな問題です！」

「重大だよ！」

「あー……周防千里」

　咳せき払ばらいしてはるかが会話に割り込んでくる。

　眼鏡の奥で大きな瞳が呆れたような、怒ったような、何やら微妙な色をしていた。

「な、なんですか」

「その、君は、アジャスタントとエッチなことを――」

「してませんてば」

　うんざりした様子で言う千里（inクフィール）。

「契約も別に、血を相手に舐なめさせた……だけだし。聡じゃあるまいし」

「そ、そうですか。そうなのですね。うん」

　何やら何度も自分に言い聞かせるかの如く頷いているはるかを、束の間、千里（inクフィール）は怪訝そうに見つめていたが――

「がぅぅ～」

　クフィールの声に振り返る。

　さすがにアジャスタントの彼女も、テジャスのような特殊な筐体を制御するのは難しいのか、じたばたとまだゴスロリドレスの中で人形が暴れていた。

「御主人様……」

「あーもう」

　千里はひょいとクフィール人形をドレスの中からつまみ上げる。

　クフィールはクフィールで普段と違う身体に戸惑っているのだろう。同じ人型どころかテジャスの身体は布――平面である。千里がどうにもクフィールの身体の制御に手間取るように、クフィールもまた上手くテジャスの身体を動かせないらしい。まあ元々テジャスは『芯』がなければ満足に動き回るのも至難の業であるらしいが。

「ふと思ったのですが」

　はるかが言った。

「周防千里がクフィールを着るというのはどうなのか、です」

「は……？」

「クフィールの肉体の制御が一番上手いのは、当たり前ですがクフィールなのです。この後も周防千里の肉体を追うのであれば、その辺りのことは万全を期しておいた方が良いのかもしれないのです。テジャスはテジャスで、普段から使っていた人形筐体なので、恐らく、制御はそんなに難しくないのです」

「そうですね」

　頷きながら、屈伸運動なんか始めちゃうテジャス（全裸）。

「つ……つまり」

　千里（inクフィール）が視線を逸らしながら慌てたように言った。

「お、俺にこれを、着ろと!?」

　つまんでいたテジャスのドレス――本体を振る千里（inクフィール）。

「そうなのです」

「じょ、冗談じゃない、そんな女装趣味なんか俺には」

「今はクフィールの身体なのです」

「あ。そうか――で、でも、いや、あの」

「それにテジャスの筐体に着せる服は、まあ私の予備の制服なり何なりあるですが。さすがに人形筐体までは用意していないのです」

　と、はるか。

「あの……私は……構いません……」

　と千里にぶら下げられながらクフィール人形が言う。

「御主人様の身体を早く見つけて……接続同調のレベルを下げるのが今は一番重要でしょうし……」

「そ、それはそうだけどな」

「そもそも」

　はるかが言った。

「今、周防千里の中に入っている人形の付喪神が何を思ってあんなことを――」

　と言いかけて、赤面するはるか。

　自分が千里に耳朶を甘嚙みされたこと辺りでも思い出しているのかもしれない。

「あ、あの、先輩……？」

「あ、あんなことをしているのか知りませんが！」

　強引に語調を強めて言い切ると、はるかは続けた。

「このままだと『周防千里は誰彼構わずエッチを迫るエロ魔王』という評判が立ってしまうと思われますが、良いのですか？」

「良くねえ！　……ってしょうがない」

　叫んでから、千里は溜息をつくと――床の上でもにょもにょ動いていたゴスロリドレスを手に取る。

「つうか。テジャスサイズのこれ、クフィールが着られるのかよ？」

「その辺は何とかできます！　クフィちゃんが頑張れば」

　無責任な口調で保証するテジャス。

　クフィール人形はばたばたと両手両足を動かしていたが――

「がぅ……頑張って……みます……」

　と言った。
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　ぱちん――と小さな雷が弾ける。

　空中を駆けて何度も何度も折れ曲がる青白い稲妻。

　程なくしてそれは直径二メートル程の模様を――およそ厚みというもののない平面上の複雑怪奇な図形を生み出していた。時間にしてわずかに五秒余り。完成した円状の図形は緩やかに回転しながらゆっくりと地面に降りていった。

　魔法陣である。

　まるでプリンターで描かれる絵の如く、魔法陣の平面が動くに従って、何かの物体が空間に生み出されていった。頭から肩。肩から胸。胸から腰。腰から脚。ちりちりと音を立てながら物質が配列され、形状が構築される。

　長い髪のほっそりした少女の姿を。

　やがて――

「――ん」

　ぱちんと魔法陣は弾けて消滅。

　まるで凍り付いていたかのように、髪の毛一本、動きを示さなかった少女が、眠気を払うように小さく頭を振る。

　ふわふわの、綿菓子のような髪が揺れた。

「んんっ――」

　ぽんぽんと学生服に包まれた己の身体を両手が叩いて確認をする。

　異常なし。

　そこでようやく、物質的に顕けん現げんした亜あ藍らん須す美み子こはにっこりと笑みを浮かべ、アバロン学園都市の水路脇を歩き始めた。

　亜藍須美子。

　その名は何も示さない。

　元々はアラン・スミシーという名をもじったものだ。そしてアラン・スミシーとは、アメリカの映画などで、あまりに出来が酷いとか、自分の思い通りにならなかったとか、何らかの理由で、監督やそれに類する立場の人間が自分の名前をその作品の作者として出すのを拒んだ場合に使われる名前だ。

　それはつまり『誰でもない』ということであり『架空の生いけ贄にえ』という意味にもなる。

　使い捨ての暗殺者に与えられるコードネームには相応しかろう。

　実際……このアバロン学園都市に亜藍須美子という人間はいない。

　勿論、魔族にも神族にも精霊にもその名を持つ者はいない。

　彼女は周防千里を暗殺する為に――その為だけに用意された、ただそれだけの、誰でもない存在だった。実体化の際の核、精霊の依より代しろとなる人形すら、文字通りの傀儡くぐつで使い捨て……恐らくどれだけ調べてみても大量生産された安物の人形、という以上の情報は出てこないだろう。

　勿論、須美子自身も己の主については何も知らない。

　ただミサイルのように目標に向かって追おい縋すがり――これを滅ぼすのみ。知らないことは語りようがない以上、これに優る機密保持法は存在しなかった。

「さてっと」

　須美子はぶらぶらと水路脇を歩いてゆく。

　表情は朗らかで優しいが、その頭の中では今回どうやって千里殺害を試みるか――それだけを延々と繰り返し考えているのだ。

　彼女自身は千里に対して恨みも怒りもない。だが、己の主によって千里を殺すことを楽しみと感じる性癖を与えられている。だから彼女は咄とつ嗟さに思いついた三十通りの千里殺害計画を検証しながら、上機嫌で歩いていく。

　端から見れば買い物にでも出掛ける途中の女の子――といった風情だ。

「御主人様の注文も難しいわよね」

　首を傾げて須美子は呟く。

「確実に殺せ。でもできるだけ苦しめて、死の間際に泣き叫んで悔しがるような死に方をさせろ……うーん。遠距離狙撃なんて一瞬だし。やっぱり近付いて毒を盛る――ダメかな。毒を解析して解毒薬とか術式を造られたら意味ないし」

　既に須美子は二度失敗している。

　だがそれについてはさしたる問題ではない。

　むしろ周防千里に『貴様は狙われている』という恐怖感を植え付けるという意味では、充分以上に効果を発揮していると考えられる。だから須美子には焦りも恐れもない。夕食に何を食べるかを考えるかのような、気楽な調子で千里殺害計画を練っていく。

　そんな彼女が――

「――あれ？」

　ふと顔を挙げると。

「…………」

　あろうことか――そこに千里がいた。

　でもって眼が合った。

「…………」

「…………」

　千里は、水路より数メートル高い場所に位置する道路に立っていた。

　須美子の位置は水路脇なので、二人の間には高低差がある。つまり千里が須美子を見下ろしている格好だ。何をするにしても若干、須美子が遅れる位置関係だろう。

　当然――須美子は千里が逃げ出すだろうと考えた。

　何しろ過去に二度も彼女は千里を狙っているのだ。実際、アジャスタント達の邪魔がなければ暗殺は成功していただろう。つまり千里にとって、須美子は最も警戒すべき危険人物であるはずなのだが――

「――え？」

　ぽけっと間の抜けた声を漏らす須美子。

　何故なら、千里が自分から、水路に降りる階段を下って、須美子に近付いてきたからである。

　一瞬、アジャスタント二人と義妹を連れて、彼が攻めに転じたのかとも思った須美子だが――見回してみても、あのクフィール・アブソリュートや、テジャス・ファルチェスク、それに周防・ガン・ウーラの姿も見当たらない。

　念のために視覚以外に数通りの方法で探ってもみたが――透明化の魔法か何かを使っている可能性もある――やはり護衛役の存在は感知できなかった。

　しかも。

「……なんで？」

　きょとんとしている須美子に真っ直ぐ近付いてくると、千里はにっこり笑って言った。

「キモチイイことをいたしましょう」

「…………気持ちいいこと？」

　予想外のことに混乱する須美子は、オウム返しに尋ねる。

　すると千里はとろりと緩んだ表情で喘ぐように言った。

「えっちなこと。エロいこと。十八禁なこと」

「…………」

　益々混乱する須美子。

　周防千里は一体何を考えているのか。

　一瞬、これは周防千里に化けた別人かとも考えたが、身長体重から何から、須美子の持つありとあらゆるデータが目の前の存在が千里だと告げていた。中途半端な変装や幻覚では断じてない。

　となると――

「うーん……？」

　首を傾げる須美子。

　千里はというと、やはり逃げる様子もなく、何やら期待に満ちた表情で須美子を眺めている。いや――それどころか須美子に近付いてくると、ぎゅっと彼女を抱き締めて、その上で首筋を舐めてきたりなんかして。

「…………正直、こういう反応は予想してなかったわね」

　と須美子。

　だが彼女が殊更に嫌がらないのを見て『これはいける』と思ったのか、千里は手を伸ばして須美子の身体のあちこちを触り始める。

「まあいいか」

「キモチイイこと、いたしましょう？」

「うん。いいよ」

　あっさり須美子は頷いた。

　周防千里がどうしてこんな変な反応を示すのかはわからないが、身体を開いて性行為に没入させておけば、色々と隙すきも出て殺す手段は出てくるだろう。

　まあ現時点でも隙だらけなのだが――

「何処か、邪魔の入らないところにいこっか」

「いいですね」

　全く思惑が嚙み合っていないにもかかわらず、形ばかりの合意を得ると、千里と須美子は揃って歩き出した。
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　接続同調は基本的に『常時接続』である。

　あくまでその深度レベルを段階的に選択できるだけで――一度アジャスタント契約を正式に結べば、それは繋ぎっぱなしの状態になる。アジャスタントは常に契約者の位置を把握し、影のように付き添い、何らかの理由で離れた際にも、必要とあればすぐに駆け付けることができるように配慮されているからだ。

　接続同調深度３のみ特別なグレードとして区別され扱われるのは、四六時中、アジャスタントの感覚だの意識だのに触れていると、自我境界が曖あい昧まいになったり――あるいはもっと単純に、落ち着けなくて、ストレスになったりするからである。

　誰だって一人になりたい時はある。

　誰だって放っておいて欲しい時や、話し掛けてもらいたくない時はある。

　こうした部分に配慮して、接続同調の深度は調整できるようになっているのだ。

　だが逆に言うと、あくまでそれは深度調整であって、切断ではない。

『なのできちんと落ち着いて感覚を辿れば、周防千里の身体の位置はわかるはずなのです』

　――とは御狩谷はるかの言である。

『身体の入れ替わりで混乱しているのかもしれませんが、そもそも入れ替わっているという事実そのものが、まだ接続同調が切れていない証拠なのです』

　そういう訳で――

「こっちです……」

　肩の上に乗ってある方向を指差すクフィール人形に従い、千里（inクフィール）はアバロン学園都市を駆け抜けていった。

　その両足で地を蹴り、時には水路の水面さえ蹴って――黒いミニドレスの裾を風になびかせながら。

　言うまでもなく、クフィールの身体が着ているのは、テジャスの身体だ。

　通常のテジャスよりもずっと丈が短いのは、単にクフィールの身長が高いので、その分、飾りだのスカートだのに回す量が減っただけのことである。それでも布地の量を消費するフリルだの何だのが附属しているのはそれが基本形だからだろう。

「…………」

　健康的な脚で地を蹴って、水を蹴って、あるいは風さえ蹴って駆ける魔獣の少女には、手足を大きく露出したその衣装は、その躍動感を殺すことなく、よく似合っていた。

　クフィール本来の脚力に加え、テジャスの倍力機構その他も作用して、蒼い髪の少女の姿は、残像の尾さえ引くような速度を維持している。

　とはいえ……

「…………」

　クフィールの――もとい千里（inクフィール）の表情は仏頂面だ。

　まあ女装趣味でもない限り、どれだけ似合っていようと、ドレスを着て喜ぶ少年はいないだろう。

　それに――

「……御主人様？」

　不思議そうにクフィール人形が尋ねる。

　同時に――千里の意識の中では、申し訳なさそうな表情を浮かべるクフィール本人のイメージが結像していた。

「あの……」

「…………」

　千里は無言。

　これは別に怒っている訳ではなくて――実は彼は、照れていた。

　テジャスの時は、まあドタバタしていてあまり意識していなかったが、これはある意味で密着状態ではないか。半ば肉体制御をクフィールに委ねていることもあり、クフィールに千里が抱き締められているようなイメージすらある。

　不思議と『喋る服』を着ているという不快感はない。

　むしろ――

「……クフィール」

「はい」

　呼ばれて千里の中でイメージのクフィールが首を傾げると同時に、肩の上に乗っかったクフィール人形も、もきゅっと首を傾げる。

「お前……俺のこと、何にも知らないよな」

「がぅ？」

「俺がどういう人間で、どういう性格で、どういうことをいつも考えてるかなんて、知らないだろう？」

「…………」

　困惑したかのように――恐らくは千里の意図を摑みかねているのだろうが――黙り込んでしまうクフィール。彼女はしばらくしてから、おずおずと言った。

「御主人様の履歴書は……暗記してますけど……」

「履歴書には書かれてないだろうけどな。俺は実際には小学校に五年しか行ってない」

「……そ……そうなんですか？」

「ああ」

「じゃあ御主人様は」

　クフィールは少し驚いた様子で言った。

「実は……小学六年生なんですか？」

「んな訳あるかッ！」

「がぅっ!?」

「この期に及んでボケてんじゃねえよ！　それはあれか!?　俺の身長が低いことへの遠回しな嫌味とかか!?」

「そ……そんなことは……！　あの……すみません」

　もきゅっと人形が項うな垂だれる。

　千里は溜息をついてから続けた。

「俺は一年間、行方不明だったことがあるんだよ。義務教育だから留年とかにはならなかったけどな」

「…………はぁ」

「俺には行方不明の間の記憶はほとんどない。ただ――俺と一緒に行方不明になった妹は帰ってこなかった。俺だけが帰ってきたんだ」

　正しくはその一年間の記憶だけが戻らなかったのだ。

　行方不明の後に発見された千里は――ほとんどの記憶を失っていた。自分の名前すら言えなかったのだ。彼が親元に戻ることができたのは、たまたま行方不明になった時に持っていた、名前の入った鞄を変わらず肩から提げていたからだ。

　その後……親元に戻った千里は、アルバムや各種記録を見せられて、徐々に記憶を取り戻していった。ぶちまけられたパズルのピースを再度嗔め込むかのように、幾つもの記録を自分の中に取り込んで、繋げて、何とか一枚の『絵』になるように自分の過去を再構築したのだ。

　だが行方不明の一年間。

　それを記録したものは何処にもない。

　だから――それは再構築のしようもなかった。

　それはもう、どうしようもなく失われてしまっていて――

「…………じゃあ……あの写真の妹さんは」

「もういない。死んだと言われている。多分――死んだんだろう」

「…………」

　クフィールが途方に暮れているのが千里にもわかる。

　だが彼は構わず言葉を続けた。

「俺が、多分、見殺しにした」

「……え？」

「細かいことは覚えてない。だけど俺は、一人、『待って、置いていかないで』って言う妹をその場に残して走って逃げた。その記憶だけはあるんだ……」

　それが千里の覚えている『最初の』記憶。

　後から記録を前に、改めて思い出したものではなく、自力で思い出せたものの――最初。

　だからそれは、逃れようもなく千里の在り方を縛る。

「俺は、そういうヤツなんだよ。だからな」

　千里は自嘲的に言った。

「俺を頼るな。俺を信用するな。俺自身ですら俺を信用しきれねぇんだよ。生まれたばかりのお前には『周防千里のアジャスタント』ってものしか立ち位置がねえのかもしれないけどな。俺は――」

　千里は一瞬、言葉に詰まる。

　一年間の記憶の欠落。

　奈落のような断絶の闇。

　再構築された過去。

　本来連綿と続くが故に自己を自己として認識する人間の意識。

　だがそこにもし欠落が――断絶があれば、どうなる？

「自分が、本当に周防千里かどうかすら、自信がねえんだよ」

　ひょっとしたら自分の『過去』は与えられた記録に従って取り繕われただけのものなのかもしれない。『自分はこうだった』『自分はこういう人間だった』――それを思い出したのではなく、ただ、記憶を取り戻したつもりで、実際には自己暗示を掛けているだけなのではないか……？

　千里にとって行方不明になる以前の記憶は何処か霞が掛かっているようにすら思える。

　それが記憶喪失の後遺症なのか。

　それとも――元々自分が体験したものではないからか。

　それすらも判然としない。判断する為の材料がまるでない。

「お前に縋り付いて貰えるような、『芯』のある人間じゃねえんだよ……」

「……千里様……」

「俺のせいで、俺が妹を見捨てて逃げたせいで――うちの父親と母親はいつも喧嘩して、結果的に別れた。行方不明になる前は、あんなに仲良かったのにな」

「…………それは」

「本当に俺は……自分で自分がよくわからねぇんだよ」

　吐き捨てるように千里は言った。

「だけど、だからって、これ以上誰かに迷惑かけたりする前に、妹を見捨ててきた罪を償って首括くくる、なんてのも怖くてできねえ。そもそも何があったのかすらわかんねえんだ。それを理由に自殺なんてできない」

　罪状のわからない罪。

　ただ得体の知れないそれだけが、重く重くのしかかってくる。

　振り払おうにもつかみ所がなくて――

「だから目立たないように、普通に、つまらない、いてもいなくても同じような――誰にも影響を与えない生き方をしたかったんだよ」

「…………」

　クフィールが黙り込む。

　彼女はしばらく千里の肩の上で何事か考えているようだったが――

「私も……同じですよ……？」

「何がだよ？」

「御主人様……前におっしゃってましたよね……アジャスタントの制度そのものがどうにも気に入らない、まるでそれは奴隷みたいだって……」

「あ……ああ」

「奴隷なんです……」

　とあっさりクフィールは言った。

「――え？」

「私達は……ほとんどのアジャスタントは……懲ちよう役えき刑として……あるいは危険すぎる存在として、色々と足あし枷かせを掛けられて……その上でアジャスタントとして配属されます……だから……権利とか考えられなくて当然なんです……」

「チョット待て、お前は生まれたばっかり――」

「でも」

　クフィール人形が言った。

「私の制作者であるガストン教授は――元々復讐の為の道具として私を造っていました」

「…………」

「なので、私にも何か危険な……時限爆弾みたいな……『仕込み』があるかもしれないんですよ……」

「お、お前にもわからないのか？」

「自白させられたら意味がないじゃないですか……」

「…………」

　それはその通りだろうが。

　しかし――

「多分、テジャスさんも……フランカさんも……カーティスさんも……フルクラムさんも……ほとんどのアジャスタントがそういう事情を背負ってます……罪を償うとか……危険すぎるから他に使いどころがなくて……機能の大半に封印を受けているとか……」

　目的を定められた道具。

　使い道が決まっている存在。

　もしそれが――罪を犯す為のものならば。

　それは生まれた時から罪に塗まみれているということになりはしないか？

　存在の始まりから呪われているということになりはしないか？

　だが道具自身にそれをはね除けることはできない。それは自分自身の否定に繋がる。道具の意味を変えることができるのは――それを使う者だけだ。

「……アジャスタントの数が足りないって……」

　つまりはそういうことか。

　実際、仮想神格だの人造精霊だの、作る為の技術が確立しているのなら、普通に数を揃えることはできたはずだ。まして、被験者たる一般人が様々な立場や性格の人間である以上、実験結果としての数を揃える為には、他の条件は同じにしておいた方がわかり易い。

　なのに、アジャスタントは、これでもかというくらいに個体差が激しい。

　これはつまり……元々そういう事情を背負った精霊や仮想神格、神族、魔族といった者達を配置していたからなのだろう。奴隷扱いも当然と言えば当然か。

「はい」

　クフィール人形はこっくりと頷いた。

「ごめんなさい……黙って……ました……」

「いや、それは――」

「ちょっと嬉しかったんです……」

「――は？」

「復讐の道具として造られた私が……誰かのお役に立てるって……だから……その……元々私達は……」

　人造精霊にしろ、仮想神格にしろ、彼等は造られたモノだ。

　だからその存在に目的がある。

　誰かの役に立つこと。

　逆に言えば――それを許されずにずっと封印を受けてきたクフィールは、千里のアジャスタントを拝命した時、嬉しかったという。

　犬は犬として飼われることで存在を全うする。

　道具は道具として使われることで存在を全うする。

　箱にしまわれたままの道具と、存分に使われた末に疲弊して壊れる道具と。

　果たして道具としては、どちらが幸せか。

「それに……御主人様……酷い人だったらどうしようって思いましたけど……その……優しくしてもらったから……」

「何も優しくなんかしてねえだろ」

「……そんなこと……ないですよ……服……買ってくださるとか……その……あの……生理のことも……その……」

「…………」

　そんな程度で。

　そんな気遣いという言葉にも値しない程度のことで……

「……お前さ」

　千里は呟くように言った。

「悪い男に引っかかったら即行、売り飛ばされるタイプだよな」

「がぅ……!?」

　驚いたような声を出すところを見ると、自覚がないらしい。

「俺をそこまで買ってくれるのは有り難いけどな……」

「な……何かまずいでしょうか……？」

　首を傾げるクフィール人形。

　この魔獣の少女は本気でそう思っているのだろう。

「…………」

　千里は胸の内で溜息をついた。

（ああ……そうか）

　何となくだが千里は理解した。

（どうして、こんなに腹立つのか……）

　クフィールは……別に相手が千里でなくてもいいのだ。

　千里に懐いているのではなく『契約者』である『御主人様』に懐いているに過ぎない。他に誰を知っている訳でもなく、ただ、卵から生まれた雛ひなが最初に見たものを親と思ってついて回るのと大差ない。

　千里以外の人間であっても、結果は同じだったろう。

　優しくして貰ったとクフィールは言うが、自分程度に『優しい』人間など掃いて捨てるくらいにいるだろう。

（……けど）

　クフィールの姿が記憶の中のネシェルに被る。

　親も。友も。その他大勢の知り合いも。

　彼等が知っているのは本物の周防千里で――それは今の自分とは異なるのかもしれない。今の自分は本物の周防千里の偽物に過ぎなくて、あるいは代替品でしかなくて、だから彼等が見ているのは、自分ではなくて。

　今此処にいる周防千里を本当に見ている者なんて――いなくて。

　けれどクフィールは……彼女が慕ってくれているのは今此処にいる周防千里だ。

　かつてのネシェルと同じく、背後の事情など関係なく、ただ、千里だけを見て、彼を打算なく――常識とか、世間体とか、見栄とか、そんなものとはまるで関係なく受け入れてくれている。

　それが――嬉しくて。

　つい忘れてしまうのだ。

　自分が妹を見捨てた酷い人間で、誰かに好きになって貰ったり、好きになったり、そんな――そんな幸せに浸る権利など持ち合わせていない人間なのだということを。

「……ところで」

　千里は言った。

「まだこっちで良いのか？」

　真っ直ぐ走り続けながら千里（inクフィール）は問う。

「がぅ!?　あ――あの」

「…………」

「と、通り過ぎました……」

　話に気をとられて、千里の誘導がおろそかになっていたらしい。

「だああああああ、お前な！」

　地面に靴の跡を長々とつけながら急制動。

　千里は元来た道を戻り始める。

「がぅ……すいませんすいませんすいません」

「マジな話、俺の中に入ってるアレが――エロエロなのも問題だけどな、この街でそーゆーことやりまくると、どうなるか……！」

　先程も桜子に手を出してカーティスにぶん殴られていたが……それこそ、下手な相手に当たったら殺されかねない。

「…………って」

　そこでようやく千里は気付いた。

　下手な相手どころか――そもそも千里を亡き者にせんと狙っているヤツがいるではないか。あの亜藍須美子がこの、アジャスタントもウーラも側にいない状態の千里を放置しておくだろうか……？

「やばい！　あいつに――亜藍須美子にこの状態で見つかったら、殺される！」

「…………あ」

「さすがに俺が中身の状態で魔獣形態にはなれねえだろうし……」

　今でさえ気を抜くと転んでしまいそうなのだ。元々身長が違うので、微妙に地面が遠いというか、距離感がほんの少しずつ狂ってしまう。とりあえず走ることができるのは、クフィールが曲がりなりにもテジャスの身体を使って大まかな動きを誘導してくれているからである。

「すいませんすいません」

「いいから急ぐぞ、どっちだ！」

「そこの路地を、真っ直ぐ……」

「よし」

　そして千里は走る。

　だが――勿論、この時点で彼は知るよしもなかった。

　千里の肉体が、その亜藍須美子とあろうことか、仲良く手を繋いで歩いているということに。





●　●　●






　自覚ができたのはつい先程なのだと――周防千里の中のモノは答えた。

「付喪神？」

「はい」

　こっくりと頷く周防千里の身体。

　その顔立ちも体格も完全に周防千里そのものなのだが、仕草や表情が明らかにいつもの彼と異なっている。何処かとろりと溶けかかったチョコレートのような――滑らかだがメリハリのない様子は、確かに須美子の知る千里とは全く別人のそれだった。

「……ってことはお仲間なのかしらね」

　須美子は若干呆れた口調でそう言った。

「そうなんですか？」

「私も人間じゃないしね」

　と須美子。

　二人がいるのは――空っぽのビルの一室だった。

　アバロン学園都市には、こうした未入居の物件というか――空間だけは確保したが、まだ用途も決まっていない建物やら何やらが沢山ある。これは実験が進むにつれて、必要になった施設を設置できるようにと考えられた『余裕マージン』の一部だ。

　須美子は、こうした建物の位置を全て把握している。

　この手の場所は潜伏するにしろ、対象をおびき寄せて罠に嗔めるにしろ、暗殺には便利だからだ。勿論、亜空間を新たに設定して獲物を閉じ込めるという方法もあるが、亜空間を作り出すなどという大きな魔法を使えば、学園都市管理事務局に感知される可能性が高い。むしろ、普通に隠れ家を作ったりする方が、原始的と言えば原始的だが――意外と盲点になり易いのである。

「しかし中身が入れ替わってるとはね……」

　あまりにも様子がおかしいので須美子は改めて問うてみたのだ。

　お前は本当に周防千里なのか――と。

　周防千里の顔をしたモノはあっさり首を振った。

　そして言ったのだ――自分は多分、付喪神なのだ、と。

「でも……」

　上目遣いに、自分の指をちょっと唇に咥くわえたりなんかもしながら、千里は――というか付喪神は言った。

「キモチイイこと……できますよね？」

「えっちなこと？　まあできるけど」

　須美子もこれまたあっさりと答えた。

　彼女は人形を核として顕現している式神の一種だが、きちんと実体化しているし、その肉体構造の基本は人間の少女を模しているから――人間にできることは大体、須美子にもできる。さすがに妊娠やら出産やらは無理だが、その前段階の行為は可能だ。

　元より暗殺兵器……性交渉能力は裏切り者を作ったり、相手の油断を誘ったりと、使い途が多いので、備わっていて当然なのだ。

「しかし……なんで君、そんなにエロエロなの」

「…………うーん」

　首を傾げる千里――というか付喪神。

「どうしてなのでしょう。ひょっとしたら、正式な手順を踏みたいのかもしれません」

「正式な手順？」

「何と申しますか――付喪神とは要するに、魔力とか霊力の不均衡がそのまま自己組織化して生物みたいになってしまったものでしょう？」

「そうね」

　頷く須美子。

　正確にはその定義を〈学園〉基準に当てはめれば精霊という言葉の方が正しいが、広義の精霊という語の中には付喪神も含むので、あながち間違ってもいない。

「それは……生きていないというか。あるいはまだ生まれていないというか」

「はあ？」

「蜃しん気き楼ろうのようなものなのです。揺らぎがたまたま形を持っただけで。そこに存在する為の確固たる『芯』がないというか……」

　適切な言い回しを探しているのか――付喪神は首を傾げながら言う。

「周りの環境が変わった途端に消えてしまいますでしょう」

「そりゃ蜃気楼だしねえ」

「なんと申しましょうか……自分自身の存在が曖昧といいましょうか……」

「ああ。そういうことね」

　台風とか。渦巻きとか。霧とか。あるいは蜃気楼とか。

　もっと単純に――風とか雨とか。

　それらは名称で括られることによって、まるで一個のモノであるかのように思えてしまうが、実際には周囲の環境条件が偶然に揃って造り出した一つの『状態』――別の言い方をすれば『現象』に過ぎない。

　自律し自存するものではないのだ。

　時にそれは強大な力となる場合もあるが、環境条件が変化すれば途端に消滅してしまって何も残らない。

　ある種の魔力塊――自然発生の精霊もそれと同じようなところがある。

　自然発生の精霊が『自分』を確立するのは難しい。

　大抵は自我意識を保てないまま拡散してしまう。

　偶然が生み出した彼等には存在の目的がないからだ。

　自らに『輪郭』がない――と言っても良いだろう。存在しなければならない理由がないのだから消滅してはいけない理由もない。気が付けば何となく存在していて、気が付けば何となく消滅している。大抵の精霊はそんな代物である。

　故に――精霊が精霊として完成するのは、ある種の奇き蹟せきのようなものだ。

　幾つもの偶然が重なって消滅を免れた精霊だけが、強固な自我境界面を獲得して自律した存在となる。その確率は気が遠くなる程に小さなものだ。

「付喪神は比較的、『自分』を確立し易いですが……」

　道具に付喪神が宿りやすいのは、一定の方向性を最初から持ち合わせているからである。

　単に魔力や霊力が凝こごった訳ではなく、『器』としての依代が存在するので、一旦、そこに宿ってしまえば拡散しにくくなる。刃物なら刃物、金槌なら金槌の存在理由というか性サガというか……そういうものが依代に精霊を括り付けるのだ。

　しかし――

「私は汎用型筐体の中に産まれましたもので……」

　人間を模した人形筐体。

　究極の汎用作業機械を追求してゆくと最終的には人型になると言われるが――それはつまり汎用性が高すぎて、存在の目的が絞り込めないということでもある。

「『私』があることを――私が今此処に確実に存在していることを……」

　まるで歌うような、何処か浮世離れした口調で付喪神は言った。

　生まれたばかりで曖昧な自我。

　目的も方向も未いまだ得られぬ自我。

　それが自らを確固たるものとして確立するには――自分が今此処にあると確信する為には、何かの契機きっかけが必要だ。

「それを確認したいのです……」

「その為に――キモチイイこと？」

「はい～。苦痛よりはそちらの方がよろしいのではないかと……」

　とろんとした笑顔で付喪神は頷いた。

「せっかく、生きた人間の身体の中に入れた訳ですし……キモチイイことは、何と申しますか、命を生むための儀式でもありますし。キモチイイを感じることができれば、私も私として己を確立できるのではないでしょうか……と」

「そんな風に考えてみたことはなかったわね」

　と須美子は首を傾げる。

「私は最初から目的と機能ががっちり設定されてるから」

「そうなのですか？」

「そうなのよ」

　須美子は頷いた。

　彼女は最初からやるべきことが定まっている。だから迷わないしぶれない。ただ当然のように淡々と己のすべきことを実行に移すだけだ。人形という核と、存在の目的という『芯』に、魔法の術式が魔力塊を括り付けることで亜藍須美子は完成する。

　躊躇も逡しゆん巡じゆんも困惑もない。

　ひたすらに単純シンプルな――

「だから――ね」

「……え？」

　不思議そうに眼を瞬かせる付喪神の――千里の首に、須美子の伸ばした手ががっちりと食い込んだのは次の瞬間であった。

「悪いけど、君の望みは叶えられそうにないな」

「ぐ……う……？」

「実は私の目的と機能は、君を……正しくは周防千里の肉体と精神を、完膚なきまでに破壊することなのよね♪」

　楽しげに須美子は言った。

　勿論――その間も彼女の白く細い指は、皮膚を突き破らんばかりの強さで付喪神の首に食い込んでいる。

　たとえ仮かり初そめの身体とはいえ、やはり苦しいのか、付喪神は必死に両手を須美子の手に掛けてこれを外そうとしているが……元々単なる人間である千里の肉体と、暗殺用に作られた須美子では、まるで勝負にならない。

「いくら今その肉体の主導権を握ってるのが君だって言っても、魂たましいや精神が完全に生身の脳から分離している訳じゃないでしょ。あくまで接続同調の結果として入れ替わったように見えてるだけ。だからこの肉体を破壊すれば、何処か別のところにある周防千里の意識も破壊される訳」

「…………」

　首を摑まれながらぱくぱくと口を開け閉めして喘ぐ付喪神。

　既にその顔は赤黒く腫れ上がり、唇から漏れ落ちるのは、声というよりも単なる空気の擦過音になっている。

「君は元に戻れるのかな？　それとも一緒に破壊されちゃうのかな？　ま――どっちでもいいけど。ああ、でも苦しめないといけないんだっけ。作戦立てる前に君に会っちゃったから、何も考えてないのよね」

　あくまでも気楽にそんなことを言う須美子。

　だが彼女の右手は今にも首の骨ごと握り潰さんとするような強さで、千里の首に食い込んでいる。須美子は残る左手をぽんと――まるで友人にするかのように気軽な仕草で千里の肩に置いた。

「そっか。とりあえず手足全部もいどこうか」

　須美子がちょっとした思いつきのような口調で言う。

「きちんと、もいだ傷口は縫合した上で焼いてあげる」

　笑う須美子の口の端からちろりと紅い糸が垂れる。

　彼女の中に寄生している――いや格納されている小さな蜘蛛の吐いたものだろう。紅い糸はヒヒイロカネ製の鋼糸である。彼女は主にこれを切断の用途に用いるが、勿論、糸本来の使い方として何かを縫い付けることだってできる。

「そしたら出血多量では死なないよね。ショック死しないように神経も麻痺させて。で、元に戻ったら、だるまさんなんだよ。あはははは。可愛いね」

　笑顔が何処までも無邪気だからこそ、余計に恐ろしい。

　だがその無垢とも言うべき残酷さを、恐れる者は此処にはいない。当事者以外にこの場に居合わせる者はなく――千里の肉体の中の付喪神はそれどころではなく、既に泡を吹いて半ば気絶していたからだ。

「あ。そうだ。いっそこっちから、千切りとっておこうか」

　須美子はにこにこと朗らかに笑いながら言って――淫いん靡びな手つきで掌てのひらを千里の肩から胸へ、胸から腹へ、そしてその下へと滑らせる。千里の股間を愛おしそうに撫で上げながら、須美子はほんのわずかに笑みを深めた。

「せっかくだしね」

「…………」

　既に付喪神は声も出ない。

　だが――

「さすがにそれはやめてくれないかな」

　まるで自分が股間を摑まれているかのような、心底怯おびえるような声と共に――近くの物陰に凝っていた闇が形を変えた。

「――!?」

　ずるりと床を、壁を、天上を這い回りながら、その影が瞬く間に伸びて、元々床に、壁に刻まれていた須美子と千里の影に触れる。

　次の瞬間、その影は、少女の輪郭へと集束し――

「――みゃ」

　ずるるるる――と音がしそうな感じで、影の根本、硬いはずの床から、一人の少女が浮かび上がってきた。

「おまえは……」

　呟いてから、気付いた。

　須美子の影が、少女の影に、両腕を摑まれている。

　影は実体に従うものだ。

　逆もまた――

「……！」

　動けない。

　藻掻く須美子の手首を――実体が後から影に追従するかの如く――紅い髪の少女ががっちりと摑んだのは次の瞬間であった。

「捕まえたのである！」

「うん。偉いね」

　得意げに言う紅い髪の少女を、何者かの声が褒めた。

「みゃっ……」

　嬉しそうに――撫でられた猫のように眼を細める紅い髪の少女。

　そして――

「〈フィロソフィアⅡ〉で周防千里くんのこと調べてたら、おかしな卦けが出るから来てみたけど……君がいたんでびっくりしたよ。油断も隙もないね」

　そんな言葉に――辛うじて自由になる首で振り返る須美子。

　いつの間にか、窓枠のところに一人の青年が腰掛けていた。

　見た目は平凡な人物だ。格好はそこらの一般人と大差ない。

　だが――大きな緑色の魔法機杖を抱えるようにしていることからもわかるように、彼は恐らく、魔法使いだ。

　そもそも須美子はその青年の顔を既に知っていた。

「…………羽瀬川、拓人」

「僕の名前を？」

　驚いたように青年が眼を瞬かせる。

「って……当然か。昨日に会ってるしね」

　青年――羽瀬川拓人は苦笑する。

「『敵』の素性くらいは当然に調べるか」

「みゃ。タクト、どうするのであるか？」

　須美子の両腕をがっちりと摑んだまま、紅い髪の少女が尋ねる。

　こちらの名前も須美子は既に調べて知っていた。

　タナロット・アンサーティン。

　特異的な魔法使いである羽瀬川拓人が生み出した――怪物だ。

　神族でも魔族でもないのに、それらと同等の不滅的属性を持つという存在。『未確定アンサーティン』とは、その存在のあり様をそのまま示す名前であった。

「…………くっ」

　短く呻く須美子。

　羽瀬川拓人と、その使い魔であるタナロットは、それなりに有名だ。

　そもそも〈連盟〉消滅の一件に関しても、この若い魔法使いはその渦中にいた。調べればすぐにその名に行き当たる。

　平凡で人畜無害そうに振る舞っているが、とんでもない。

　暗号名〈聖母〉――この羽瀬川拓人は、その気になればたった一人で世界を滅亡させることもできる存在なのだ。

「タナロット。そのまま捕まえておいて。物理的にも、魔法的にも。自律型といっても、何処かで監視モニタはしてるだろうから、黒幕のところまで逆探するよ」

「了解なのである」

　タナロットは頷く。

　同時にトントンと拓人は手にしていた杖で床を叩いた。

　次の瞬間、床に影で描かれた巨大な魔法陣が出現。それが緩やかに回転しながら、須美子の影に食い込んでいく。

　逆探知用の魔法を起動する為のものなのだろう。

　しかし――

「ひいいいいいいいいいいいいいいいきゃあああああああああああああッ！」

　須美子が――吼えた。

　悲鳴とも、絶叫ともつかぬ甲高い声が微妙な震えを伴って辺りに響き渡り……そして。

　壁に数本の亀裂が走った。

　更に――

「――！」

　ずずずずずず――と鈍く低い轟音が響く。

　次の瞬間、壁を突き破って……否、呪文の超高速詠唱により召喚され、壁そのものを依代として顕現した巨大蜘蛛が、壁を崩しながら壁から剝はく離り。

　巨大なコンクリートの顎を開いて拓人に襲いかかる。

　だが――

「――〈防壁ジエリコ〉よ在あれ」

　拓人の呟きに応じて、きゅきゅきゅ、と杖が鳴く。魔法機杖の機能を使っての超圧縮高速詠唱。事前に登録し、儀式を済ませ、発現直前で停止させておいた魔法を、鍵呪文キースペルで即座に行使する技法だ。

　淡く輝く半透明の壁が拓人と蜘蛛の間に展開――蜘蛛の顎が、がちんと拓人に食らいつく直前で阻まれる。コンクリート製の顎はがりがりとその防御力場平面を掻くが、火花が散るばかりで、一ミリたりとて拓人に近付くことができない。

「タクト！　大丈夫であるか？」

　須美子を押さえたまま己の主人の名を呼ぶタナロット。

「大丈夫だよ」

　と落ち着いて頷く拓人。

「普通の人間ならともかく、魔法使いにこの程度――」

　と言いかけて。

　はっと拓人の表情が強張る。

「…………〈魔弾カスパル〉！」

　再び杖が高速詠唱。

　虚こ空くうに滲み出た数発の魔力弾が巨大蜘蛛を撃つ。呪文詠唱から着弾まで一秒強。素早い対応ではあったが――しかし既に動き始めていたその脚を止めることはできなかった。

　魔力弾は巨大蜘蛛を直撃、その身体に大穴を穿うがったが、振られた脚はそのままの勢いで旋回し――狙い違わず、タナロットに物理的にも魔法的にも捕まえられていた須美子を、刺し貫いた。

「しまっ――」

　――爆音。

　部屋を丸ごと吹っ飛ばすだけの爆発力が炸裂し、外に面している壁が窓ごと吹っ飛んだ。

　もうもうとたちこめる塵煙。

　そして――

「……我は羽瀬川拓人――超常なりし技の使い手なり。風よ。その清き流れを以もつて大気の濁りを払ふつ拭しよくせよ」

　通常の呪文詠唱を行う拓人の声が響く。

　次の瞬間、一陣の風がいきなり吹いて、それはその場で竜巻となり、まるで掃除機のように辺りに立ちこめる塵煙を巻き取っていく。

　やがて……

「みゃほっ……みゃほっ……みゅうううう。煙たいのである……」

　柱だけ残って、壁という壁が吹っ飛んでしまったその部屋には、拓人と、そして咳き込むタナロットと、瓦が礫れきだけが残っていた。

「逃げられちゃったね……」

　召喚された蜘蛛の目的は、拓人達を倒すことではなかったのだ。

　逆探知されそうな須美子そのものを破壊することだった。

　当然、蜘蛛も須美子を破壊したのと同時に、自爆している。

「やっぱりまだまだ僕は研けん鑽さんが足りないな」

　苦笑する拓人。

「みゃ。いつもいつも逃げて卑怯なのである！」

　ぷんすか怒った口調でタナロットがぶんぶんと両手を振り回しているが――

「明確に相手の姿が見えない分、厄介だね、これは」

　拓人は溜息をつく。

「ところでタクト」

「うん？」

「スオーセンリは何処に行ったのであるか？」

「……あ」

　拓人の顔色が変わる。

「い、今ので吹っ飛んじゃった!?」

「みゅ。わからないのである」

「さ、捜して、タナロット、その辺りに埋まってないかな？　し、死んでなければ何とかなるから！」

「みゅ。わかったのである」

　今ひとつ、凄いんだか凄くないんだかよくわからない魔法使いとその使い魔は、慌てて瓦礫が散らばる部屋の中を、千里の肉体を捜して右往左往し始める。

　そこに――

「――もう逃がさねぇぞ俺の身体ッ!!」

「がぅ～」

　辛うじて残っていた壁をぶち抜いて、飛び込んでくる――影。

「みゃ？」

「――あ」

　拓人とタナロットが眼を瞬かせて見つめる先には、何やら黒い――しかも丈の短めなゴスロリドレスを着て、首には首輪までしちゃってる獣耳少女が一人いた。

「周防千里くんの――アジャスタント？」

「あ？」

　クフィールが怪訝そうに眉を顰める。

　その肩では彼女自身を象ったらしい人形がばたばたと手脚を動かしていた。どうやらクフィールの急激な動きについていくのに――しがみつくのに必死であるらしい。

　まあそれはさておき。

　羽瀬川拓人。

　タナロット・アンサーティン。

　二人を順番に眺めて――

「だ……誰？」

　困惑した様子でクフィールは言った。





●　●　●






　幸か不幸か――千里の肉体は爆発の巻き添えにはなっていなかった。

「私……困ってしまいます」

　付喪神は勿論、とっくに爆発の現場から離れていた。

　てくてくと当てもなく歩いて、たまたま水路の上をやってきたアバロン学園都市のゴンドラに乗り込むと、ぼんやりとそのまま移動中だ。

「ただキモチイイことがしたいだけですのに……」

　ちなみにアバロン学園都市の水路におけるゴンドラは、管理事務局によって制御されている為、船頭なしでも自動的に動いて都市内を巡回する。いってみれば船型の自動走路のようなものなので、低速で水路の端を移動する為、いつでも乗り降り可能だ。

「どうして皆さん、邪魔をしようとされるのでしょうか……」

　相手に拒まれたり、変な横槍が入ったり、挙げ句に殺され掛けたり。

　付喪神は初めて直面する『現実』に打ちのめされていた。

　性的快楽というものは、それを目的に文化や技術が発達しちゃう程、強烈なものであるという。間違いなくそれは存在の原動力そのものなのである。

　だからこそ人間の生身で実際にそれを体験すれば、自分の『輪郭』もはっきりするのではないか――そう付喪神は期待した訳だが。

「ずるいです」

　千里本人がいたら「ずるいとかずるくないとかの問題じゃねえ！」などと突っ込むところだろうが、勿論、そんな常識論を唱える人間は近くにいない――どころか、ゴンドラには今、付喪神しか乗っていない。周囲にも何艘かのゴンドラが流れに沿って動いているが、どれも無人の状態だ。

　途方に暮れた状態で付喪神は独りゴンドラの上で揺られていた。

　そこに――

「見つけたぞ」

　そんな声がした。

「…………？」

　眼を瞬かせながら付喪神は周囲を見回すが、水路のゴンドラの上にも、水路両脇の岸にも他に人影は見当たらない。

　不意に――付喪神の周りが陰る。

　反射的に頭上を振り仰ぐ付喪神の上に、何かが覆い被さるようにして落ちてきたのは次の瞬間であった。

「――！」

　咄嗟にゴンドラの上で横に逃げる付喪神。

　一瞬前まで千里の肉体があった場所に、ほとんど音らしい音もたてずに着地したのは――

「あれ？　貴女は――」

　見覚えのある少女だった。

　確か付喪神が初めて自我を覚えた部屋の、隣にいた――

「周防・ガン・ウーラ」

　少女は自ら名乗った。

　基本的にあの時と少女の格好は変わらない。胸と腰を覆う下着のような衣装で、首と腰には石を加工したらしき飾りがじゃらりと揺れている。ただし今はその上から獣の毛皮を帯びており、更には右手に槍、左手に盾を携えていた。

「貴様が何者なのか知らないが、御兄様の身体、返して貰うぞ。それは――」

　少女は一瞬、考えてから、言った。

「それがしのものだ」

「あ。そうなのですか」

　と付喪神。

　中身が千里なら『んな訳ねえだろ！』と喚くところだろうが、付喪神はほんの少し首を傾げて困ったような表情で言った。

「でも私もキモチイイことをするまでは、この身体から出る訳にもいきませんし」

「それがしも御兄様の子種を貰うまでは、その身体を他者の勝手にさせる訳にはいかんのだ」

　そこまで言って。

「…………」

「…………」

　見つめ合う――もとい睨み合う付喪神とウーラ。

　やがて……

「あの――」

「なんだ」

「この身体で子作りできればいいのなら、私と此処でえっちしてもいいのでは？」

「…………」

　しばらくウーラは眉間に皺しわを寄せて考えていたが。

「……おお！」

　ぽんと手を打つ。

　どうやらそこには考えが至っていなかったらしい。

「利害の一致だな」

「――一致すんなッ！」

　叫び声が響いたかと思うと――次の瞬間、ゴンドラの上に三人目の人影が飛び降りてきた。先のウーラと異なり、づどん、とかなり剣呑な音がして、水の上に浮かぶゴンドラが大きく前後に揺れる。

「貴女は――」

　付喪神が最初に見た少女。

　クフィール・アブソリュートである。

「む――クフィール、ではなくて御兄様」

　ウーラが眉間に皺を寄せて言う。

「どうして邪魔をするのだ」

「するわい！　大体、お前、俺の身体だったら中身は何でもいいのかよ!?」

「先日、テレビで学んだのだが」

　至極真面目な表情でウーラは言った。

「既成事実というものを作ると、後はデキ婚とかいうものになだれ込めるそうなのだ」

「変なところだけ現代日本に毒されてんじゃねえよ！」

　と千里（inクフィール）。

「御兄様を獲得するのに手段は選ばない」

「選べよ！　頼むから！」

　まあ千里の性格からして、本当にウーラと千里の身体がそーゆー行為をいたしてしまったら――そんでもってその後、ウーラが妊娠したとわかったら、是が非でも責任をとろうとはするだろう。なのであながちウーラの考え方も間違っていない訳だが。

「冗談だ」

　にこりともせずにウーラは言った。

「近寄って抱き締めたところを組み伏せるつもりだったのだが」

「冗談か!?　本当に冗談か!?」

　ジト眼で睨む千里（inクフィール）。

　そんな二人をとろんとした眼で眺めながら――

「で――お決まりになりましたか？」

　付喪神は尋ねてきた。

「どちらが私とキモチイイことをするのか」

「そういう揉め方してんじゃねえ！」

「ええ？　そうなんですか？」

　付喪神は付喪神でイマイチ状況がわかっていないらしい。

　妙に熱を帯びた眼で千里（inクフィール）を見つめて付喪神は言った。

「では貴女が私とキモチイイことをするんですね？」

「しねえよ！　俺もウーラもしねえの！」

「では私は誰とキモチイイことをすればよろしいのでしょうか？」

「知らんわっ！」

　喚く千里（inクフィール）。

　そこへさらに――

「御主人様！」

　テジャスも追いついてきた。

　もっとも小さなゴンドラの上は既に満杯状態なので、彼女は飛び移ることなく、水路脇の岸辺を小走りに付いてくる。

　いつものゴスロリドレスと異なり、御狩谷はるかの制服を着た彼女は、何だか別人のようで、妙に清楚で可愛らしい印象になっているのだが……勿論そんなことに気をとられている余裕は千里（inクフィール）にはない。

「さて。追い詰めたぞ。今度こそ逃がさねえからな」

　千里（inクフィール）はじりじりと自分の身体に近付きながら言った。

　傍目にはまるでクフィールが千里を襲おうとしているようにも見える。

「そうはおっしゃいましても……」

　付喪神は困った様子で言う。

「私、キモチイイことをするまではこの身体から出る訳には参りませんし」

「知ったことか！　他人様の身体で勝手なことほざくな！」

「酷いです」

　付喪神はいじけたように眼を伏せて言った。

「キモチイイことを自分だけ独占するなんて……」

「独占してねえよ！　つかお前の方が何倍も酷いだろうが！　そもそもお前何なんだ、本当に付喪神なのか？」

「はい」

　何を今更？　といった様子で付喪神は言った。

「テジャス・ファルチェスクの人形筐体の中で、テジャス・ファルチェスクの、周防千里に対するエロエロな執念の魔力波を受けて形成されたのがこの私なのです」

「……やっぱりお前が元凶か」

　千里（inクフィール）が横目で、水路脇を駆けるテジャスを見た。

「と……ということは……」

　テジャスは衝撃を受けたようだった（今更に）。

　彼女は立ち止まり、震える手で付喪神を指差して――言った。

「その付喪神は私と千里様の子ということに！」

「ならねえよ！」

　喚く千里。

　制服着ていようが、ちょっと可憐に見えようが、やはりテジャスはテジャスなのであった。当たり前だが。

「嗚呼！　お母様！」

「嗚呼！　我が子よ！」

「気色の悪い話すんなッ！」

　水路越しに、まるで何かの歌劇でも演じるかの如く、互いに手を差し伸べて呼び合う付喪神とテジャスを千里（inクフィール）は怒鳴りつけた。

「ああもう、とにかく、押さえつけるぞ、ウーラ！」

「了解した」

　じりじりとゴンドラの上で千里の肉体に迫る千里（inクフィール）とウーラ。

　だが――

「ああ……私の、私のささやかで汚れなき願いを、皆が邪魔をします……」

「ささやかかもしれんが汚れまくってるだろうが！」

「絶望しました……かくなる上は、舌を嚙み切って死のうと思います」

「死ぬなっ！　つかそれで死ぬの俺の身体だろうが！」

「……あ。そうですね」

「だああああああ、もう！」

　地団駄を踏む千里（inクフィール）。

　飛び掛かろうと思えば飛び掛かれる距離と位置なのだが、不安定なゴンドラの上、しかもクフィール自身は泳げないので、迂闊に動けないのだ。千里も慣れない肉体の制御がどれだけできるかわからないので、万が一にも捕まえ損なって水路に落っこちると、色々ややこしい。

　そんな感じでぐだぐだの状況に千里（inクフィール）が苛立っていた――その時。

「――死ぬの、手伝ってあげるよ」

　不意にそんな声が響いた。

「策士策に溺れるって言うしね。もう面倒臭いから今回は力押しで行っちゃおう♪」

「…………!?」

　愕然と周囲を見回す千里（inクフィール）。

　次の瞬間、ゴンドラの周りで爆発的に十本余りの水柱が立ち上った。

　大量の飛沫が降り注ぎ、幾つもの虹が千里達の周囲に乱れ立つ。

　そして――

「亜藍須美子……！」

　愕然と千里（inクフィール）が叫んだ。

　水面を突き破って出現したのは十体の巨大な鋼の蜘蛛。

　そしてその中の一匹の上に、ちょこんと腰掛けて笑っているのは――千里（inクフィール）の言葉通り、亜藍須美子だった。

「……む」

　反射的に身構えるウーラ。

　だが――

「なんだ……!?」

　彼女は槍の後端、石突きの部分に奇妙な手応えを覚えて振り返った。

　水飛沫と共に生じた虹が――消えない。

　むしろその七色をめまぐるしく入れ替えながら広がり、互いに繋がって、筒状の壁をぐるりと一同の周りに造り上げていた。

「結界……か」

　呟くウーラ。

　彼女の言葉を証するかのように、虹の壁の表面には『封』『塞』『閉』『異』『遮』などといった漢字が滑るように循環して、奇怪な様相を呈している。ウーラの知る呪術大系とは明らかに異なるが、本質的な効果は同じだろう。

「出られないよ♪」

　須美子は楽しげに言う。

　直径十メートル――水路の幅一杯に広がった筒状の空間。

　大量の水と。数艘のゴンドラと。僅かに切り取られた護岸と。

　それが彼女の敷いた処刑場の全てなのだろう。

「外から入るのも中から出るのもダメ。最初の時は簡易結界だったから破られちゃったけどね。教訓を生かして今回は念入りに術式組んであるから、上位神族や魔族でもそうそう破れないよ。どうしてもって言うなら私を破壊しないとね」

　楽しげに須美子は言う。

　やはり以前と同じくその立ち居振る舞いは天てん真しん爛らん漫まんといった様子で、暗殺という言葉に伴う仄ほの暗ぐらさが微み塵じんもない。彼女にとって周防千里を殺すということは存在理由そのものであり、後ろめたさや罪悪感を感じたりする余地など何処にもないのだろう。

「……須美子」

　ウーラが無表情に言った。

「お前はどうして御兄様を殺そうとするのだ？」

「御主人様に言われたから」

　一瞬の逡巡もなく即答である。

　だが――

「殺さないでくれ」

　そんな言葉に須美子はきょとんと眼を瞬かせた。

「――は？」

「頼む。殺さないでくれ。御兄様はそれがしにとって大事な人なのだ」

　ウーラは無表情に――だが真剣な口調で言った。

「おい、ウーラ……」

　慌てたように千里（inクフィール）が声を掛けてくるが、ウーラは構わず続けた。

「お願いする。御兄様を殺さないでくれ」

「…………何言ってんの」

　不思議そうに須美子は言った。

「私がどうして君のお願い聞かないといけないの？」

「…………」

　ウーラは無言。

　その紫の瞳は静かに須美子を見据えている。

「私は周防千里を殺す為に存在してるんだから、ウーラのお願いは聞けないんだよ」

「……そうか」

　ウーラは頷いた。

　ほんの少し彼女が落胆しているように見えるのは、気のせいだろうか。

「一度は友と呼んだ相手に刃を向けるのには忍びないが――情けも持たぬ傀儡ならば是非もなし」

　そこまで言った瞬間。

　ウーラの姿が――ゴンドラの上から消えた。

「我が奥義にて汝なんじを屠る」

「ウーラ!?」

　愕然と頭上を振り仰ぐ千里（inクフィール）。

　一瞬で五メートル以上の高さに跳躍したウーラは、そこで――

「臨りん……！」

　唇から漏れる鋭い呼気。

　ウーラの舌と唇が複雑に動いて言霊を綴る。

「――兵びよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ前ぜん行ぎようッ！」

　それは修験道や密教において、呪力を持つとされた九つの漢字。

　いわゆる――九字護身法において用いられる呪文だ。元々は行者達が入山時に唱えていたとされる退魔護身の術だが、後に転じて乱らつ破ぱ――俗に忍者と呼ばれる者達が、忍術を使う際の精神集中にも用いたとされる。

「伽が藍らん堂どう兵ひよう法ほう奥義の零ゼロ――〈獣じゆう神しん変へん化げ〉」

　ぞわりとウーラの金髪が逆立った。

　同時に彼女の瞳が――細くなる。

　まるで獣の、それも猫科の肉食獣のように。

「あああああああああああおおおおおおおおおおおおおッ！」

　空中で身を捻ひねるウーラ。

　彼女は水の上に――いや、鋼鉄の蜘蛛の上に両手両足を使って着地した。

　槍と盾はその背に付属している。恐らく金具の類で服に固定してあるのだろう。

　勿論、蜘蛛は自らの脚を動かしてウーラを攻撃する。だが、彼女は人間とは思えないような身軽さで蜘蛛から蜘蛛へ、あるいはゴンドラへと次々に跳んで攻撃をかわしていた。

　両足に加えて両手をつき、恐ろしく身を低くしながらも、俊敏に動き回るその姿は、まさしく獣のそれだ。蜘蛛達は彼女を叩き落とそうと脚を振り回すが、あまりの素早さと姿勢の低さで、鋼の脚は彼女の頭上を虚しく通り過ぎるばかりである。

「ウーラ……!!」

　その様子を見ながら愕然と呟く千里。

　そういえば彼女は言っていた――獣の皮を被るのは祖そ霊れいたる獣神と一体化する為だと。

　西洋の人狼伝説は、実は獣の皮を被ったヴァイキングなどを怪物的に語ったのが始まりだとも言われているが……獣の皮なりその一部を身に着けたり食べたりすることによって、獣の強きよう靭じんさや俊敏さを人間の身体に取り込もうとする呪術的風習は、世界各地に数多く存在する。

　ウーラの使うそれもまた、東洋武術や呪術と、アフリカのそれと、あるいはさらに異国のそれとが混ざり合って生まれたものなのだろうか。

「――ッ！」

　次々と鋼鉄の蜘蛛の脚をかいくぐり、ウーラは人間のそれとは明らかに異なる動きで蜘蛛の上の須美子に襲いかかる。

　だが――

「お馬鹿♪」

　笑いながら須美子はぽんと蜘蛛を叩く。

　同時に蜘蛛の全身から何十本という糸が発射された。

　魔法を伝導し鋼鉄をも切り裂く魔法鋼――ヒヒイロカネの切断糸。それは空中でいきなり幾何学的に折れ曲がりながら、四方八方からウーラに向けて殺到した。

「ウーラ！」

　切迫した声で千里（inクフィール）が叫ぶ。

　無理だ。あの攻撃はいくら何でも避けることはできない。動きが速いとか遅いとかいう問題ではないのだ。そもそも身をかわすべき先が――ウーラ一人分の空間すら残さぬ、高密度の攻撃である。どちらに逃げても彼女は数十数百の肉片に分断されるだろう。

　かといって素手でヒヒイロカネの切断糸を受け止めるのは不可能だ。

　触れれば触れた瞬間にそこが裂ける。最善は、ある程度までは切り裂かれるのを覚悟で、硬度の高い武器なり防具なりでこれを受けて、流す方法だが――

「サムライが武器棄ててどうすんの」

　須美子の声には明白な嘲あざけりの響きがあった。

　確かに――ウーラはその〈獣神変化〉なる術で超人的な運動能力を手に入れた。

　恐らくその術は降霊術の亜種で、獣の霊か何かを己の内に降ろして同化し、自分の肉体に潜む獣としての力を最大限に引き出すものなのだろう。

　だが……獣は武器を使えない。

　人が万物の霊長たりえるのは武器が使えるからだ。どんなに強大な獣であろうともライフルを持った人間には勝てない。最強の獣とはつまり武器を持った人間なのだ。

　ならばウーラは――

「馬鹿は貴様だ」

　その声は獣化したはずのウーラの唇から漏れていた。

「――え？」

　銀光一閃。

　旋回したウーラの槍がヒヒイロカネの切断糸をはじき飛ばす。

　ウーラは――次の瞬間、傷一つ負うことなく、槍と盾を構えたまま須美子と同じ蜘蛛の上に降り立っていた。

「武器が――」

「勿論使えるとも」

　姿勢はやはり獣のように低いが――しかし彼女はしっかりと両手に槍と盾を持って身構えている。須美子は〈獣神変化〉状態のウーラが、槍と盾を捨てていないことに注目すべきであったろう。

「人にして人に非あらず。獣にして獣に非ず」

　ひゅんと音を立てて槍が旋回する。

　その穂先が僅かにぶれた。

　伽藍堂流兵法奥義の一変化の三――〈震しん電でん〉。

　全身の筋肉が生み出した震動波を相手に叩き込む技であり、それを武器に重ねて使えば斬れぬものを斬る絶対の刃となる。金属製のこの大蜘蛛だろうと、切断糸だろうと、そして亜藍須美子本人だろうと。

「人の技に獣の力。故に我等それを〈獣じゆう神しん〉と呼ぶ。技に技を重ねて達する境地こそが奥義――ただの獣になるだけの術が奥義なはずもなかろう」












「驚いた。色々隠し技持ってんのね」

「…………散れ」

　呟くように言ってウーラが槍を繰り出す。

　左斜め下から右斜め上へ――超震動を乗せた文字通りに必殺の刃が、低い低い位置から、足下の蜘蛛ごと須美子を両断せんと跳ね上がる。

　しかし――

「残念♪」

　空中に火花が咲いた。

　四方八方から放たれたヒヒイロカネの糸が布を織るように面を成し、更には幾層も重なって、ウーラの薙なぎを食い止めたのである。

　しかも――

「ぬっ!?」

「分身の術――」

　須美子は笑いながら言う。

　彼女の笑い声は文字通りに四方八方から届いていた。

「なんちゃって♪」

「…………面妖な」

　呟くウーラ。

　水路上に浮かぶ十体の蜘蛛。

　その全ての上に須美子が笑いながら座っていた。

「「「ああ。言っておくけど」」」

　音声多重で須美子が言う。

「「「残像とかそーゆーのじゃないからね？　全員同じ力を持ってるよ？」」」

「……大量生産かよ」

　呻くように千里（inクフィール）が呟く。

　恐らくこれは須美子の言う通り、残像でもなければ、文字通りの『分身』でもないのだろう。強いて言えば『複製』だ。

　元々……須美子は人形を依代にして顕現している。その人形を複数用意できれば、こんな芸当もできるのだ。いや――そもそも亜藍須美子を名乗っている霊体そのものが、複製可能な代物なのかもしれない。だとするとこれは本当に十人分の亜藍須美子を相手に闘うことになる訳で。

「言ったでしょ。力押し」

　須美子は笑った――十人揃って。

　彼女を倒さねばこの処刑場の結界は解けないという。

　ではどの須美子を倒せば良いのか？

　あるいは全員を倒さねば結界は解けないのか……？

「くそ……こんな時に」

　千里（inクフィール）は呻くように呟いた。

　彼の戦力とも言うべき二人のアジャスタントは今、その能力を完全に発揮できない状態にあった。

　クフィールの場合、最大戦闘能力は魔獣化した際に引き出される。

　だが今のクフィールの肉体に入っているのは千里で、クフィールの意識はテジャスの中だ。さすがに千里には魔獣化はできないし、変身それ自体はできたとしても、クフィールのようにその魔獣形態の肉体や、魔法を操ることはできないだろう。

　またテジャスも今は人形筐体の中だ。

　こちらには然さしたる戦闘機能もないようだし、あってもテジャスには満足に使えまい。

「――ぬっ!!」

　ぢぃんぢぃんと金属が弾き合う音が響く。

　二人の須美子がウーラに攻撃を仕掛けているのだ。

　耳障りな金属音と共に無数の火花がウーラの周囲に乱れ咲く。

　さすがのウーラも大蜘蛛二体の切断糸をさばききるので手一杯らしい。表情は相変わらずだがその動きに余裕がない。須美子を倒すのも、蜘蛛の上から離れてゴンドラに戻ってくるのも難しいようだった。

　そして――

「「「「お兄ちゃんは私と遊ぼうね」」」」

　言いながら残り八人の須美子が千里達の乗るゴンドラを包囲する。

　クフィール。千里。テジャス。そして付喪神。

　ウーラを除いて本調子な者は――まともに戦える者は此処にはいない。

　だが――

「……御主人様」

　千里の耳元でクフィール人形が囁いた。

「あの……いいですか？」

「なんだ」

「細かな力の制御ができないだけで……御主人様……私の身体……とりあえずは普通に操れますよね……？」

「まあ同じ人型だからな。けど――」

「だったら制御は私がします……御主人様は存分に動いてください……」

「――あ？」

「少しテジャスさんの身体の扱い方もわかってきましたから……御主人様が動きすぎる時は私が服を締めたり緩めたりして調節します……私の身体だから……多分……それで大丈夫なはず……」

「…………締めるって……どうやって？」

「……こんな風に」

　とクフィール人形が言うと。

　するすると黒いミスリル銀製の布地が変形していく。

　ミニのドレスから――余計な布地を省いた、その分、身体の線が浮き出るかのような――筋肉の形状をそのままなぞるかのような縫製の、ボディ・スーツ形状へと。

　それはもう衣装というより第二の皮膚だった。

「この方が……私も自分の身体と同じ感覚で動けます……」

　クフィール人形がそう言った瞬間。

「じゃあとりあえず――」

　八人の須美子が艶然と笑い、数百本の切断糸が放たれる。

「全員だるまさんになってもらおうかな？」

　かくかくと、空中で鋭角に幾度も折れ曲がりながら襲いかかる微細な刃。

　それを――

「――ならねえよ！」

　叫びながら千里は――クフィールの肉体は旋回した。

　空中に伸び上がりながら右腕を振って切断糸を絡め取る。今のクフィールの身体を覆う黒いボディ・スーツはヒヒイロカネと同じ魔法金属たるミスリル銀製である。強度は勿論、魔法伝導性も高い。

　魔力によって複雑な動きをしていた切断糸は、まるで死んだヘビの如くくたりと力を失う。ミスリル銀に触れたことで魔力を吸収されてしまったのである。

　だが。

「ぅおっ……」

　空中で呻く千里（inクフィール）。

　全力で腕を振った為に、クフィールの肉体は過剰な程の回転を示して自らの動きに引きずられ――

「……！」

　――ない。

　まるで拘束具のようにボディ・スーツ状のクフィールが、腕と腰の動きを締め付けて、余計な力を他の部分に流したのだ。

（これは――）

　そのまま千里は絡め取った糸を強引に引き、その抵抗を足掛かりとして、さらに空中へとクフィールの身体を跳ね上げる。

　糸を切り離すのが遅れて姿勢が泳ぐ蜘蛛の一体へと飛び掛かり、千里は拳を固め、その上に乗っている須美子に拳を撃ち込んだ。

　だがさすがに不安定な足場の上、腰の入った素早い一打ではない。

　須美子は余裕を持ってこれを回避――

「――え？」

　――できない。

　千里の――クフィールの身体の動きが、途中からいきなり変化したからだ。

　動作中に、いきなり加速した直突きの拳は、須美子の腹部を真っ直ぐ捉えた。

「ぎゃんっ!?」

　犬の悲鳴のような声を漏らしながら吹っ飛ぶ須美子。

　何かの破片のようなものが撒き散らされ、そして空中で――爆発。

　疑似物質化していた霊的構造体を破壊され、小さな人形に戻ったその須美子は、そのまま水路に落ちてぼちゃんと小さな水柱を生んだ。

「…………！」

　残る須美子達がざわめく。

（――なるほどな）

　緩める。締める。

　筋肉の動きに従って力の出し入れを行う。

　クフィールがやっているのはただそれだけのことだ。だが結果的にそれはクフィールの肉体に備わった筋力を、無駄なく発揮させることに成功していた。

　いや、それだけではない。今須美子にぶちかました拳のように――引き絞った矢を解き放つが如く、急激に拘束を解くことによって、本来はあり得ない急加速を、それも動きの途中で掛けることができるのだ。

（いける……！）

　千里は確信した。

　主を失い動きを鈍らせる足下の蜘蛛に向け、千里は膝をつくようにして掌底突きを叩き込む。鈍い音と共にべこんと鋼鉄製の蜘蛛は頭部を凹ませ、まるで血反吐を吐くかのように何やら歯車と鋼糸とその他諸々、砕けた部品を撒き散らした。

「……よし」

　沈み行く蜘蛛を蹴って跳躍、千里はゴンドラに戻った。

「テジャス！」

「はいな！」

　ぴょんと跳んでテジャスが岸からゴンドラに乗り移る。

「こいつらは俺とクフィールで何とかする。お前は俺の身体守っておいてくれ。頼む」

「御意」

　と人形筐体に入ったテジャスが頷く。

　彼女は状況についていけずにおろおろしている付喪神に、覆い被さるようにして押し倒し、ゴンドラの底に身を伏せた。

　包囲を狭めてくる須美子と蜘蛛達を身構えて振り返る千里（inクフィール）。

（なるほど――）

　千里はこの身体での戦い方を朧気ながら理解していた。

（要はイメージだ。ゲームやってる感覚か）

　例えば――格闘漫画を読んだり、格闘ゲームをしたりしていると、別に修練もしていなくても、何となく自分が強くなったように感じるのはよくある話だ。

　勿論、実際には強くなどなっていない。それは単なる錯覚だ。

　筋力も。反射速度も。動体視力も。その他諸々が実際に強化された訳でもないのだから、当たり前の話である。どれだけ『勝てる』イメージを思い描いても、現実が――自分の肉体がそれに追いつかないのだから、実現できるはずがない。

　では――もし。

　ゲームや漫画を読んで思い描いた動きを、実際に再現できるだけの身体があれば？

　そして曖昧な動きのイメージをそのまま現実に持ち込むことができるような――各部の筋力の微調整を行ってくれる服を着ていれば？

　それは現実のものとなりはしないか？

　例えば全身の筋肉の動きを一つに束ねて撃ち込む掌底。

　例えば地を這うような高さから真っ直ぐに高速で撃ち出されるアッパー。

　例えば四肢を振る反動を利用して途中で軌道を変える蹴り。

（――できるできないじゃねえ）

　自分が勝った瞬間を思い描き――現実をそこに押し込むのだ。勝利に辿り着くのではない。先に勝ったという結果を置いて、そこに現実を強引に引き寄せるのだ。

　まるでゲームのコマンドを先行入力して相手をハメるかの如く。

　人間の身体ならそんなことは不可能だ。

　だがクフィールの身体なら。

　テジャスの身体に入ったクフィールの補助があれば。

（――できる！）

「くっ……!?」

　須美子達が蜘蛛を操って糸を繰り出してくるが、千里はこれらを再び四肢を使って絡め取り、構わず跳躍しながら須美子の一人に肉薄する。

　須美子が叫ぶように口を開いた。

　その喉の奥から放たれるのは声ではなく――やはり糸。

　だが真っ直ぐに撃ち込まれてくるそれを、クフィールの動体視力ははっきりと視認していた。咄嗟に横へと避けることを考えた千里の意識に肉体が反応――それを最小限の動きに拘束衣が押さえ込む。

　結果――わずか数ミリの見切りでクフィールは、須美子の放った糸をかわして相手に摑みかかった。

「どうしてこんな――」

「悪ぃな」

　千里は言った。

　クフィールの顔がにっ……と獰猛に笑う。

「うちのアジャスタントが強すぎてさ」

「…………！」

　愕然とする須美子の腹部に再び掌底突きを叩き込む千里。さすがに相手は女の子、顔面を殴るのは気が引けたのだが――

「悪いね」

　須美子は言った。

　掌底は彼女の腹部に達する直前――数ミリの間かん隙げきを残して停止していた。

　須美子が勝者の余裕を示して艶然と笑う。

「私達、沢山いてさ」

　勿論、今の一撃は千里が自ら止めた訳ではない。

「…………」

　ぶるぶると強い力の拮きつ抗こうを示してクフィールの腕が震えている。

　左右の須美子から咄嗟に投げ掛けられた糸がクフィールの手足に絡み付いてその動きを阻害しているのだ。ミスリル銀の拘束衣をまとっている為に切り刻まれることはないが、代わりにその動きは四人の須美子によって押さえ込まれていた。

　だが――

「それがどうした」

　千里（inクフィール）の言葉と共に――きゅっと拘束衣が緩む。

「「「きゃあっ!?」」」

　音声多重で悲鳴を上げながら須美子達が宙に舞った。

　強引に手足を動かした千里の動きに対応しきれず、自らの糸に引っ張られて釣り上げられてしまったのだ。

「だあああああああああッ！」

　吼える千里（inクフィール）。

　クフィールが制御するテジャスの身体は、元々、装甲倍力服の機能を備えている。有り余るクフィールの力を千里の意識でも御せるようにと、今は便宜的に拘束衣の形になってはいるものの――勿論、本来の機能を発揮し、逆に特定の動きだけを倍力化することもできるのだ。

　釣り上げられた左右四人の須美子は――引きずられるままに千里達の頭上で正面衝突。

　爆発と共に人形となって全て落下した。

「――これで残り三人」

　真正面の須美子にそう言って掌底を叩き込む千里（inクフィール）。

　吹っ飛んだ須美子もまた、空中で爆発して人形になった。

　ぼちゃんと小さな水柱と共に水中に没する須美子人形。

「残り二人」

　呟くように言って千里（inクフィール）は跳躍する。

　それを追って糸を吐く大蜘蛛達。

　切断糸の群れは、空中で何度も折れ曲がりながら複雑な陣形を描き、千里（inクフィール）を絡め取る。

　勿論、先ほどと同様に彼を切断することはできないが――

「――！」

　激しい飛沫を撒き散らしながら千里（inクフィール）は水中に没した。

　力業というのなら須美子の使い魔たる蜘蛛達も負けてはいない。その巨体と重量を生かして、糸で絡め取った千里とクフィールの肉体を水面下に引きずり込み、窒息させる作戦なのだろう。

（くそっ……!?）

　急に重さを増すクフィールの肉体。

　思うように動けない。全身を見えない手で押さえ込まれているかのようだ。

　これは別に水の抵抗だけではなかろう。水の中に沈みながら千里（inクフィール）は傍らでじたばたと暴れるクフィール人形を見た。

（そういやクフィールは泳げないんだっけか）

　息苦しさの中で、出会った日に彼女が溺れたのを思い出す千里。

　勿論、千里は泳げる訳だが――クフィールが泳げない以上、力の微調整が利かない。特に泳ぎというものは全身のバランスが重要だ。水中ともなれば無重力と同じ――力任せに水を掻いてもその場でくるくると回るだけである。

　ましてや何本もの糸と、重り――蜘蛛たちに引きずられているのであれば――

「……！　……!!」

　クフィールは慣れない水の中で半ば恐慌パニツク状態である。

　さらに――

「……！」

　がぼりとクフィールの口から泡の塊かたまりが吐き出される。

　さらに糸を絡めてきた蜘蛛達が、クフィールの身体そのものを締め付けているのだ。

　水路は決して深くはない。だがそれでも中型から小型の船舶が行き来するのに支障のない程度の水深はある。具体的には平均して四メートル弱。充分以上に溺死可能な深さであった。

　一方――

「御兄様!?」

「御主人様!?」

　ウーラが思わず振り返り、テジャスがゴンドラの上で身を起こす。

　勿論――その隙を見逃す須美子達ではなかった。

　刃が空を切る音と共に切断糸はゴンドラを三分割。前後を切り飛ばされたゴンドラの残骸に水が流れ込み、テジャスと付喪神の憑ついた千里の肉体は、水中に没していく――

「――！」

　千里の身体を追って水に飛び込もうとするウーラ。

　しかし――

「よそ見してる場合じゃないでしょ」

　ウーラの相手をしていた須美子がにこやかに言い――背後から振り回された鋼鉄の脚が、ウーラの背を打つ。

「がっ……!?」

　吹っ飛ばされるウーラを、しかし手を伸ばした須美子が空中で摑んで引き戻した。

「ぬ……う……」

「とりあえず私の目標は周防千里だから。ウーラは邪魔しなければ殺さないでいてあげてもいいよ？」

　にこにこと見た目にはまるで邪気のない表情で言いながら、須美子は蜘蛛の背に苦く悶もん中のウーラを押し倒す。

「お友達だもんね？」

「…………」

　ぎり、と歯を嚙み締めるウーラ。

　無防備な背中を打たれて精神集中が途切れた瞬間に〈獣神変化〉は解けている。勿論ウーラの技はそれだけではないが、須美子の膂りよ力りよくも尋常ではなく、押さえ込まれては使える技もほとんどない。

「ああ。でもダメかな」

　ふと思いついたように須美子は言った。

「君は、周防千里の、妹だもんね？」

「それが、どうした」

「さあ？」

　朗らかに笑う須美子。

「とにかく――」

　そこまで須美子が言った――瞬間。




　ごばッ!!




　いきなり水面が爆はぜた。

　大量の飛沫を舞わせながら空中に躍り出る――人影。

「御兄様!?」

　ウーラの台詞の通り――それは千里だった。

　クフィールの身体が、千里の身体とテジャスの身体を抱えて水中から飛び出してきたのである。

　だが――

「――どうやって!?」

　須美子の驚きも当然だろう。

　少なく見積もっても蜘蛛四体分――三トンを越える重量と、ヒヒイロカネ製の糸による拘束。動きもままならぬ水中において、千里（inクフィール）はこれをどうやって脱したのか。

「勿論――」

　空中からウーラと須美子のいる蜘蛛の上に飛び掛かりながら千里（inクフィール）が言った。

「ぶっ壊したんだよ！」

　テジャスと付喪神――二人を抱えたまま、彼等を振り回す反動を使って、千里（inクフィール）の身体が空中で回転。

「ふぎゃああああ!?」

「のほおおおおお!?」

　悲鳴を上げるテジャスと付喪神なんぞにはまるで構わず、千里（inクフィール）は回転による捻りを加えた――そしてクフィール（inテジャス）の倍力機能によって強化された蹴りを大蜘蛛にぶちかました。

　ごぉん！　と音を立てて大蜘蛛の頭部がへこみ、次の瞬間、圧力を吸収、あるいは逃がしきれなかったらしい腹部や脚部が音を立てて弾ける。

「こうやって――水底で、素手でな！」

「……！」

　あくまでクフィールが上手く動けないのは踏ん張りどころのない『水中』だ。

　水路の水底になれば――そこは地面と同じである。勿論、水の流れで通常は立つこともできないはずなのだが、逆に大蜘蛛達の束縛がクフィールの身体を固定することになった。しかも元々の馬鹿力に加え、テジャスを帯びたクフィールの身体に、水の抵抗など然したる障害にはならない。水底に脚を踏み締めた千里（inクフィール）は、クフィール本来の腕力を更に倍加させて、強引に蜘蛛達を『解体』したのである。

「パニクるクフィールを落ち着かせるのに手間取ったけどな」

「がぅぅ……」

　びしょ濡れのクフィール人形がぐったりした状態で千里（inクフィール）の肩にしがみついていた。

「しぶといわね」

「うるせえ！」

　蜘蛛に食い込ませた脚を軸として蹴りを放つ千里。

「うちの妹を押し倒してんじゃねえよ！」

　須美子はこれを跳躍してかわしたが――

「――!?」

　その腹部を銀光が貫いたのは、次の瞬間だった。

　ウーラが咄嗟に放った槍である。

「……あれ」

　ぱちくりと眼を瞬かせながら、不思議そうに自分の腹に刺さった槍を見つつ――よろめくようにして数歩下がる須美子。

　己の身体から槍が抜けた瞬間、彼女は水路に落下した。

　どぶんと水面下にその姿が消え、次の瞬間、爆音と共に巨大な水柱が発生する。

　これで残りの須美子は三人。

「だああああああああああああああッ！」

　ぶん、とテジャスと付喪神を頭上に放り上げると、沈みかけの蜘蛛を蹴って跳躍する千里（inクフィール）。彼は水しぶきで生じる幾つもの虹をクフィールの身体でぶち抜いて残り三名の須美子達に迫った。

　対する――須美子達と大蜘蛛達は一斉に同じ行動を採った。

　蜘蛛が、巨大な鋼鉄の顎で須美子達の首をくわえ込んだのだ。

　まるで大蜘蛛が、主である須美子を喰い殺そうとしているかのようにも見えるが――違う。既に千里はその状態の須美子と蜘蛛を一度目撃している。恐らくはそれが彼女等の『合体』なのだろう。




　ぎおおおおおおおおおおお！




　奇怪な咆哮を放ちながら、大蜘蛛達が、水面を蹴って空中に跳ね上がる。

　奇しくもゴンドラを足場に跳躍した千里（inクフィール）も空中にあった。

　一瞬にも満たない早業で大蜘蛛達は互いに糸を発射。それを絡み合わせて千里を包囲するかのような三角形を描く。

　そして――

「――！」

　糸を介し空中で互いに引き合う蜘蛛達。

　猛烈な勢いで包囲が縮まる。爆発ならぬ爆縮。咄嗟に逃げようとする千里（inクフィール）の身体に、残りの須美子達が四肢を絡ませてしがみつき、にこりと笑い――




　――轟音。




　空中に巨大な爆発の花が咲いた。

「御兄様!?」

　愕然と叫ぶウーラの左右に、蜘蛛や人形の破片に混じって――今更のように、長い長い悲鳴の尾を引いて落ちてきたテジャスと付喪神がばしゃんと着水。

　そして――




「がぅっ！」




　黒い獣が降ってきた。

　全身を――頭部すらも――ぴったりと覆う、まるで影のような人型。

　それはばしゃんとウーラの側に着水すると、ばたばたと無様に両手を振り回して一度水中に没してから――すぐに浮かび上がってきた。

　ごぱ、と音を立てて頭部を覆っていた黒い布が外れる。

「ぶはっ!?」

　クフィールの顔で千里が喘ぐように息を吐いた。

　同時に頭部を覆っていた布はするすると折り畳まれねじられて――色すら瞬時に変化してクフィール人形になる。三頭身のクフィールはわたわたと両手両足を振り回して恐慌状態であった。

「クフィール、暴れるな、落ち着け、もう一回、俺に基本の動き任せろ、そしたら泳げるから！」

「がぅ～」

　千里の言葉にクフィール人形が情けない声を上げる。

　どうやら爆発の瞬間、クフィール人形が、自分を構成していた部分の糸も解いて全身を覆い尽くしたらしい。咄嗟の対処としては上出来以上の部類だった。

「とりあえず――何とかなったか？」

　辺りを見回して言う千里（inクフィール）。

「……多分」

　近くに流れてきたゴンドラにつかまって、油断なく周囲を見回してからウーラも小さく頷いた。

　既に須美子も大蜘蛛も残っていない。

　水路には蜘蛛の残骸らしきものがあちらこちらで小さな山を成していたが、それらが再び動き出す様子はなかった。

　敵ながらも噓はついていなかったようで――虹色の光と無数の循環する文字によって編まれた結界は、緩やかに透明化して消滅しつつある。

「しかし……」

　眼を回しているテジャスと付喪神を引っ張って、ウーラと千里（inクフィール）は水路の岸に辿り着いた。

「一日に二度――いや、毎日になんのか。命狙われてたらたまんねえな」

　岸にテジャスと付喪神を引っ張り上げながら千里が言う。

「亜藍須美子だっけ。何者なんだあいつ……」

「わからん」

　自らも岸に上がりながらウーラが言う。

　だが――




『君は、周防千里の、妹だもんね？』




　ふと顔をしかめて動きを止めるウーラを、千里が怪訝そうに眺める。

「どうした？」

「いや……」

　首を振るウーラ。

「それがしにもよくわからん」

「…………？」

　千里は首を傾げる。

　そこに――

「――あ、いたのである！」

「本当だ。千里くん!!」

　水路の岸より更に数メートル分高くなった通常の道路から、こちらを見下ろして手を振っている人影が見える。青年と少女の二人組だ。先程知り合った――確かハセガワタクトとかいう魔法使いと、その使い魔のタナロットである。

「どうせなら、もうちょっと早く駆け付けて欲しかったよな」

　溜息混じりに千里は言った。
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　千里の顔で付喪神は言った。

「やっぱりキモチイイことをいたしたいのです」

　須美子との戦いが終わった直後。

　水路から上がった千里達は、魔法使いの羽瀬川拓人とその使い魔のタナロットを加え、とりあえず落ち着いて話ができる場所ということで、近くの公園に移動していた。

「キモチイイことをしないとこの身体から出る訳には参りません」

　と――やっぱり千里の顔が切なげな表情で言う。

　端から見ていると発情しっぱなしの変態にしか見えない。

「てめえは……！」

　思わず殴りかかろうとする千里（inクフィール）。

　しかし拓人の使い魔であるタナロットに羽交い締めにされているので、どうにも身動きが取れない。クフィールはクフィールで怪物じみた腕力なのだが――遙かに小柄であるにもかかわらず、タナロットも同等以上の力を持っているらしい。

「いや、千里くん、堪えて」

　タナロットに羽交い締めにされながらも、じたばたと暴れる千里（inクフィール）を拓人がなだめる。

「今ここで殴ったら後で痛い思いするの君だから」

「ぬぬぬぬぬぬ」

「ところで御兄様。この二人は何なのだ？」

　ウーラが拓人とタナロットを指差して尋ねる。

「いや……俺もよく知らねえんだけども」

　とりあえず振り上げた拳を降ろして言う千里（inクフィール）。

　状況が状況だったので、互いにのんびり自己紹介する余裕もなく――結果として千里はこの二人と別行動をとった訳だが。

「管理事務局の関係者で、亜藍須美子を追ってるとか何とか言ってたっけか」

「まあそんなところ」

　と拓人が頷いた。

「僕等にも彼女の正体――というか彼女を送り込んできている誰かの正体は、まだわからないんだけどね。さすがに殺すだの何だの言って実際に行動に出ている彼女を放置する訳にはいかないから、僕が調査役に派遣されたって感じなんだけど」

「それだったら結界に取り込まれる前に助けてくれれば良かったんだ」

「いや、面目ない。さすがに一度結界敷かれちゃうとね」

　不満げに言う千里に苦笑しながら頰を掻いて拓人は言った。

「先輩ならそれでもこじ開けちゃったんだろうけど、さすがに僕はまだ達人アデプトには程遠いし……」

「先輩？」

「ああ――ええと」

　眉を顰める千里（inクフィール）に、拓人は一瞬、首を傾げてから――

「こっちでは完全に教職なんだっけ。面識あるって聞いたけど」

「…………教職？　面識？　俺が？」

　テジャスやウーラやクフィール人形と顔を見合わせる千里（inクフィール）。

　まだこのアバロン学園都市に来て日の浅い彼にしてみれば、面識のある人間は少ない。精々が同級生とそのアジャスタントと、後は――

「俺の知ってる教職者って言えば」

「はーっはっはっはっはっはっはっはっは！」

　千里の台詞を押し潰すかのように、高らかに笑い声が響き渡る。

　次の瞬間、一同の頭上に光り輝く線で魔法陣が描かれたかと思うと、空間転移に伴う独特の異音と共に、二つの人影が魔法陣の中から飛び降りてきた。

　一人は黒い教師服を着た青年。

　一人はメイドの格好をした娘。

　そのどちらもに千里は見覚えがあった。

「先生！」

　正面図フロントポーズ。

「先生！」

　側面図サイドポーズ。

「そぉれはぁ――先生～！」

　背面図リアポーズ。

　何故かくるくると回って歌いつつ、ポーズをつけて黒い教師服の青年は言った。

「あ。噂うわさをすれば」

「……やっぱてめえか!!」

　笑顔で拓人が眼を向け、震える手で千里が指差したのは――千里達のクラスの担任で達人級の魔法使い、佐久間榮太郎と、その使い魔エーネウスであった。

「……っていうか今時、懐メロでも歌いませんよ。先輩本当に幾つなんですか」

「魔法使いに歳を訊くもんじゃない！」

　榮太郎は言った。

　でもって。

「それはともかく周防ッ！」

　いきなり――びしりと音のしそうな仕草で榮太郎は千里達を指差してきた。

「イカ臭いぞ！」

「なにがだよ!?」

「違った。水臭いだ」

「あんたわざと言ってるだろう!?」

　相変わらずタナロットに羽交い締めにされたまま、今度は榮太郎をぶん殴ろうとじたばた暴れる千里（inクフィール）。そんな彼をにやにや笑いながら見つめて榮太郎は続けた。

「こんな面白――もとい、困った時は先生に相談しなさい！」

「今、面白いとか言いかけただろう!?　余計に引っかき回されそうだから、あんたにだけは相談したくなかったんだよ！」

「まあそれはそれとして」

「人の話を聞け！」

「そこの付喪神！」

　怒鳴る千里をきっぱりと無視し、榮太郎は付喪神――千里の身体に声を掛けた。

「あ。はい」

　相変わらずとろんとした表情ながら応じる付喪神。

　その溶けかけたチョコレートのような表か情おの真ん中に、やっぱり人差し指をびしりと突き付けながら榮太郎はいきなり決めつけた。

「お前は間違っている！」

「ええ～？　そうなのですか～？」

　付喪神は付喪神で、榮太郎の性格を知らないからか、単に元から何か抜けているのか、素直に反応して驚いている。

「念のために確かめておくが」

「はい」

「お前はどうしてキモチイイことをしたいのだ？」

「それは……」

　千里の身体は何故か妙に乙女っぽい仕草で自分の胸元を押さえる。

「先の方にも申し上げましたが――強い感覚の刺激があれば『自分』の輪郭がはっきりするのではないかと思ったのです」

「…………？」

　意味がわからず眉を顰める千里（inクフィール）。

　だが――

「ああ、やっぱりそういうことか」

　榮太郎は予め想像がついていたのか、納得顔で頷いている。

「おい。どういうことなんだ？」

「つまり――」

　解説してくれたのはエーネウスだった。

「付喪神に限らず――自然発生的な精霊というものは、元々、周囲の環境や偶然が重なってでき上がった、非常に曖昧なものです。なので元々不安定というか、自我を持つのにも何十年何百年掛かったりしますし、たとえ霊体として自己組織化をしたとしても、確固たる『自分』というものを確立できず、自我崩壊を起こす精霊も多いのです」

「確固たる……自分……」

　エーネウスの言葉に引っかかる千里。

　曖昧な自分への恐れ。

　確固たる自分への憧憬。

　それは――

「……御主人様……？」

　気遣わしそうにクフィール人形が千里（inクフィール）の横顔を覗き込んだ。

　だが千里の様子に気付いているのかいないのか、エーネウスは淡々と解説を進める。

「故に自らを確固たる存在に固定しようと、生まれたての精霊はある種の感情や目的に固執する傾向があります。例えば自ら魔王を名乗って魔王を演じてみたり、とか。この場合、魔王という形に自らを嗔め込むことで、自分を定義しようとするのでしょう」

　ちらりとエーネウスが拓人の方を――正しくは彼が抱えている杖を見て言う。

「今回の場合であれば、その快感刺激を使って自分自身の輪郭を探り、自分というものを知ろうとしているのでしょう。快感というものは自我がないと感じることができません。だから――」

「…………自分を」

　千里は自分の中で慎重に言葉を拾いながら言った。

「自分の存在をはっきり自覚できるように、ってことですか？」

「恐らくですが。この付喪神もはっきりと意識しているかどうかはわかりませんけれど」

「…………」

　千里は溜息をつく。

　彼がもう激げき昂こうしていないのに気付いたのか、タナロットが羽交い締めにしていた手を外した。

　一方――

「まあ理由はわかったが」

　腕を組んで榮太郎は言った。

「やっぱりお前は間違っている」

「ええ？　そうなのですか？」

「確かにエッチはキモチイイ。それはもう間違いのないことだ！」

「ですよね」

　とろんと笑いながら頷く千里の身体。

　しかし榮太郎は改めて千里の顔を指差しながら言った。

「だが！　お前の入ったのは周防千里の身体。そして周防千里は男！」

「はぁ……」

「その様子では知らないな？」

　勝ち誇るかのように榮太郎は言った。

「何をでしょうか……？」

「えっちの時の快感は、男よりも女の身体の方が、何倍も高いということをッ!!」

「ええっ…………！」

　ガーン、という書き文字が背後に浮かびそうな勢いで狼狽うろたえる付喪神。それまではのんびりゆったりマイペースな感じだった付喪神が初めて示した、それは動揺であった。

「そ……そうだったのですか」

「そうなのだ！」

　榮太郎は言った。

「そりゃもう女の子の身体のえっちは我を忘れてしまうくらいに素晴らしいのだ！」

「……ってあんた女でもない癖にえらく力一杯断言するな」

　ジト眼で榮太郎を見ながらつい突っ込む千里（inクフィール）。

「無論だ」

　榮太郎は拳を握り締めて言った。

「その証拠に！　普段はおすまししているうちのメイドも――」




　――ごすっ。




　そのメイドであるところのエーネウスが、笑顔のまま繰り出したモップの柄の一撃を後頭部に受けてべたんとその場に倒れる栄太郎。モップの柄といっても尖端に斧だか槍だかわからないよーな危険な形状の金属部品がくっついているので、殺傷力抜群だが。

「つまり――」

　何処かしょんぼりした様子で付喪神は言った。

「本当にキモチイイことを極めようと思えば――いくら生身でも、男の子の身体では不十分なのですね？」

「そーだよ」

　と千里が言う。

　まあイマイチ説得の仕方に難があるような気がしたが、付喪神が大人しくしている間に、身体を入れ替え直した方が良いだろう。

　はるかに教えて貰ったところによると、一度、設備の整った場所に四人揃えて、接続同調のレベルをリセット――その後、再び深度３を実行すれば、全員が元に戻るだろうとのことだった。

「わかったらさっさと――」

　俺に身体返せ、と続けようとした千里に、付喪神は言った。

「わかりました」

「わかってくれたか」

　明るい表情で顔を上げて言う付喪神と、安あん堵どの吐息を漏らす千里。

　付喪神は千里の顔で大きく頷いて、言った。

「性転換手術を受ければいいんですね」

「んな訳あるかあああああああああああああああああああッ!!」

　千里（inクフィール）が思わず放った拳が、千里の顔面に食い込んだのは次の瞬間であった。
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　まあなんだかんだで。

　榮太郎と拓人の協力もあり、迅速に周防千里と彼のアジャスタント達に関する接続同調の不具合は解消された。元の身体――人形筐体の中に戻った付喪神はとりあえず厳密に調査するとのことで榮太郎が回収してゆくこととなった。

　とりあえずは、めでたしめでたしである。

　多分――

「…………」

　だが翌々日。

　登校中の千里は著しく不機嫌だった。

　それはもう『不機嫌ですよ』とノボリを背負っているくらいにはっきりと不機嫌オーラを全身から放散しまくっていた。お陰で隣を歩くクフィールが身を縮こめていて、その長身が一回り小さく見えた程である。

「どないしたん」

　と――苦笑混じりに尋ねるのは通学路で出会った桜子である。

　ただしその口調には『大体想像付くけどな？』という響きが滲んでいた。

「…………」

　千里は無言。

　彼の右隣ではクフィールが恐縮しながらも歩いており、彼の左隣では何やらテジャスが楽しげに鼻歌など歌いながら歩いている。千里の不機嫌さとはもろに反対で今にもスキップを始めそうな感じだった。

「聞いてください！」

　とテジャス。

　桜子は千里に対して問うた訳だが――頭の中がお花畑になっているせいで勘違いしたか、それとも誰かに話したかったのか、テジャスは勢い込んで言った。

「今度こそ完全体になれたんです！」

「完全体？」

　首を傾げて呟く桜子。

　テジャスはるんたったと足取りも軽く踊り出しながら言った。

「もう人形筐体は要りません！　最新精霊化機能で隅から隅まで一○○パーセント濃縮還元テジャスちゃんなのです！」

「……はあ？」

「つまり――」

　テジャスが語ったところによると――元々テジャス自身も知らなかったようだが、彼女には精霊化機能というものが付いていて、本体は服だけなのだが、魔力を純物質レベルに凝縮して少女の姿に化身できるようになったのだそうだ。

「なので！」

　テジャスは両手の拳を握り締めて言った。

「これからは直接御主人様とあんなことやこんなことをいんぐりもんぐりできるのです！」

「しねえよ！」

　とほとんど脊髄反射のようにツッコミを入れる千里。

　でもって――

「おはよう～」

　曲がり角で挨拶しながら合流してきたのは薫とフルクラムだった。

　薫は千里一行の姿を見ると眼を瞬かせ――

「あ。ミイラ男」

「やかましいわっ!!」

　指差された薫の手を払って千里は喚いた。

　そう。

　千里は全身、包帯ぐるぐる巻きのミイラ男状態なのだった。ついでに言えば松葉杖もついていたりする。どう見ても重症患者の態ていである。

　そんな彼を苦笑して眺めながら桜子は言った。

「大変やったみたいやな」

「大変つうか何つうか」

　千里は呻くように言った。

　あの後。

　千里（inクフィール）にぶっ飛ばされた付喪神――というより千里の身体は、そのまま三回転半し、運悪くそこにやってきた重機動ゴーレムの集団にもみくちゃにされたりして、擦り傷切り傷打ち身骨折その他、全身に総計四十八カ所の怪我をした。

　まあ人間の身体が、クフィールの腕力でぶっ飛ばされれば当然というか……まあむしろこの程度で済んで幸いというべきか。

　そういう訳で。

　元の身体に戻ったは良いが、元の身体はガタガタ、しかもやったのは自分自身という誠に笑えない結果となったのである。

　まあ骨折やら何やら、本当に洒落にならない傷はその場にいた榮太郎と拓人が魔法である程度まで治してくれたのだが――さすがに治癒系魔法もあまりに効果の高いものを短時間で乱発すると、掛けられた人間の生体のバランスを崩しかねないとかで。

　結局、小さな擦り傷切り傷打ち身の類は、全身に新陳代謝促進の呪文を印字した包帯を巻いて対処することになったのである。

　お陰で全身が痛いというか痒いというか、物凄く落ち着かない。

　とりあえず歩き回ることはできるし、クフィールとテジャスが補助についてはいるので、何とかなるだろうと登校してきた訳だが――

「あ。御狩谷先輩」

　薫が道の先――校門のところで、『風紀』の腕章を付けてお供のゴーレムと立っている御狩谷はるかを見つけて手を振った。

「おはようございます～」

「おはようなのです」

　鷹おう揚ように頷く御狩谷はるか――だが。

「…………」

　ふと彼女の眼鏡越しの視線が千里の方に向くと。

「――え？」

「…………」

　微妙に赤面したはるかが、ふいっと視線を逸らす。

「おやぁ？」

「あれぇ？」

　目め敏ざとくそれに気付いた桜子と薫が、面白そうに千里とはるかを見比べる。

「な、なんだよ、お前等、何を――」

「別に？」

「別に？」

　揃って首を振る桜子と薫。

「別にって――いや、先輩も、その、何ですかその態度」

「べ、別に何ともないのです」

　と言うはるかだが、どもっている時点で『なんともない』はずもなく。

　恐らくはるかは、一昨日おととい、千里の身体にされたことを思い出して赤面しているのだろうが――さすがにその話を今此処で持ち出して謝る訳にもいかない。彼女がしらばっくれているなら、こっちもしらばっくれて対処すべきだろう。

「で、ですよね」

「そ、そうなのです」

　ぎこちない仕草で頷き合う千里とはるか。

　だが――

「わかってるわかってる」

　桜子が面白そうに言った。

「皆まで言わんでええ」

「本当にわかってるか……？」

　疑わしそうな目で同級生を睨む千里だが――

「自分の身体のしでかしたことやさかいな」

　ぽんと千里の肩を叩きながら桜子は言った。

「きちんと責任はとりや、千里？　姉あねさん女房って割りとええらしいで？」

「やっぱりわかってねえじゃねえか！」

　千里は怒鳴った。
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　教室に入ると……空気が変わった。

　千里が足を踏み入れた瞬間に、まるで何か怪物でも踏み込んできたかのように、生徒やアジャスタント達の間に緊張が走ったのだ。

「周防だ……！」

「千里だ……！」

　ぼそぼそと――まるで恐ろしいものでも見たかのように、戦慄含みの視線が教室中から千里に向けて突き刺さる。

　視線と言ってもちらちらと断続的に眼を向けてくるくらいで、真っ直ぐ千里の方を凝視してくる者はほとんどいない。だが元々目立つのが嫌いな千里は、他人の視線というものにひどく敏感である。

　なので――

「な、なんだよ!?」

　思わずそう声を荒げて言う千里。

　包帯だらけの格好が珍しいのかとも思ったが、どうも違うようだ。

　むしろ――

「ダメです御主人様、近寄っちゃ……」

「彼がその気になれば一ミリ秒で妊娠するわ！」

「エロス魔人……！」

「年中発情期……！」

「いやここはむしろ発情鬼とも呼ぶべきで――」

　そんな言葉が主に女子の間で囁ささやかれていたりしているのが聞こえてきた。

「ちょ……」

　あまりといえばあまりの評価に愕然とする千里。

　その横で――上機嫌のテジャスが朗らかに言った。

「ああ！　一昨日のことで、御主人様の世間での評価が随分と変わったみたいですね！」

「嬉しそうに言うな！　誤解じゃねえかよ！」

　と悲鳴じみた声で喚く千里。

　しかも――

「千里！」

　と何やら眼鏡の奥で瞳を輝かせて言ってくるのはクラス委員長の逆崎聡である。

　一見すると真面目な眼鏡君、その実態は自分のアジャスタントに何の躊躇もなく即行手を付けちゃうよーな天下御免の好色少年である。

「僕は、僕は信じていたよ！」

　両手を広げて歩み寄ってくる聡。

「余計な――もとい羊の皮を被っていてもわかる！　君こそ、誰であろう君こそが、僕の好敵手に相応しいのだと！」

「……聡。念のために聞くが」

　信頼なんぞ微塵も含まぬジト眼で千里は言った。

「何をどう信じてくれてんだ？」

「勿論！」

　聡は晴れやかな笑顔で言った。

「君がエロ魔――」

　ごげん。

　最後まで言わせることなく千里のフルスイングした松葉杖が聡をその場に打ちのめした。

「ああっ御主人様!?」

　慌てて彼のアジャスタントのフランカが駆け寄るが、まあそれはどうでも良くて。

「だから誤解だっつーんだ！」

　悲鳴じみた声で喚く千里。

　そんな彼の隣でテジャスは大きく頷いて言った。

「そうですね。誤解はきちんと解いておかないと」

　言ってテジャスはいきなり教壇の上に上がる。そして彼女は生徒達――とそのアジャスタント達を見回して言った。

「皆さん！」

「…………」

　生徒達もさすがに何事かと教壇の上の紅い髪の少女を眺める。

　教室を見回して、一同の視線が自分に集まったのを確かめると、テジャスは言った。

「誤解です！　御主人様は、周防千里はエロ魔人などではありません！　そのような評価は、心外です！　酷いです！　貴方達は、本当に真実を確かめたのですか!?」

「…………」

「…………」

　生徒達とそのアジャスタント達が顔を見合わせる。

　追いかけ回していたとはいえ、四六時中その行動が把握できていた訳でもなし、あの付喪神がどれだけの女の子に『キモチイイことをいたしましょう』と迫ったのかはわからない。だがまさか此処にいる全員という訳でもあるまい。恐らく多くの者は人づてに話を聞いた程度だろう。

　毅然とした態度で否定すれば、これ以上変な誤解が広まることもないはずだ。

「テジャス……」

　千里が少し感動したように目を瞬かせる。

　普段からエロトークばかりしているテジャスだが、いざという時はきちんと千里のアジャスタントとして――

「エロ魔神？　発情鬼？　いいえ、御主人様はエロス魔王です！　そんな、同格の人が何人もいるよーな呼称は慎んでください！　エロ奉行からのお願いです！」

「お前が慎めッ!!」

　怒鳴る千里。

「一瞬でもお前に期待した俺が馬鹿だったよ！」

「御主人様、そんなご謙遜なさらずとも！」

「だからいらねえんだよ、そんな称号！」

　地団駄を踏んで喚く千里。

　そこへ――

「ぐっもーにん皆の衆」

　と言いながら入ってきたのは、榮太郎であった。

「あれ？」

　生徒達が顔を見合わせる。

　先程、予鈴が鳴ったばかりでまだ始業の本鈴は鳴っていない。

「ああ。ちと今日は授業の前に長めのホームルームをとる必要があってな。まあチャイム鳴るまで遅刻扱いにはしないから心配すんな」

　と出席簿片手に言う榮太郎。

　とはいえ、既に生徒のほとんどはもう登校してきていて、教室にいるので、然したる問題はなかったりするが。

　榮太郎は改めて教室を見回してから、言った。

「まあそういう訳でな。生徒諸君――新しいお友達を紹介しよう！」

「お友達？」

「転入生ってことですか？」

「そんなことってあるの？」

　このアバロン学園は普通の学校とは違う。

　生徒は全て予め管理事務局によって選抜されてこの学園都市島に連れてこられたのだ。その手配は周防千里の到着を以て終了しており、第二期の学生達が入学してくるのは一年後である。

　こんな時期に生徒が『転入』してくるはずがない。

「厳密には転入生ではないんだよ、これが」

　生徒達の怪訝そうな反応に、大きく頷いて榮太郎は続けた。

「だから『お友達』と言った訳だがな。まず――」

　ぱちんと榮太郎が指を鳴らす。

　がらりと戸を開いて入ってきたのは、一人の青年と一人の少女の二人組だった。

「あんたは……」

「ええと」

　驚く千里に小さく会釈してから、教室中を見回し――頰を掻いて照れ臭そうな笑顔を青年は浮かべた。

「臨時講師の、羽瀬川拓人です」

「タクトの使い魔のタナロット・アンサーティンなのである！」

　そして褐色の肌に紅い髪の少女が元気にそう宣言する。

「とりあえず佐久間先輩――ではなくて、佐久間先生の補助として入ることになりました。一応、魔法使いです。ただ、一般人としても生活しているので、皆と、この都市の魔法使いとの間を取り持てればな、と思います」

　と穏やかな口調で自己紹介をする拓人。

　使い魔の方はともかく、この奇人怪人見本市状態のアバロン学園都市の中では、いっそ異質とも言うべき真っ当な自己紹介であった。

　そして――

「でもって」

　榮太郎が言った。

「もう一人紹介しよう」

　その台詞と同時に入ってきたのは――

「…………」

　一人の少女。

　比較的背は高いが――細身でひどく華奢な印象だ。

　薄紫のドレスを身に纏い、伏し目がちに生徒達に向けて会釈する姿は、何処か浮世離れして、まるで周囲の時間の流れから脇に退いて外れているかのような、とにかく、おっとりした印象である。長い髪は染めているのか、それとも人間以外なのか、薄紅ピンク色で、大きな……まるで潤んでいるかのようなその双眸も同じ彩りだ。

　深窓の令嬢という言葉が最もその雰囲気に近いだろう。

　ただし……そうした雰囲気を即行でぶち壊す要素が彼女の首から下がっている。

　首輪と、そこに付いた、引き紐リード。

　まるで犬の首に付けるかのようなそれは、水蜜桃の如き大きな二つの胸の間で、ゆらゆらと揺れている。クフィールもかなり胸は大きい方だがこの少女には負けるだろう。

「…………周防千里くん」

　拓人が微苦笑を浮かべて言った。

「頑張ってね」

「え？　な――何が」

「名はミーティア・ファルチェスク」

　榮太郎が言った。

「周防千里の、アジャスタントだ」

「なにいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　がたんと思わず椅子を蹴立てて立ち上がり、そして全身を駆ける痛みにのたうつ千里。

「ぐがっ……かっ……」

「がう、御主人様――」

　慌てて横から千里を支えるクフィール。

　でもって――

「御主人様」

　すすす、教壇から降りて近付いてくると、その薄紅色の髪の巨乳少女――ミーティアは、己の首に掛かった引き紐をそっと手に取り、悶絶している千里の手に握らせる。

　その仕草の一つ一つがやたらに淫靡というか、何というか。

　彼女は熱っぽく潤んだ瞳で千里を見つめながら言った。

「どうか私を貴方様の雌めす犬いぬにしてくださいまし」

「なんなんだ、お前は！」

　痛みを堪えながら喚く千里。

「い、いきなり現れて――」

「いきなりだなんて」

　目を伏せてミーティアは言う。

「一昨日、あんなに激しく、私を打ちよう擲ちやくしてくださったのに……」

「一昨日？」

　一昨日というと、あの付喪神に振り回されていて、他のことなど――

「……ってまさか」

「はい」

　ミーティアは頷いた。

「一昨日御主人様の打擲で、私、目覚めました……！」

「目覚めるなっ！　お、お前、一昨日の付喪神かッ！」












「はい。ミーティアのＭはドＭのＭでございます」

「聞いてねえ！」

　その巨乳少女――ミーティアに言わせると、一昨日千里がぶん殴った際の痛みがどうしても忘れられないのだという。

　まあ苦痛と快楽は表裏一体、そもそも快感も苦痛も方向性が真逆なだけで伝える神経の働きは同じである。生まれて初めて感じる強烈な感覚――千里の一撃が、どうもこの生まれたばかりの付喪神にきっちり刷り込まれてしまったらしい。

「刷り込みインプリンテイングって……生まれたばっかりの雛かお前は!?」

　まあそれ以前に『女』だったことが驚きだが、考えてみれば元々は少女型人形筐体に発生した付喪神なので、むしろ千里の身体の中にいたことの方が間違いだったのだろう。

「甘美な一打ちでございました……」

　夢見るように眼を潤ませて――というか四六時中あちこち潤みまくっている感じがするが――ミーティアはハァハァと喘ぐように言った。

「私、最早、千里様の打擲なしでは生きて行けません」

「勝手に思い込むな！」

「なのでより御主人様に激しく鞭打っていただけるよう、佐久間榮太郎様にお願いして改造していただきました。胸などもつねり甲斐のある感じに増量していただきましたし――」

「はっはっは。礼はいらんぞ、周防」

「言うかッ！　余計なことすんなよあんたは!?」

「なんだ。お前むしろ貧乳派なのか？」

「そーゆー話をしてんじゃねえよ！」

　ばんばんと机を叩いて怒鳴り――でもってまた身体を走る痛みに悶える千里。

　そんな彼を眺めながら拓人が苦笑を浮かべていた。

「僕の時も確かこんなだったよーな……」

　自分の杖を眺めながら感慨深げに言う彼の台詞の意味を、確かめる余裕はさしあたり千里にはなくて。

「じゃあファルチェスクってのも――」

「はい。私、正統なファルチェスク・シリーズではありませんが……御主人様とテジャス様の娘にあたります故」

　テジャスの言葉にこっくりと頷くミーティア。

「だから気色の悪いこと言うなッ！」

　苦痛を堪えて喚く千里だが、ミーティアも、でもってテジャスもまるで聞いていない。

　まあダウナーとアッパーの違いはあれど、このＴＰＯガン無視のエロネタ垂れ流し加減は確かにテジャスの系譜だろう。ダウナーというか、妙にしっとりねっとりした物腰なので、テジャスよりも更に悪質というか、あんまり冗談に見えない感じが全然洒落になってない。

　こんなアジャスタントを連れ歩いた日には――それも首輪付きで――もう到底誤解を解くことなどできなさそうだった。

「娘よッ！」

「お母様ぁ」

　がし！　とまるで生き別れの母娘が再会する歌劇の一場面のようなノリで、派手に抱き合うテジャスとミーティア。

　だがどう見ても呼び合う呼称が逆――ミーティアの方が豊満な身体で、背丈も頭一つ分以上、高い――ので意味不明というか、かなり異様な風景である。

「確かにそのエロエロ具合はテジャスの娘かもしれんけどな！　俺とは関係ねえ！」

「失礼な！」

　テジャスが言った。

「私はもっとエロエロです！」

「自慢すんな！」

「でも私もエロエロですよ」

「お前もだ！」

　再び、ばんばんと痛みにも構わず千里が机を叩いていると、すすす、と寄ってきたミーティアが彼の手をそっと摑んだ。

「……さあ」

「何がさあ、だよ！」

「机などを打擲されるくらいならば、どうかこの私めを」

「やめんか！」

　手を引っ込める千里。

「切ないですぅ」

　とミーティアは指をくわえて上目遣いに訴える。

「甘いですよミーティア」

「お母様？」

　ちちちと指を振って得意げに言うテジャスをミーティアが振り返る。

　二十四時間年中無休でエロトーク全開のゴスロリ少女は、びしりと『娘』を指差しながら宣った。

「これもまた御主人様の放置調教プレイなのです！」

「ああ……そうだったのですね」

　夢見るような瞳で千里を振り返るミーティア。

「申し訳ございません、御主人様……御主人様の崇高なお考えも理解できぬ未熟な私めを、せめてどうか言葉で口汚くののしってくださいまし」

「だからテジャス、てめえは話をややこしくするんじゃねえ！」

「ああ、お母様だけ怒鳴ってもらうなんて、ずるい」

「だああああああああ!?」

　嚙み合わない会話に苛立って頭をかきむしる千里。

　だがやっぱりミーティアはミーティアでマイペースに言った。

「『青は藍より出でて藍より青し』と申します。テジャス母様に負けないように私も御主人様の牝奴隷としてより精進する所存です」

「ふふふ、負けませんよ、母として！」

「お母様……」

　頼もしげに握手なんかしているテジャスとミーティア。

「好きなだけ勝負してろ、俺とは関係のないところで!!」

　と千里は怒鳴るが、やっぱり二人は聞いてない。

　そして――

「エロエロだ……」

「やるなぁ、千里……この歳でもう牝奴隷か」

「すげえ、さすがエロス大魔王だ……」

「俺達にできないことをやってのける」

「そこにしびれる憧（以下略）」

「見ちゃ駄目、眼があったら犯されるわ!?」

　生徒達の間で理不尽な内容の囁き声が収まることもなく。

「…………ああああああ」

　べしゃりと机の上に突っ伏す千里。

　そんな彼を見ながら――

「……がぅ」

　クフィールが、いつまでもいつまでも、おろおろしていた。
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　――俺、この原稿が終わったらグアムに銃撃ちに行くんだ。




　などとさらりと死亡フラグっぽいものを立ててみる昨今ですが、読者の皆様いかがお過ごしでしょうか。

　ちなみに原稿引っ張ってしまったせいで、綺麗な身体でグアムに行く予定が、著者校原稿を海外にまで持っていきそうな勢いですが、ドンマイ。アメリカに行けば日付が一日戻るので一日稼げる寸法です。ワールドワイド万歳。

　…………ところでグアムって日付変更線の向こうでしたっけ？




　まあそういう訳で『まかでみックス　ふぉーす　自分探しと言うんじゃねえッ！』をお届けいたしまする。




　本シリーズ、中編を連打する形でぽんぽんと書いていくのを基本にするつもりだったのですが、気が付けばまたいつもの如く長編に。

　私の場合、枚数同じでも長編一本よりも中編二本とか短編四本とかの方が圧倒的に早いんですが、ついつい今回のネタをいじくっていると長くなってしまいました。実はシンプルなネタほど応用が色々利いちゃうので（シーン的にもテーマ的にも）短くするのは難しかったりします。

　まあ本当にいつもの事なんですが。

　以下、ネタバレ注意。




　今回出てきたミーティアですが。

　このキャラ、テジャスの設定を決めた時点で既に存在自体は考えていたものの、どういうキャラにするかは全然考えてなくて。

　キャラクター配置としては、ボーデレ系ケモっ娘、ハイテンション系幼女、クーデレ系妹とくると、バランス的には前シリーズのファルチェの様な天然癒いやし系娘が良いのかなあとか思っていたのですが、天然癒し系ってどっちかっていうと積極的に何かをして回るキャラじゃないので、今回のネタにはそぐわないんですよね。

　どうしたもんかなあと考えながら、見切り発車で書き始めた（というかとりあえず第一稿あげた）のですが、途中、ＢＬＡＤＥさんのデザインがあがってきた時、脇に書き添えてあった一言が決定打となりました。

『ミーティアのＭはドＭのＭ』

　これだッ！　素晴らしい！　＜いいのかそんな他人任せで




　もっとも益々エロトーク方面充実の布陣になってしまうので、クフィールがなんだか影が薄くなったり不利な感じになりかねないのが作者として心配。

　正ヒロインの座危うし……！

　いや待てよ。次はミーティアがクフィールの中に入ってしまう話にするのはどうだろうか!?　勿論、首輪付けて、引き紐リード付けてお散歩羞しゆう恥ちプ（以下略）――すんません、噓うそです。有害図書指定されたくありません。＜何を今更




　閑話休題。




　拓たく人ととかタナロットも加わってきて元のまかでみ色も強くなってきました。

　色々被りそうなキャラも多いんですが、さて、どうなります事やら。

　あえてでたとこ勝負で回している本シリーズ、作者にも細かい流れは未だ見えていなかったりしますが、だからこそ思いつけば何でも貪欲にぶち込んでいきたいと思っておりまする。




　ではでは。

　また次の本でお会い致しましょう。


榊さかき 一いち郎ろう



　二〇〇九／三／三一

　ＢＧＭ：『Ｐｒａｙ』（by　水樹奈々）
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